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グローバルに活躍する技術者

校　長　　赤坂　裕

本校は学習・教育目標の２番目に「グローバルに活躍

する技術者」を掲げています。「グローバルに」とは

「国際的に」という意味ですが、国際的に活躍するには

英語等の語学力が必要です。国内では一流の技術者でも、

海外では英語力が弱いために自分の能力がほとんど発揮

できないのはとても悔しいことです。職種に限らず、外

国語、特に英語によるコミュニケーション能力は今後ま

すます重要になっていくでしょう。

私はここ数年、ISO（国際標準化機構）の委員として

度々国際会議に出席してきました。参加委員は欧米を主

とする国々からの代表者で10数名程度、開催地はオラン

ダ、デンマーク、スイス、フランス、イギリス、アメリ

カ等です。会議は２～３日間で朝から夜まで続き、昼食

や夕食も共にします。会議で決まったことが日本の産業

に影響することもあるので責任重大ですが、通訳はいま

せん。私はISOの少人数国際会議の経験を通じて、英語

によるコミュニケーション能力の重要性を痛感していま

す。

私の中学、高校時代に比べると、現在はテレビ等のメ

ディアで英語に接する機会が多く、実践的な教材はいく

らでもあり、英語を学ぶ環境は全く違います。学生諸君

は、外国人は誰でも英語がうまいと思っているかもしれ

ませんが、そんなことはありません。日本以外でも母国

語が英語でない国は多く、国際会議等で苦労しながら英

語を話している外国人は沢山います。変な英語でも気に

しないでまず話してみることが大切です。ただ、相手が

何を言っているかがわからなければ会話が続きませんの

で、ある程度のヒアリング力は必要です。

本校の２年生はカナダのバンクーバーの高等学校に語

学研修に行っています。この語学研修には毎年30～40名

の学生が参加していますが、英語の必要性を体験するに

はよい機会です。また本校は、九州・沖縄地区の各高専

と共にシンガポールの３つのポリテクニックと交流協定

を結んでおり、私は今年9月にこれらのポリテクニック

を訪問してきました。ポリテクニックは日本の高専と似

た教育機関で、高専本科の３～５年生に相当する年代の

学生たちに実践的な技術教育を行っており、高専が取り

組んでいるPBL（Problem-Based Learning）等を推進

しています。ポリテクニックやその学生達と交流してみ

るのも面白いでしょう。

学校が教育の仕組みを色々工夫しても、学ぶのは学生

諸君です。英語は自分から勉強しないと決して上手くな

りません。苦手意識ではなく親しみをもって英語に接し

励んで下さい。



たく、そして懐かしく思い出します。運よく熊本大学に

編入できたのですが、大学は紛争で授業もなくがっかり

しましたが、逆にいろいろな本を読むことができたのは

幸せでした。高専の講義が大学と同程度というのは編入

して納得しました。また、編入試験のころから覚える勉

強より、理解する勉強の楽しさと重要さを知りました。

その後、大学院は大阪大学に進み、修士課程修了と同時

に会社に就職しました。就職して2,3ヶ月で大きなプロ

ジェクトに参加する機会がありました。そこでは、百数

十億円という当時としては最新の大型プロジェクトを経

験して充実していたのですが、その中でがっかりしたの

が外国からの技術導入の大きな壁でした。いくら新しい

アイデアを出してもその技術を勝手に変更することはで

きず、おまけにロイヤリティーという技術料を支払う悔

しさを味わいました。これが２度目の方向転換のきっか

けになりました。

２度目の転機は、自由に研究する環境を求めるために

会社をやめ、博士課程に進む決心をしたときです。丁度、

第二次オイルショック（トイレットペーパーを買い漁る

のがニュースなった時期）のときで、就職状況は悪く、

将来の見通しが全く立たない時期でした。両親からもか

なり反対されました。さすがにこのときには、友達、上

司、恩師に何度も相談したことを記憶しています。就職

できるという保証はなかったものの、博士課程に入学し、

学位も取得しました。いろいろ相談したこともあって、

博士課程を修了するときには熊本大学の助手に採用さ

れ、教育研究の道を進むことになりました。大学での研

究分野は、博士課程での専門分野とは異なっていました

が、講座の教授が自由に研究をやらせてくれたのは非常

に幸運でした。お陰で、研究というのはいろいろな失敗

を重ねながら真実に少しずつ近付いていくことや、うま

く行ったときの感激も知りました。1991年に教授となり、

1998年にはアメリカのオハイオ州立大学での在外研究の

機会もあり、研究を通じて国内外の技術者、研究者の友

達もできました。現在、熊本大学大学院教授として教育

と研究に励みながら、工学部副学部長として工学部の運

営にも当っています。いくつかの学会の評議員や研究委

員会の委員長もしていますが、これらはこれまでの研究

や教育活動の積分値のようなものです。このような沢山

の仕事を引き受けていた矢先に、３度目の転機が来まし

た。昨年の検査で大きな病気で見つかり、手術を受ける

羽目になりました。12時間の手術から気持ちよく目が覚

めたときにはホッとすると共に、生きる元気も取り戻し、

４ヶ月後には退院しました。40年前だったら死んでいた

かもしれないと思うと、世の中を見る目が少し変わった

ように思います。

生き残った現在、高専時代を思い出すと、私は後輩の

皆さんと同じ環境で同じようなことをしていました。た

だ、後輩の皆さんを見ていると、以前のような余裕がな
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今年度で本校は44周年を迎えました。この間に本校を

卒業したOBは総計で5991名になります。この中には学

問、または企業の第一線で活躍されている方もいらっし

ゃいます。そこで在校生に大きな夢を持ってもらい、勉

学等に一層励んでもらうことを期待して、活躍されてい

るOBを紹介する特集記事を企画いたしました。各学科

から推薦されたOBに執筆を依頼し、６名の方に寄稿し

て頂きました。

卒業はゴールではなく、通過点です。活躍するOB達

は卒業後に様々な苦労を体験しています。しかし、その

苦労を何度も乗り越えたからこそ、現在の地位があるの

だと思います。在校生の皆様も卒業後には様々な苦労を

することがあるでしょうが、そのときには今回の特集記

事に書かれている「苦労を乗り越えることの大切さ」を

思い出して頂きたいと思います。

高専時代の夢、
40年後の実現度は？

機械工学科　２期生

熊本大学大学院　教授　　

里中　　忍　　　　　　　　　

1969年3月、２期生として卒業

しました。在学中は、将来ロケッ

トを作って宇宙開発に関係する仕

事をしたいと思いながら、学業、

進路、恋愛などいろいろな刺激を

受け、悩んだ青春時代でした。卒

業して38年になりますが、その間

に高専時代の夢も揺らぎながら、

三度の大きな転機も経験して現在

に至っています。

最初の転機は、高専５年生のときの大学編入です。高

専の教育は大卒と同じ教育しているといわれていました

が、本当に世の中で通用するのかという不安と、もう少

し専門を勉強したいという気持ちで大学編入を決断しま

した。当時、高専生を受け入れる大学は限られており、

厳しい状況でしたが、鹿児島高専からの最初の編入とい

うことで、クラスの仲間が応援してくれたことをありが

特　　　　　集

活躍するOB
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くなっているような気がします。夢は揺らぎましたが、

40年間自分の夢を追いかけてきたのが、今の自分かなと

感じています。現在の専門は、溶接･接合や材料の品質

評価などで、高専時代の夢とも少しは関係する研究を行

っていますので、夢の実現度を自己採点すると、60点ぐ

らいはもらえるかなと思います。皆さんも、30年あるい

は40年後の自分の姿を想像しながら、今を生きてみたら

いかがでしょうか、楽しく、そして厳しく。

あの頃思っていたこと、
今、思うこと

機械工学科　14期生

九州電力株式会社　原子力管理部

米丸　賢一

１．はじめに

あの卒業の日から本当に27年も

の年月が経ってしまったのかと疑

いたくなるほど、月日が経つのは

早いものです。時間が過ぎていく

体感速度は、加齢に従い速くなっ

ているように感じます。今回高専

だよりへの寄稿の機会を折角頂き

ましたので、私のこれまでの拙い

経験を紹介させていただき、今まさに卒業を迎えようと

されている前途有望な志士たちへのささやかなメッセー

ジとなれば幸いです。

２．経歴紹介

今では卒業生の半数ぐらいが進学されるそうですが、

当時はまだクラスに数名の時代でした。それまで実績の

無かった鹿児島大学工学部の３年次に編入し、同大学院

を経て昭和60年に九州電力(株)に入社し、これまで原子

力発電関連の業務に携わってきております。高専時代に

は硬式テニス部に所属し、放課後は真っ暗になるまでボ

ールを追いかけ、走って食堂へ行き、飯をかきこみ、風

呂に入り、寮の点呼を受ける生活でした。４年後半から

は英語部との掛け持ちをしました。進学後の大学・大学

院では、流体工学の講座で実験とシミュレーションに明

け暮れました。

３．あの頃思っていたこと

◆高専のころ

３年後半から４年にかけては、硬式テニス部の主将を

務めましたが、この間、組織をまとめることの難しさ、

実力の無い者がトップに立つことのもどかしさ、そして

小さな組織ではあったものの、トップは孤独と知りまし

た。そのころ、「人は動く」（ディール・カーネギー氏）

などの本を濫読しました。その中でも伊藤肇氏の「現代

の帝王学」には深く感銘を受けましたし、リーダとして

の心構えなどを学びました。

◆大学・大学院のころ

高専のころも、また進学してからも職業選択には随分

悩みました。仕事とは何なのか。どういう仕事をすべき

なのか等々。いろいろ本をあさりましたが、「人生論」

（武者小路実篤氏）が一番気に入りました。行き着いた

結論は、「自分のためになること、人の役に立つこと、

そして生命を脅かす、あるいは脅かされることのないも

の」と職業を捉え、自分の仕事を選ぼうと決めました。

当時、出身地でもある川内市（現在は薩摩川内市）では

川内原子力発電所の建設が進んでいたこともあり、エネ

ルギーを支える仕事に就くことに決め、九州電力⑭を受

験しました。

◆就職試験の面接

一次試験の合格をもらい、二次試験は面接と体力測定

（懸垂10回以上できること）でした。面接官から「履歴

書に英語の資格のことを書いているが、英語はどの程度

できたと思うか？」と聞かれ、「半分ぐらいでしょうか」

と返事したところ、「半分もできていないから聞いてい

るんだ」と言われてしまいました。てっきり落ちたと思

いました。英語部の顧問が特訓してくださった英検2級

と大学時代１日３時間のリスニングで取ったTOEFLの

点数を履歴書に書いていたのですが、どうもかなり入社

試験の点数は悪かったようです。その後、入社直後に全

員受けたTOEICのスコアが発表されました。上司から

いいスコアだなと言われ、あの面接官の顔が浮かびまし

た。使える英語の能力を高める努力をし続けなければと

考えました。

◆新入社員のころ

福岡の社員研修所で２ヶ月の集合教育を受け、最初の

配属先は川内原子力発電所でした。発電所では電気を３

65日送り出すために、三交代で当直体制を組んで発電機

やタービンの運転・監視を行っています。もちろんこの

他にも、機械・電気関連の保修、原子燃料の管理、放射

線管理等多くの人が働いています。３年間三交代をやり

ましたが、１年先に入社した人には到底かなわないと感

じました。年齢は５つ下でも入社が早い人は先輩です。

何も知らない新入社員は発電所の現場を、先輩に金魚の

糞にようについて周り、教えてもらうことばかりです。

やがて先輩方とも打ち解けていくわけですが、最初の３

ヶ月はかなりハードでした。よく昔から３日、３ヶ月、

３年と言われますが、新しいことに取り組めば当然最初

はきついものです。近頃の新聞報道によると、新入社員

の離職率は確実に高くなっているようですが、基礎作り

はつらいものと割り切って、次へのステップの機会をう

かがうことが大切だと考えました。

◆結婚そして子育てのころ
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家内とは大学時代に知り合い、入社一年目に結婚しま

した。これまでの人生で一番嬉しかったのは、小さな身

体ながら必死に泣き声を上げている、自分のDNAを受

け継いだ息子と娘を初めて抱き上げた瞬間です。「子供

を持って知る親の恩」と言いますが、まさしくそのとお

りです。

◆東京へ出向

発電所で三交代と原子炉周りの保修経験をした後、東

京への出向（通常、出向とは期限付きで他の会社や機関

で働くことです）を命じられました。出向先は経済産業

省（当時は通産省）の外郭団体で、海外で発生した原子

力発電所のトラブルをいち早く入手し、その情報の分析

をすることが主な業務でした。具体的には、国のお役人

にその一週間で発生したトラブルの説明をする役目でし

た。それまで鹿児島訛りを気にしたことはありませんで

したが、大勢の前で声を出して文章を読むと明らかに他

の人と違う発音であることに、自分でもびっくりしまし

た。今更直るものでもないと諦め、気にしないようにし

ました。ただ、「このファイルをなおしておいて」と前

の机に座っていたチャキチャキの江戸っ娘に頼んだとこ

ろ、キョトンとしています。私はキャビネットに仕舞っ

て欲しかったのですが。「なおす」は「直す」であり、

「仕舞う」ことだとは江戸っ娘には通じません。

◆本店⇒玄海⇒本店⇒鹿児島⇒川内⇒本店と転勤

東京から福岡の本店に戻り、その後も３年から４年で

の転勤をしてきましたが、それぞれの職場で、違った仕

事をさせてもらいました。違う業務を経験できること、

いろいろな人に出会えることなど、自分の性分には合っ

ていると考えています。一回目の本店勤務では、原子力

部門の採用計画や人員計画の策定、発電所等の組織変更

等の検討を行いました。佐賀県の玄海町には原子力発電

所が４基ありますが、このうち１、２号機の原子炉周り

の保修業務に新任管理職として赴任しました。その次の

鹿児島では、原子力の広報というまったく違う仕事でし

たが、母校の温かい先生のお陰で、母校の教壇に立たせ

ていただき、原子力の仕組みや安全への取組について話

をさせていただきました。二回目の川内勤務では、課長

として放射線と水化学を管理する業務でした。そして現

在三回目の本店勤務ですが、現在は原子力発電所の保全

に関する方針等の策定・検討をしております。

４．今、思うこと

会社生活も23年目となったわけですが、これまでの経

験を通じて、今、思うことをまとめてみました。

(1) 会社では資格が必要です。

原子力発電所の原子炉の運転には「原子炉主任技術者」

という国家資格が必要です。核物理や原子炉の動特性な

どの理論から、実際の運転に必要な知識等が必要とされ

ますが、少なくとも数学は高専で習う内容で十分に対応

可能です。難しい資格から取得していくぐらいの気迫が

必要であり、勉強する努力を怠っては何事も成就しませ

ん。

(2) 会社では英語は必須です。

これまで海外出張を数回経験させてもらいましたが、

直接海外のエンジニアと話ができる能力を高めておくこ

とが必要です。TOEICは自分の英語レベルを知るには

格好のものです。所詮はコミュニケーションの道具です

が、侮っていては上達しません。努力あるのみです。

(3) 生かされている

会社では一人で仕事はできません。コミュニケーショ

ンを図りながら、気持ちよく仕事するためには、回りか

ら生かされているとの感謝の気持ちを常に持つことで

す。

(4) 人生万事塞翁が馬

でも、最後は個人です。悩んでも解決しないことはあ

ります。でも、そのとき悪いと思っていたこと、自分の

思い通りでなかったことが、いつ自分に福を呼び込んで

くれるかわかりません。人生万事塞翁が馬です。

５．後輩諸氏へ

懐かしい思い出が詰まった高専時代を振り返りつつ、

これまでの経験から少し書かせていただきました。最後

に、エネルギー関連に興味のある方、是非エネルギーを

支える仕事を九州電力(株)で一緒にしましょう。そして、

これからそれぞれ新しい道を進まれる卒業生の皆様方

に、幸多かれと祈念いたします。

夢と希望とを持って、未来への挑戦

電気工学科　3期生

株式会社ＰＡＬＴＥＫ　代表取締役社長

高橋　忠仁

在校生、保護者、学校関係者の

皆様。

電気工学科/三期生で、株式会

社ＰＡＬＴＥＫ　代表取締役社長

高橋忠仁と申します。

私が在学中のころ、鹿児島高専

も、そしてまた教育制度としての

高専も試行錯誤の揺籃期にあった

と思います。今考えると学校関係

者の苦労が大変だっただろうと思います。当時、校舎も

寮もグランドもぴかぴかで、工事中のものも多数ありま

した。県内外から集まった瞳の輝いた少年、少女（一人）

が溢れ、楽しくも悩み多い日々を勉学にスポーツに勤し

んでいました。志学寮と校舎の往復の日々で、たまの外

出日が宝物のように感じました。部活では空手部に属し



－5－

ていましたが、顧問の若松大助先生のざっくばらんな風

貌に何とも言えない親しみを感じていました。薩摩の大

先輩の西郷さんの雰囲気を持っていたのではと思いま

す。

その時のクラスメートとは今でも3Ｅ会と称して、毎

年二月第二土曜日に東京で懇親会を行っています。人間

関係が希薄化しつつある昨今では大事な宝です。その意

味でも人生の一番多感な時代に五年間ないし七年間勉学

を共にでき、将来の財産になる人間関係が出来る高専に

は大きな意義があると思います。受験勉強に追われる高

校や、遊びやアルバイトに忙しい大学では得られない貴

重な青春時代だったと思います。三十数名のクラスメー

トには、大手電機メーカーの本部長や工場長になった友

人もおります。

私は32才で、徒手空拳でアパートで始めた会社を株式

上場企業にすることができました。多くの幸運と多くの

人々の暖かいご支援の賜物です。しかしその賜物をいた

だく為には、より高邁な志と誠実で継続的な行動、どん

な逆境にも負けない不撓不屈の闘志が必要です。そして、

企業経営にとって一番大事なものは哲学です。何の為に

企業が存在するのか？

ＰＡＬＴＥＫの哲学は「多様な存在との共生」です。な

ぜなら人間が充実した人生を送るためには一人では何も

できませんし、新しいビジネスの世界ではなおさらです。

そこで互いの存在を認識し、尊重し、長所を出し合い、

短所を補完し合わなければなりません。

どんな大企業でも始めはごくささやかな零細企業でし

た。松下電器を作った松下幸之助さん、ＳＯＮＹを作っ

た井深さん・盛田さん、京セラ・ＫＤＤＩを作った稲盛

和夫さんなど素晴らしい哲学を持って、ありふれた零細

企業を世界的な大企業にしています。その哲学に共有し

ているものは、斬新なテクノロジーを通じて世の人々を

幸せにしたいとの熱き想いです。自分が儲けたい、有名

になりたいなどとは一言も言っていません。若い人には

逆説的に聞こえるかもしれませんが、一番成功している

人は自分の利益を一番最後に考える人、一番失敗してい

る人はいつでも自分の利益を一番に考える人です。

今から15年位前の体験を話します。

アメリカ・サンフランシスコ近辺のシリコンバレー

（世界の半導体のメッカ）にあるＰＡＬＴＥＫの子会社

社長が、近くにある母校のスタンフォード大学のとある

研究室を見に行こうと誘ってくれました。その小さな研

究室には「AKEBONO」、「KONISIKI」と日本の相撲

取りの名前が書かれたコンピュターサーバーが二台おい

てありました。研究室には台湾系移民の28歳の貧乏な学

生がいました。彼の名前はジェリー・ヤンといいます。

サーバーのアクセスが多すぎて、もうすぐ大学から追い

出されるのではと途方にくれていました。彼は輝く瞳で

インターネットの夢と人類への貢献の哲学を語ってくれ

ました。そこで彼を日本に招待して技術セミナーを開催

しました。だれもインターネットを知らなかった頃です。

その彼とはヤフーの創業者です。あの無名で無一文の青

年が世界を変えたのです。

在校生の皆さんにもチャンスがあるはずです。なぜな

ら、これからの半世紀で人類は環境問題を中心に深刻な

課題に直面するはずです。それを解決するのは哲学とテ

クノロジーです。皆さんには限りない未来と無限の挑戦

の場があります。夢を持って一歩一歩前進しましょう。

会社概要

社名：株式会社ＰＡＬＴＥＫ

設立：1982年10月

代表取締役社長：高橋　忠仁

上場市場：ジャスダック証券取引所

（1998年7月上場）

従業員：147名(2007年12月31日)

資本金：13億3,963万円

事業内容：半導体および関連製品、ソフトウェアの

販売、電子機器の設計開発支援サービス

事業所：新横浜本社、大阪営業所、

町田ロジスティックセンター、上海駐在員事務所

ウェブサイト：http://www.paltek.co.jp/

コメント：ＰＡＬＴＥＫは最先端の技術を世界中か

ら開拓し、日本に紹介する仕事を行っています。お

客様の夢「こんな製品が作りたい」「こんな問題を

解決したい」を実現するために、お客様に代わって

世界中から特徴ある技術を見つけてきて、その技術

の最適な料理方法も教えてあげられる「エンジニア

リングコーディネーター」の様な業務を行っていま

す。この独自のビジネスモデルを、共に発展・進化

させていくことに興味がある方は、ＰＡＬＴＥＫ採

用ウェブサイト＆説明会に来てみてください。

http://www.paltek.co.jp/employ/rookies/index.

htm
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Control your own destiny, 
or someone does will.

電子制御工学科　1期生

ソニー・エルエスアイ・デザイン株式会社

小田原　武

私は鹿児島高専電子制御工学科

を卒業後、大学進学、そして一度

の転職を経て、ソニーセミコンダ

クタ九州株式会社に勤務していま

す。現在は、ソニーLSIデザイン

株式会社へ出向し、デジタルカメ

ラなどに搭載されるCMOSイメー

ジセンサの設計を担当していま

す。デジタルカメラに搭載される

イメージセンサはCCDが主流でしたが、最近は低消費電

力や高速動作などの利点からCMOSイメージセンサを搭

載する機種も増えています。設計の流れは、顧客の要求

仕様にあわせた設計仕様の検討から始まり、次にCAD

を使用した回路・レイアウト設計、その後試作サンプル

を用いた機能及び特性の評価と進んでいきます。これら

を限られたスケジュールの中で行い、顧客から要求され

るレベルを充分に満たすように完成度を上げていくこと

が求められます。困難な業務になりますが、設計したも

のが実際に商品化されたときの喜びは非常に大きくやり

がいがあります。

今回、この執筆依頼を受け、微力ながら後輩の参考に

なればと思い、高専時代を思い出しながら執筆させてい

ただきました。高専時代と卒業して１０年ほど経過した

現在を比較して、私自身が大きく変わったことの１つに、

計画性があると思います。ちょうどこの執筆依頼を受け

たときは、約２年の期間をかけて開発・設計してきた製

品がいよいよ出荷されるという時期でした。仕事上の例

として、２年という期間はそれほど長いものではないか

もしれませんが、それでもこの期間には様々な困難があ

りました。しかし、長・中期の計画を持つことで、困難

を乗り越える為の忍耐を得ることができ、また目標を達

成する為の努力や工夫ができたのだと思います。

目標を持ち、それを達成する為に計画を持つというこ

とは、仕事に限らずとても重要なことだと思います。タ

イトルの言葉はJack Walch 氏のものです。私自身の高

専時代には正直なところ全くと言っていいほど実行でき

ていなかったことですし、お説教じみていて恐縮ですが、

現在学生の皆さんには、まずはどんなことでも良いと思

いますので、目標とそれを達成するための計画を持ち実

行していただければと思います。

硬いことを書いてきましたが、勉強に限らず、友人と

遊ぶことも含めて、高専時代にしかできないことを充分

満喫して欲しいと思います。高専時代を振り返ってみる

と、もっと勉強しておけば良かったなと思うと同時に、

もっと遊んでおけば良かったとも思います。 私自身は、

高専時代にバレー部に所属していましたが、部活動につ

いても貴重な経験でした。

時間は買うことも、貯めることもできず、すぐになく

なり、他のものに代替することもできませんが、基本的

に全員に平等に与えられているものです。貴重な時間を

どう使うかは自分次第で、自由ですし、どう使ったとし

ても、全くの無駄になることはないと思います。皆さん

が「自分自身にとっての有意義な学生生活」を過ごされ

ることを祈っております。

事業を興すということ

情報工学科　10期生

有限会社０９９　代表取締役

株式会社ぴいえむけい　取締役

上國料　享

学生の皆様方におかれまして

は、就職や進学などで新しい環境

に飛び込む、また一方で、上の学

年へ進級し未知の専門領域へ挑戦

しはじめるこの大切な季節に、高

専だよりへ寄稿させていただける

とのことで、名誉と緊張を半分ず

つ感じながら原稿を書いていま

す。

私は、2000年に情報工学科を第10期生として卒業後、

鹿児島大学へ編入し、修士課程まで出させていただいた

後、注目していた携帯メール配信システムの販売や

WEBコンテンツ制作を行うため、様々な方々からご支

援いただき2004年に有限会社０９９(ゼロキューキュー)

を設立致しました。社名は「鹿児島に因んだ名前を」と

いう私の支援者の方から付けていただいたものです。現

在では本業と共に、JR乗車券や格安航空券・商品券な

どのチケット買取・販売を行う企業の経営にも携わらせ

ていただいています。

将来、事業を興したいとお考えの学生さんがいらっし

ゃるとお聞きしまして、この4年間に私が体験し未だ実

践できていないことも含めまして、必要だと思うことを

書いてみます。

・事業とは、継続的に利益を出し続けること

(一回の取引に始まり、二回・三回と繋いでいくこと)

・こうなりたい、という強い意志

(夢に出てくるほどに思い込む)
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・自分とは違う人間性を持つ人と交流をもつ

(一人では何事も為せず、迎合は)

・常識で判断せず、自分の頭で考え抜く

(なぜ？と思うことは臆せず聞く)

・自分の周囲で起こることはすべて、自分次第

(出来事を人のせいにしない)

社会に出て他人の釜の飯を食べさせてもらったことの

なかった私は、会社を興して以降、仕事を進めていくこ

とに非常に苦労しました。また、自ら仕事を作り出して

いくことにも、ノウハウも指導者もおりませんでしたか

ら、自分で考えて、相談して、やってみてと、その繰り

返しでした。

但し、これらのことをやり続けていると、必ずその局

面を打開できる、という体験もありました。一生懸命、

目の前の仕事に打ち込んでいくと自ずと道は開けていく

と思います。利益あってこその事業ですので日々厳しく

仕事をして疲れますが、反面、お客様や従業員の方の喜

ぶ顔はそれを上回るものがあります。学生さんも、仕事

や勉強を好きになって、一生懸命に働いてもらいたいと

思います。

再び工学教育の世界へ

土木工学科　10期生

株式会社山本地質　代表取締役社長

新納　　格

私は昭和56年に土木工学科を卒

業し、豊橋技術科学大学に編入し

ました。大学院で土を研究し、瞬

間接着剤アロンアルファの東亞合

成株式会社の研究所に入社しまし

た。入社2年目に助手で来ないか

と誘われ、大学に戻ることになり

ました。大学では地盤災害を研究

し、平成4年に佐賀大学低平地防

災研究センターが設立された際に招聘され、理工学部講

師として教育にも携わりました。当時の私は研究一筋で、

授業や学生指導を負担に感じておりました。教育者とし

て適正がないのではと悩み、平成8年に特許で得た資金

で会社を設立し、実務の世界に飛び込んだのです。

会社オーナーとなり、建設会社と共同で地盤改良の開

発を行い、コンサルタントとして地質調査や技術指導に

携わりました。公務員と違い生活は不安定でしたが力の

限り生きた感があります。平成11年に博士の学位を取得

しました。その後、経営上の問題で会社を解散し鹿児島

に帰郷、地質調査会社の技術部長に就任し、再出発の気

持ちで技術士資格を取得しました。平成16年に現在の会

社にスカウトされ、平成17年に代表取締役社長に就任、

現在は監理技術者として公共事業における調査・設計・

施工に携わり、経営者として会社全体を統括しています。

さて、グローバル化や地球温暖化，少子高齢化などで

社会が急激に変化している現在、私は工学教育の重要性

を痛感しています。より高度な内容が必要と感じている

のではなく、社会や国民生活に与える科学技術の影響が

大きくなって、価値あるものを創り出す創造能力，コミ

ュニケーション能力，問題解決能力，そして社会環境や

福祉に対する地球的視点での倫理感の育成が急務と考え

ているのです。私は産学両方に携わった経験を生かし、

残りの技術者人生を工学教育に捧げたいと思うに至りま

した。教官公募に挑戦し、幸運にも4月から大阪府立高

専の教授に採用されることになりました。

私の人生は多くの人との出会いや幸運に助けられたも

のでしたが、幸運をものにできるかどうかは日々の努力

次第ではないでしょうか。卒業生および在校生の皆さん、

自分がどんな人生を送りたいかを考え、将来なりたい自

分や望む生き方を思い描き、そのために自分はどんなこ

とをしてきたのか、今やらないといけないことは何かを

考えて下さい。そして目標と計画を定め行動を起こしま

しょう。
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本校のPR活動と特色について

教務主事　　河野　良弘

本校に魅力を感じる生徒に入学

してもらうためには、これまで以

上に中学生に出前授業等を通して

PRを行い、本校の良さを広報す

る必要があります。入学生に対し

ては面倒見のいい学校として、ま

た卒業後もキャリア支援を行うな

ど、「入学前から卒業後までの生

涯支援」を合い言葉に、教職員が一丸となって努力して

いかなければなりません。さらに、地域社会から頼られ

る存在となるように、社会貢献にも務めていく必要があ

ります。

現在、鹿児島県の公立の中学校が265校ありますが、

中学校向けの学校紹介として、以下のようなことを実施

しています。

(1) 地区別学校紹介

県内を５地区に分け、鹿児島市、鹿屋市、薩摩川内市、

南さつま市、霧島市（本校）で地区別学校紹介を実施し

ました。この地区別学校紹介では、県下88校の中学校の

参加がありました。各地区中学校の進路指導の先生方に、

鹿児島高専の教育方針、就職・進学状況および入学試験

の内容などを説明しました。

(2) 上級学校説明会（高校説明会）

中学校が主催する３年生と保護者を対象とした上級学

校説明会で、本校も県下の72校の中学校からの要請に応

じ、多くの先生方が授業をやりくりして、説明会に参加

し本校のPRを行いました。

(3) 中学校個別訪問

離島の一部を含む県下の195校に、教員が手分けして

個別に中学校を訪問いたしました。中学校の校長先生や

３年担任の先生方などとの情報交換を通して、本校への

受験希望者状況の把握や本校への認識を深めてもらいま

した。また、宮崎県の28校に土木工学科の先生が学校紹

介をしました。

本校の入学定員は200名で、平成19年度入学者の入学

試験における志願倍率は、全学科平均1.9倍でしたが、

例年約2倍を推移しています。鹿児島県の中学校の3年生

人口は、今年度約２万人強ですので、約２％の生徒が本

校を受験している計算となります。約３％の生徒が本校

を受験すれば、志願倍率は３倍となる計算となります。

十年後の鹿児島県の中学校の3年生人口は１万５千台に

突入するとの統計が出されております。今後学校ＰＲ活

動によって志願倍率を増やす努力をしなければなりませ

ん。

学校ＰＲ活動では、中学生を対象とした１日体験入学

が受験者を増やすのに効果があるようです。今年度は７

月７日（土曜日）に開催いたしました。当日の参加中学

生は462名でした。例年統計によると、１日体験入学参

加者の約半数が本校を受験し、その内の約70%の人が合

格しています。この例によると、１日体験入学参加者の

内、約160名が合格し、参加されなかった方は残り40名

の枠を競争する計算となります。

また、学生が学校ＰＲの重要な担い手となっています。

学生は通学途中で、中学生や地域社会の人からマナーの

評価を受けています。NHKのロボコンで本校の活躍な

どがマスメディアで取り上げられて、本校を受験したい

中学生を増やしています。ロボコン製作チーム（メカト

ロニクス研究部）の学生が、霧島市隼人町初午祭のお祭

りに使われる「鈴かけ馬おどりロボット」を制作し、鹿

児島県の空の玄関である鹿児島空港に設置しました。12

月17日に「鈴かけ馬おどりロボット」のお披露目のセレ

モニーを鹿児島空港で行ない、テレビで放映され、新聞

にも掲載されました。同様に陸の玄関口である鹿児島中

央駅の新幹線乗り口にも「鈴かけ馬おどりロボット」が

設置してあります。新幹線や鹿児島空港を利用されると

き、鹿児島高専の名前が入ったのぼりを立ててあります

ので、南九州に春を告げる「鈴かけ馬おどりロボット」

をご覧ください。

保護者の方が本校の特色を理解して、周辺住民の方に

宣伝していただければ、第三のＰＲ活動の担い手となり

ます。本校の特色を以下に挙げておきますので、学生と

保護者も学校のＰＲ活動に、ご協力お願いいたします。

今後ともよろしくご支援ください。

１．創造性を育む教育が実践されている点

創造性を育む科目が，平成９年度より各学科で取り入

れられており，様々な成果が現れている。例えば，土木

工学科の「意匠設計」では，霧島市隼人総合支所が策定

した都市計画事業の設計を行っている。近郊に建設され

た「真孝公園」では，設計をし、ワークショップを開催

し，これを基に公園の整備がなされた。

また，高専ロボコン九州沖縄地区大会では，平成17・

18年度連勝し，全国大会に連続出場している。さらに，

精密工学会主催の手のひらに収まる小型ロボットの全国

大会「マイクロメカニズムイベント」では，本校学生が

製作したマシンが，平成14年度から５年連続で，優秀ア

イデア賞や努力賞などを受賞している。

２．全国最大規模の学生寮が，教職員の指導と学生によ

る自主管理体制の下で，有効に機能している点

準学士課程１年生に対して全寮制をとり，本校学生の

約半数の525名が寮生である。学生寮は「本校の教育目

的の達成に資する」ための「教育施設」として位置づけ

られており，１年生は原則として全員が入寮することと

なっている。

学生による自主管理体制がよく整備されており，寮長
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を中心とした寮生会が，点呼等の生活管理及び下級生の

日常の生活相談や指導にも当たっている。

学習支援として，中間・定期試験前に，上級生が下級

生の学習を指導する「学寮チュートリアル」を実施し，

下級生から好評を得ている。

３．７年間の効果的な技術者教育を行っている点

準学士課程５年間の一貫教育の上に，さらに２年間の

専攻科課程を設置し，入学定員の約１割の学生に対して，

計７年間の効果的な高等教育を実施している。平成15年

には本校の技術者教育プログラム「環境創造工学」が，

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定審査に合格

し，九州地区高専の先頭を切ってJABEEの認定校とな

った。

４．地域貢献を実施している点

地域住民へのスポーツ支援を目的とした隼人錦江スポ

ーツクラブは，本校が主体となり，隼人町教育委員会と

設立したクラブである。現在は霧島市教育委員会と連携

し、ＮＰＯ法人を取得している。霧島市及び近隣住民に

対して健康・スポーツに関する活動を行い，老若男女健

康で豊かな生活を送ることのできる地域作りに寄与して

いる。

また，霧島市教育委員会と連携協力協定を締結し，円

滑かつ密接な連携の基に，学校教育，生涯学習，生涯ス

ポーツなどの分野において，相互に協力し，地域のまち

づくりなど人材の育成を図っている。連携協力を行う具

体的な事項としては，①霧島市小・中学校の理科及び技

術・家庭教諭を対象に，ロボット講座等の開設，②霧島

市小・中学生を対象に，化学実験教室や手作りロボット

講座の開設，③鹿児島高専・志學館大学・霧島市教育委

員会が連携して，市民対象の「ニューライフカレッジ隼

人」を毎月１回開講し，生涯学習を支援していることな

どがある。このように一般市民等に対する地域貢献活動

を展開している。

本年６月には鹿児島県技術士会と「連携協力に関する

協定」を結び，本校が重要視している「実践的技術者の

育成」を共同教育するとともに，教育研究の充実や人材

育成に寄与することで，地域発展の一端を担っていくこ

とをめざしている。

５．産学連携を推進している点

地域共同テクノセンターが平成９年３月に設置され，

地域の中小企業を対象とした技術相談や共同研究等を行

うなど，産学連携を推進している。

平成10年３月には，本校を中核とした産学官連携組織

である錦江湾テクノパーククラブを設立し，産学官連携

を積極的に行っている。この取り組みが評価され，平成

16年から産学官連携コーディネーターが配置されてい

る。

平成15年４月には学生ベンチャービジネスプランコン

テストで最優秀賞を受賞した「ヤシの枝払いロボット」

の実用化へ向けて，（株）トヨタ車体研究所と産学連携

してロボットを試作し，改良に改良を重ね，処理スピー

ドを約15分／本までに向上させることに成功した。地域

社会への貢献を目指して，ベンチャー企業「（有）隼人

テクノ」を平成17年５月18日に設立し，地域の環境保全

に貢献している。

平成17年度には，経済産業省の「電源地域における雇

用促進対策調査事業」に採択され，本校を管理法人とし

て「高専等の活用による地域企業の若手技術者への現場

技術教育に関する調査（高専ＦＳ事業）」を実施した。

平成18年度は，その調査を活かし，「平成18年度高等

専門学校等を活用した中小企業人材育成事業」に申請し

て採択され，地域企業の技術者を対象に、鹿児島県にお

ける環境にやさしい農水工連携自動化機器システムの開

発技術者育成支援を行った。

平成19年度も引き続き同事業に申請して採択され，同

システム構築のための「ものづくり講座」を軸とした問

題発見解決型技術者の育成プログラムを実施している。

６．外部資金の獲得を推進している点

本校は，他高専と比較して受託試験の収入が突出して

いる。特に，30年以上前から近隣周辺地域の土木事業の

品質管理の技術支援活動として，コンクリートの強度試

験を実施してきた。この試験結果は，データの正確さ，

データ処理の迅速さに関して，依頼者からも高く評価さ

れている。特に公共事業などでは、「公共の試験機関」

としての地位を確立している。このことが毎年安定した

試験件数を確保しており，平成17年度は2,173万円，平

成18年度は1,976万円の外部資金（試験料）を得ている。

７．国際交流を推進している点

国際交流に関しては，日本国費留学生の受入れはもと

より，国際学術交流協定を３カ国３大学「釜山情報大学

（韓国），カセサート大学（タイ国），南京航空航天大学

機電学院（中国）」と締結し，学生及び教職員の相互交

流，共同研究及び学術出版物などの交換を行っている。

８．卒業生の企業等のオーナー率が高い点

本校を卒業し，起業した者若しくは企業のオーナーと

なっている者が，第15回（1982年）卒業生までで8.2％

と非常に高率となっている。同年代の鹿児島大学工学部

卒業生と比較すると３倍以上であり，同様の調査をした

他高専の中でも最多である。
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補習と保護者懇談会

教務主事補　　野澤　宏大

○補習について

今年度、鹿児島高専では(1) 通年補習、(2) 試験期間前

補習、及び(3) 夏季課外補習という３通りの補習を行っ

ています。

通年補習は、２年生に対して水曜日の放課後に行われ

ています。科目は英語と数学で、これらを隔週で、ほぼ

１年を通して行っています。受講人数は英語・数学とも

に10名程度です。なお、水曜日の放課後の時間帯は、授

業時間割編成の段階で、基本的に７限、８限目には各教

員とも授業を入れないようになっており、この通年補習

をはじめとした学力向上策に、各教員が協力できるよう

になっています。

試験期間前補習は、その名の通り４回の定期試験期間

前に実施されるものです。期間は、基本的に試験の時間

割発表日（試験２週間前）から試験前日までです。この

期間中に補習を行う教員の予定を、あらかじめ教務委員

会で集約し、補習の時間割を作成した上、学生に周知し

ます。教務委員会で取りまとめるのは、数学、英語、物

理、化学などの一般科目、及び全学科共通科目が中心で

す。その他の専門科目の場合、大半は対象が１クラスの

みであるため、学科教員が個別に対応しています。補習

の受講人数は実施科目によりまちまちですが、概ね30名

前後となっています。

夏季課外補習は、低学年（１、２年生）の学力向上策

の一環として、今年度から実施したものです。期間は9

月25日から29日までの5日間、科目は数学と英語、参加

者は１年生32名、２年生22名（前期末の成績から判断）

でした。内容は前期の復習で、午前中に教員による講義、

午後から専攻科生ティーチング・アシスタント（TA）

による演習としました。初めての試みでしたが、参加学

生たちからは、「参加してよかった」「ためになった」と

いった肯定的な意見が多く、特に専攻生TAが好評でし

た。一方、案内方法や補習進め方等に改善すべき点が見

られたので、来年度は改善したいと思います。

○保護者懇談会について

10月13日（土）、保護者懇談会を実施しました。

午前9時半より、第一体育館にて全体会を行い、午前

11時よりクラス懇談、午後１時より個別懇談という日程

でした。

全体会では、校長挨拶、主事挨拶、後援会長挨拶に続

き、今年度は講師に鹿児島県警察本部の花田正一氏を迎

え、「出会い系サイト等を含むサイバー犯罪被害防止に

ついて」という題目で講演会を行いました。携帯電話等

の普及に伴い、ネットワーク絡みのトラブルに関する話

題が多い昨今、保護者にとっても非常に興味深い内容だ

ったのではないでしょうか。

クラス懇談・及び個別懇談に関しては、例年に比べて

個別懇談の希望者が少なかったようです。過去には夕方

遅くまで時間を要したことがあったそうですが、今回は

午後４時過ぎには、ほぼ全ての日程が終了しました。そ

の原因の１つとして、前期のうちに１年生は授業参観ツ

アー、３年生は保護者懇談会を実施していたため、とい

うことが考えられます。しかし、他の学年でも同様の傾

向が見られたとのことで、具体的な理由は今以て不明で

す。
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平成19年度　海外語学研修について

教務主事補　　松田　忠大　　　　　　

１．はじめに

外国語によるコミュニケーション能力を修得させるこ

とが技術者教育の一つの重要な柱となっている今日、本

校では、学生の到達すべき目標の一つとして「グローバ

ルに活躍する技術者」を掲げて学生教育にあたっている。

この目標を達成させるための試みとして、平成17年度よ

り本科2年生の希望者を主な対象者として海外語学研修

を企画・実施し、平成19年度で３回目を迎えた。この研

修の目的は、低学年の早い時期に海外で生活を体験させ

ることにより、学生に外国語によるコミュニケーション

の重要性を認識させ、今後の英語学習への意欲を向上さ

せること（動機付け）と、異文化理解を深めさせること

である。

語学研修には様々な手法がある。本来、英語能力を向

上させるためには、相当期間の語学研修が必要となるが、

高専のカリキュラムの中では、長期間にわたる研修日程

を設定することは困難である。そこで、本校では、短期

間で、上述の目標を達成させるために、ホームステイと

研修地の高等学校での授業受講を組み合わせるという工

夫を行っている。一般的に、語学研修は、ホームステイ

または海外の語学学校での研修、あるいはその双方の組

み合わせた形態が主流のようであるが、研修先を外国の

高等学校とすることで、単なるホームステイや語学学校

での研修では確保が困難な、同年代の者同士が交流を深

めるための時間も十分に確保されることになり、効果的

なコミュニケーション能力の向上へとつながるものと考

えられるからである。

実際、この研修に参加した学生は、ホームステイをし

ながら、研修先の高等学校へ通い、チューター役として

割当てられた生徒（Buddy）とともに、その生徒が受講

している授業を受ける。本校の学生が研修先の授業内容

を十分に理解することができないことは明らかではある

が、このような形態をとることにより、Buddyと密にコ

ミュニケーションをとるための時間が確保され、本校の

学生もコミュニケーションを図るための最大限の努力を

することになる。しかし、低学年の学生にとっては、十

分な意思の疎通は困難であるため、自身の英会話能力が

十分ではないことがわかり、その結果、英語学習の重要

性を再認識することになる。このような刺激を与えるこ

とが、この研修の最大の狙いである。

２．研修の様子

さて、今年度の研修は、9月23日（日）～9月30日（日）

の8日間で実施され、一般教育科（英語）あべ松伸二教

授と同じく一般教育科の松田（筆者）の2名の教員の引

率の下、準学士課程2年生33名（内、女子学生2名）が参

加した。研修先は、例年通りカナダ・バンクーバーにあ

るNotre Dame Regional Secondary Schoolで、学生た

ちは現地のホストファミリー宅にホームステイをしなが

ら、同校に通うという形式をとった。以下、今年度の研

修の様子を簡単に紹介しようと思う。

(1) いざ、バンクーバーへ

９月23日（日）、参加者は９時前に鹿児島空港に集合

し、同空港では保護者列席のもと、学校側からは三角学

生主事、野澤教務主事補（教務主事代理）が出席して出

発式が行われた（写真1）。

出発式終了後、羽田空港行きの航空機にて東京へ向か

った。羽田到着後は、成田空港まで貸し切りバスで向か

い、成田空港到着後、出国手続きを済ませ、18：05発日

本航空18便バンクーバー国際空港行きの航空機に乗り込

み、一路、カナダを目指した。成田からバンクーバーま

ではおよそ９時間のフライトであるが、学生たちは、興

奮と緊張のためか、ほとんど睡眠をとることなく過ごし

ていた。また、研修先でのWelcome Receptionでの発表

に備えて、入念に発表の原稿をチェックする学生もいた。

バンクーバー国際空港到着は、現地時間で９月23日

（日）10：45であった（日本とバンクーバーとの時差は、

日本を基準にして－17時間）。到着後、学生たちには最

初の難関が待っていた。入国審査である。アメリカで発

生した同時多発テロの影響もあり、北米地域の入国審査

は近年かなり厳しくなっている。学生は一人で審査ブー

スに向かい、入国審査官から種々の質問を投げかけられ

た。答えに窮する学生もいたようであるが、手助けは一

切できない。しかし、全員が何とか無事に審査をパスし

た。入国審査後は、手荷物を受け取り、ターミナルに待

機していた現地旅行会社のバスに乗り込み、バンクーバ

平成19年度　海外語学研修報告

写真１　出発式の様子
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ー市内観光に出発した。日本とはまるで異なる道路、建

物などの風景に、時差ボケで眠たいはずの学生たちも目

を輝かせていた（写真2）。

市内のレストランで昼食をとった後、研修先のNotre

Dameに向かった。Notre Dameには、既に学生のホス

トファミリーが迎えに来ており、学生たちはそれぞれの

ホストファミリーと対面し、挨拶を交わし、それぞれの

家庭へと分かれていった（写真3）。

(2) Notre Dameでの研修

翌９月24日（月）から、Notre Dameでの研修が始ま

った。朝、学生たちは、それぞれのホストファミリーに

送られて学校に到着。早速、Welcome Receptionに臨ん

だ。Notre Dameの校長であるMr. CookeとNotre

Dameの生徒会長の歓迎の挨拶に続き、本校を代表して

あべ松教授が挨拶を行った（写真4）。

その後、学科ごとに日本の文化（機械：書道、電気：

祭り、制御：寿司、情報：忍者、土木：アニメ）につい

て英語で発表した。実演を取り入れながら、なかなかい

い発表ができたように思う（写真5）。

Welcome Reception終了後、それぞれの学生のBuddy

が発表され、Buddyに連れられて、教室へと向かった

（写真6）。

Notre Dameでは、科目選択制をとっており、本校の

学生はBuddyの受講する授業を、Buddyと一緒に受講し

写真２　スタンレーパークにて

写真３　ホストファミリーとの出会い

写真４　記念品の贈呈

写真５　発表の様子

写真６　Buddyと教室へ
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た。初めての英語のみでの授業、しかも、異国の地での

授業である。本場の英語を耳にし、学生たちも緊張のた

め顔を強張らせていた。授業の内容を何とか聞き取ろう

とする姿も見られたが、この日は、教員の話すスピード

についていけず、何がなんだかわからないままに授業が

終わるという感じであったように思う。科目は、国語

（英語）、歴史、数学や物理、生物などの科目などの日本

でも馴染みの科目があり、国語に相当する英語は、かな

り高いレベルの授業であったが、数学については、本校

の学生もかなり理解していたようであった（写真7）。

授業理解は、この研修の主要な目的ではない。肝心な

のは、積極的に英語によるコミュニケーションをとるこ

とである。しかし、せっかくBuddyが傍にいるのに、休

み時間に入っても、日本人同士で固まってしまう傾向も

見られた。このような初日の様子を目の当たりにして、

今回は所期の目的を達成することができるかどうか、引

率者としては、不安を感じてしまった。

しかし、日を追うごとに、徐々に、Buddyと何とかコ

ミュニケーションをとろうとする積極的な動きも見られ

るようになった（写真8）。

国籍や話す言葉は異なっても、所詮、同じ年代の子供

たちである。興味や関心の対象が同じであることがわか

ると、特定の話題をきっかけに、話が弾むようになって

きた。もちろん、本校の学生が話す英語は流暢ではない

が、日本から持ってきた電子辞書を頼りに、単語を並べ

必死に言いたいことを伝えようとする姿勢が見られるよ

うになった。やがて、休み時間や昼食時間になると、コ

ミュニティースペースでは、いくつかのNotre Dameの

生徒と本校の学生が混ざったグループができ、笑い声が

聞こえるようになった（写真9）。

耳が英語に慣れてきたのか、わずかではあるが、授業

の内容を理解する学生も出てきたようである。また、研

修も終盤に近くなると、Buddyと一緒にダウンタウンに

買い物に出かける学生も出てくるようになった。

(3) 研修の終わり

Notre Dameでの研修は、9月28日（金）の午前中に終

わった。同日の午後には、Farewell Partyが催された。

本校の学生には、研修の修了証書と記念品（Ｔシャツと

ブレスレット）が渡された（写真10）。

その後、ケーキを食べながら、現地の生徒たちと別れ

を惜しんだ。パーティーが終わった後、今年度は、生徒

会主催行事が催され、講堂に持ち込まれたゲーム機など

を使って、Notre Dameの生徒と本校の学生が共にレク

レーションを楽しんだ（写真11）。

写真７　授業の様子

写真８　授業でのコミュニケーション

写真９　休み時間の様子

写真10 Farewell party
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この間、お互いにメールアドレスの交換をしたり、写

真を撮ったりして、別れを惜しむ様子が多く見られた。

翌9月29日（土）は、早朝、Notre Dameに集合した。見

送りに来てくれたホストもおり、本校の学生と抱き合っ

て別れを惜しんでいる様子が印象的であった（写真12）。

３．研修を終えて

1週間、学生たちは英語漬けの日々を送ったが、おそ

らく、多くの学生たちは、現段階の英語力では、ネイテ

ィブの話す英語を聞き取ることや、自分の意図したこと

を相手に伝えることができないということを、十分、身

をもって体験してくれたと思う。そうであれば、この研

修の目的は達成できたと言ってよい。

日本へ向かう航空機の中で、学生たちは「短すぎた」

という言葉を発した。確かに、1週間程度の研修は短い。

しかし、多くの学生が「短い」と感じてくれたことは、

研修は成功であったということを意味していると私は理

解している。充実感を味わうことができなかった研修は、

短い期間であっても長く感じられるからである。十分な

意思疎通は図れなかったはずなのに、研修を短く感じた

ということは、Notre Dameの生徒やホストファミリー

と過ごした日々の中で、何とかコミュニケーションをと

るコツを掴んでくれたことの表れではないだろうか。そ

うであるなら、この研修は、学生たちに、自らの英語力

の無さを実感させるだけではなく、それ以上のものを与

えたことになる。

私は、学生たちに、次のように答えた。「短いと感じ

たのであれば、いつか、必ず、ホストファミリーや

Buddyに会いに行きなさい」と。異国の友との「再会」

という目標に向かって、学生たちが、自らの英語力を高

めるための更なる努力を続けてくれることを期待して。

写真11 レクレーションの様子

写真12 ホストファミリーとの別れ

ノートルダムの生徒と一緒に
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海外語学研修に参加して　　　　

機械工学科2年　　今吉　翔一

バンクーバーでの1週間のホームステイ。 飛行機に乗

ったことがなく、九州からも出たことのない僕にとって、

それはどんな経験になるのか想像がつかなかった。

飛行機に乗り、鹿児島を出発すると、次第に周りから

聞こえてくる鹿児島弁が消え、標準語に変わり、気が付

けば周りから聞こえてくるのは英語。周りに書かれてい

る文字も英語。もうそこは英語の世界だった。その英語

の世界でペラペラと英語を話している先生がすごくかっ

こよく見えた。英語が苦手な僕は英語の世界で不安を抑

えきれなかった。

でも、その英語の世界にもジャパンがあった。例えば、

道路を走っている車の半数を日本車が占めており、トヨ

タのプリウスはタクシーにまでなっていた。また、ここ

の人々は、 ｢すし｣が好きで、 デパートの中には

｢SUSHI｣と書かれたすし屋があった。それと、ここの

人々は｢忍者｣を知っていて、ホームステイ先の12歳の男

の子に折り紙で｢手裏剣｣を作ってあげたら、喜んでそれ

を僕に向かって飛ばしてきた。

また、バンクーバーの人々は僕たちにとても暖かく接

してくれた。僕の話す英語は、自分の頭の中にある数少

ない英単語をかき集めてできた貧素な英語であったが、

彼らはその英語を大切に聞いて、理解してくれた。それ

に、僕が彼らの英語を聞いて、どうしても理解できない

時には、僕が不安にならないように励ましてくれた。そ

して、その暖かい心のおかげで、僕の不安は消え、貧素

な英語でも何か話してみようという気持ちになれた。そ

ういう気持ちでいろんな人とコミュニケーションをとっ

ていくうちに、いつしかバンクーバーが大好きになり、

最終日には日本に帰りたくなくなるほどだった。

この１週間のホームステイで感じたことは、英語は話

せるに越したことはないが、英語を話す人も同じ人間な

のだから、｢伝え合おう。｣、｢分かり合おう。｣とする熱

い気持ちさえあれば心で通じ合えるということである。

日本語が生まれた時から和英辞書があったわけではな

い。ある日本語を話す人間と英語を話す人間とが出会い、

お互い｢伝え合おう。｣、｢分かり合おう。｣と努力し合っ

た結果、今、和英辞書があるのである。この｢伝え合お

う。｣、｢分かり合おう。｣とする熱い気持ちこそが人と

人、国と国とに強い絆をつくり、世界の和を生み出すの

だということをこの1週間の経験から感じた。

海外語学研修に参加して　　　　

情報工学科２年　　上小川愛倫

私が最後にカナダの友達と交わした言葉がPromise

（約束）である。何を約束したかというと、「またみんな

に会いにカナダに来る」ということである。カナダで過

ごした時間は１週間と短かったが、とても素晴らしい素

敵な１週間だった。新しい家族に大切な友達もできた。

カナダを離れてからもメールのやり取りをしていて、か

けがえのない存在となった。本当にカナダに行って良か

ったと、心から思う。

ホストファミリーは私達に対して、いつも明るく接し

てくれた。そして、私の片言で単語ばかりの言葉を何と

か理解しようと、また伝わりやすいように簡単な単語を

使って喋ろうと心掛けてくれたことに感謝している。お

陰で私は、自分の言葉で意志を伝えられたことの嬉しさ

を実感することができた。

学校もとても楽しかった。学校では、バディと一緒に

行動し、バディの選択している授業に参加した。バディ

というのは、自分のお世話をしてくれるカナダの学生の

ことである。私が最初に思ったことは、みんなが仲良し

ということ。そして、笑いが絶えないこと。私のバディ

の周りにもたくさんの友達がいた。すれ違う人がみんな

友達なのでは？と思うほどであった。辞書を使いながら

の会話だったが、たまに冗談を言ったりして楽しい学校

生活となった。

カナダの街は住みやすく、人も温かい人ばかりだった。

電車の乗り方が分からない時には、声をかけると快く教

えてくれた。「Hello!」と気軽に挨拶してくれた。本当

にいいところだった。

この語学研修に参加して私はもっと英語を勉強してお

けばよかったと、後悔した。話したいことはたくさんあ

るのに、質問された意味は分かるのに、自分で答えるこ

とのできないもどかしさをたくさん経験したのだ。次に、

カナダに行く時は、それまでに英語力をつけてみんなを

びっくりさせるくらいにいろんな話ができるようにした

い。

Promiseを守るために、みんなとたくさん話すために、

英語の勉強を頑張ること。これが私の今の目標だ。
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工場見学旅行に参加して　　　　

機械工学科4年　　織田健太郎

今回の工場見学旅行では、5個所の工場（ヤマハ熊本

プロダクツ、サントリー九州熊本工場、三菱重工業長崎

造船所、日産九州工場、九州旅客鉄道小倉工場）を見学

しました。

ひとことに「工場」と言いましても新しい工場、古い

工場、モノを生産する工場、モノを修理・点検する工場、

自動化が発達している工場、作業が人手に頼られている

工場等々行く先々でそれぞれ雰囲気が全く異なっていた

ので、その都度刺激があり、新鮮に見えて深く感動させ

られることばかりでした。なかでも、サントリーや日産

はCMや広告で有名だけあって、工場見学者のために安

全に配慮した専用道路や中身が明確に見えるガラス張り

の設備が充実してあり、また案内係の方も非常にわかり

やすく説明していただき、見学者すなわち消費者の立場

を第一に考えていた企業でした。

このような工場の雰囲気や設備の工夫については、今

回の工場見学旅行のように実際に工場内に入り、見て、

聞いて、触ってみてはじめて理解できることが数多くあ

りました。それだけでも十分な体験をすることができま

したが、実際に高専を卒業して就職したら、自分もこの

ような工場で働いてみたいと沸々と意欲がわいてきたよ

うに思います。また、これだけの大人数で一緒に旅行が

できたこともクラスの結束力を強め、協調性を学ぶ上で

良い経験でした。

最後に、今回の工場見学旅行でお世話になりました関

係のみなさまに心からお礼申し上げます。

本当にありがとうございました。

工場見学旅行inドイツ　　　　　

電気電子工学科４年　　遠矢　竜佑

私達、電気電子工学科4年生は、ドイツへ11月17日～

24日に工場見学旅行として行って参りました。ほとんど

の人が初めての海外＆ヨーロッパだったので、とても良

い思い出に残る見学旅行になりました。

初日は移動日。上海経由でドイツへ向かいました。上

海では乗換えまでに半日時間があり、上海を観光しまし

た。上海は2010年に万博も開催されることから、交通網

も発達しており、特にリニアモーターカーが実用化され

ていることに驚かされました。実際に乗車すると、最高

時速が世界最速の430 km/時ですが乗り心地も良く、音

も案外静かでした。超高層ビルも立ち並び、まさに都会

といった感じの街でした。また、人々もなかなかエネル

ギッシュで迷惑に感じる面もありましたが、元気があっ

てとても活力のある街だと印象を受けました。中華料理

を楽しみ、いよいよ空路11時間かけドイツ・フランクフ

ルトへ向かいました。早朝6時頃に到着し、ワクワクし

ながら貸し切りバスで移動、途中朝食を食べにレストラ

ンに寄り、最初の目的地であるハイデルベルグ城を見学

しました。お城から見下ろす赤レンガ色の街並みは、日

本や上海とも全くの異世界で、みんな感激して写真を取

り続けました。ガイドさんの面白い案内を聞きながら城

内を回り、その後は城下にある街中を観光しました。そ

の後、ポルシェ博物館、メルセデスベンツミュージアム

と、ドイツを代表する車メーカーの展示場を見学し、

様々な種類の自動車を見ることができました。ドイツ到

着の日は日曜日でしたが、ドイツでは日曜日はほとんど

の店が休業で、営業していたとしても18:00頃には閉ま

るようなのであまり買い物が出来なく、何も買うことな

くドイツ初日は終了しました。

ドイツ二日目はジーメンスという会社で「燃料電池」

の講義を受けました。初めての企業の講義だったので、

絶対に理解できないと思っていましたが、とても親切に

教えて頂いたおかげで十分に理解できる講義の内容でし

た。講師はドイツ人で独語でしたが、通訳をしてくれた

ガイドさんのお陰でもあります。主な講義の内容は燃料

電池の仕組みの実用例などで、授業では習わなかった事

ばかりで、とても興味を引くことばかりでした。そこで

は電気電子工学の歴史が実物展示してあり、ジーメンス

という会社の大きさを実感しました。本当に来てよかっ

たと心から思いました。

三日目はミュンヘン市内での一日自主研修で、アリア

ンツスタジアムや博物館や教会へ行ったり、お土産を買

ったりとみんなそれぞれミュンヘンで一日中楽しみまし

た。小迫先生と希望者数名はミュンヘン工科大学の

Prof. Kindersbergerの高電圧研究室を訪問しました。
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ところで地下鉄に乗る際、前払いで切符を買うところは

一緒なのですが、乗降時に切符を見せる必要がないので

す。改札口のような所で日付を刻印すれば、あとは乗る

だけ。降りるときも見せる必要がありません。しかし、

時々、私服取締り官が電車に乗っていて無銭乗車の抜き

打ち検査があるそうです。クラスの何人か検査に遭遇し

たらしく、ある意味貴重な体験になったのではないかと

思います。

四日目はホテルで朝食後、アウディの工場見学へと行

きました。アウディでは自動車の生産ラインを見てまわ

り、プレスで鉄板を切る所から、溶接して車体の構築、

塗装、各種パーツの組み立てと、一連の様子を見ること

ができました。その後、ロマンチック街道を通りローテ

ンブルクへ行きました。城壁で囲まれた町で、学校での

ドイツ語の授業のビデオ教材でも取り上げられていた場

所だったので、いくつかビデオに出ていたシーンを見つ

けることができ感動しました。街中はまだ11月なのにク

リスマスの飾りつけがものすごいことになっていてビッ

クリさせられました。

ドイツ滞在最終日。この日はHA HESEN AGENTUR

GMBHという会社へ訪問しました。ここでは、燃料電

池普及のためのインフラ整備を企画している話を聞きま

した。その後、フランクフルト市内でドイツ最後の夕食

をとりました。ここで小迫先生からクラスのみんなに飲

み物をおごって頂き、最終日という事も重なってか、み

んなのテンション上がりっぱなしで、恐らくドイツに来

て一番楽しかった夜になったと思います。ホテルに帰っ

ても眠れなく、遅くまでずっと起きていました。その翌

日、フランクフルト空港から飛行機に乗り、帰国の途へ

とつきました。

実質五日間のドイツ滞在でしたが、あっという間に過

ぎました。本当に早かったです。数え切れないハプニン

グもありましたが、それも皆いい思い出です。ドイツ語

は簡単な挨拶と数字くらいしか話せなかったので、言葉

の大事さを深く痛感しました。次回はもっとドイツ語を

勉強してもう一度行きたいと思いました。最後に、この

旅行でお世話になったガイドさん達、引率してくださっ

た小迫先生、保坂先生、添乗員の丸田さん、そして旅費

を捻出してくれた両親に対し、この場を借りてお礼を言

いたいと思います。

Danke schon !!

ジーメンス社（上）とハイデルベルグ城（下）

でクラス集合写真
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電気電子工学科工場見学旅行日程表
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工場見学旅行の感想　　　　　

電子制御工学科4年　　蒲地　悠介

僕は九州から出たことがない田舎者だ。

市内より大きな街並み、すれ違う無数の外国人。駅はど

こも自動改札で電車が10両は当たり前。ホームレスから

メイドまで、実に様々な人間があの小さな面積の中を闊

歩している。テレビでしか見たことのない日本の首都。

そこに自分が行くと思うと、前日の夜は遠足よろしく

眠れない……なんてのんきな事を言ってられる状況では

なかった。

何を隠そう、僕は高専祭ＤＶＤ制作委員長なのだ。

実はこの作文を書いてる今現在、ＤＶＤはまだ出来上

がっていない。これを皆さんが読んでいる頃には配布が

終わっていると願いたい。

そんな一抹の不安を抱えながら、僕の東京デビューは

始まった。

まず初フライトでくじけそうになった。僕は横揺れに

弱いタチで、東京に着いた時の感動というのは特にない。

というより、想像以上に鹿児島市内と似た雰囲気で実感

が沸かなかったのである。

始まりはともかく、旅行自体は工場見学、施設訪問、

自由時間のどれもが楽しい思い出になった。科学未来館

ではサーモグラフィーにより僕が冷え性であることが科

学的に証明されたし、ＪＡＬの整備工場では徐々に開く

入門ゲートから差し込む陽光に感嘆の声を漏らした。う

みほたるでは５分という制限時間の中で横に横に広がる

海原を堪能したし、新日本製鉄所では古風ＳＦの世界の

ような敷地と同い年の案内役の子に胸が躍った。つくば

宇宙センターでは展示物の解説を尻目に宇宙飛行士の顔

抜きパネルで写真撮影していた。

そのなかで特に印象に残った訪問先は？と尋ねられれ

ば、僕は新日本製鉄所を真っ先に挙げる。

圧延という、熱した金属にローラーのようなもので圧

力をかけて平たく伸ばすという作業があり、その圧延工

場を見学したのだが、とにかく最初から最後まで圧倒さ

れっぱなしだった。

巨大なコンベアの上を真っ赤になった金属（目算六畳）

がけたたましい音と共に進んで、圧延機の中を出たり入

ったりしていた。冷却用と思われる液体が噴き出す度に

すさまじい勢いで湯気が立ち込める。見学用通路は高い

ところに設置されており、そのコンベアとも十分距離が

あったのだが、金属の温度が余程のものなのか、その熱

気が伝わってきて暑かった。圧延機の中に金属が隠れる

とその熱気もすぐ薄れるけども、出てくるとまた熱風が

襲ってくる。

金属は最終的に目に見えて広がっており（目算十畳）、

そんなド派手なものを見せられた僕としてはとにかく始

終関心しきりで、同じような感想を何度も漏らしていた。

あっという間に時は過ぎ、東京を去る日が来た。

帰りの飛行機が離陸した直後、モニターに映った東京

の夜景が忘れられない。二度目のフライトは不思議と酔

わなかった。

工場見学旅行の感想　　　　　

情報工学科4年　　飛佐　洋平

僕たち情報工学科は、今年の工場見学旅行ということ

で、東京近辺に行ってきました。

初日は、まず新日本製鐵株式会社の君津製鐵所へ行き

ました。正直、情報と何の関係があるのかと思っていま

したが、実際に物づくりの原点といってもいい所で、鉄

の作られる過程は非常におもしろく、また、工場や敷地

もとても大きくて、生で見ることが出来てよかったです。

二日目は、富士通川崎工場、東芝科学館、テルムの三

つを見学しました。富士通川崎工場では、富士通の歴史

や現代社会の最先端の技術、実際の作業を見た後、人事

部の方の話しを聞いて、高専生が世間的にも企業的にも

必要とされていること、実際に会社に入ってから学ぶこ

とが多いことなど、学校では聞くことのできない、現場

の話は非常に参考になりました。テルムというリサイク

ルの会社では、現代社会が最も力を入れるべきリサイク

ルの現場を見学しました。僕ら高専生は、物を作る側に

いるわけですが、物を作るということは、それを壊す・

捨てるという部分が必ず出てくると思います。だから、

将来技術者になる僕らにとってこのリサイクルの現場を

見ることができたのは、今後にとっても大事な時間を過

ごせたんじゃないかと思います。

そして、三日目と四日目で、ＮＨＫと日産自動車追浜

工場と東京電力横浜火力発電所の三つを見学して回りま

した。ＮＨＫは急遽変更ということで行った所でした。
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でも、僕は入学した頃テレビ局に入ることが夢だったの

でよかったです。アトラクション的な部分も多かったん

ですが、実際のスタジオや裏の編成部分、カメラ等の機

器が生で見れたので、他の人はともかく僕的には満足で

した。次の日、日産自動車追浜工場では、間近で車の生

産ラインを見学しました、流れ作業は本当に訓練されて

いるなあと思うくらいスムーズで、実車しての車の最終

点検は迫力もあって、輸出用の車が何百台もある光景は、

工場の規模の大きさが表れていました。最後の東京電力

横浜火力発電所では、次世代の発電機（ＡＣＣ（改良型

コンバインドサイクル））を見て説明を受けました。そ

れによると、高効率で環境にやさしいということで、現

代の電力需要の増加にも対応できて環境に良いというの

は理想の形だと思いました。

今回の旅行を通して、今まであまり意識してこなかっ

た就職・進学ということを考えなければならないと思う

ようになり、また、環境に取り組んでいない企業は一つ

もなかったです。これから、僕ら自身も環境問題からは

目をそらすことはできないと感じました。最後に、僕は

この旅行によってクラスの仲間とさらに仲が深まったと

思いました。純粋に五日～六日間を楽しむことも出来ま

した。このような旅行を計画して下さった先生や、旅行

代理店の方、バス会社の方など、関係者のみなさんには

本当に感謝しています。ありがとうございました。

平成19年度　工場・現場見学旅行　　

土木工学科４年　クラス総務　　松元　皓隆

11月12日、午前9時。鹿児島空港に集合。今から大阪

へと旅立つ。鹿児島を出発し、約１時間弱で伊丹空港へ

到着。そして、空港を出て早速、バスに乗りこみ、明石

海峡大橋、大鳴門橋を見学した。ここでは、橋の長さや

大きさに圧倒された。また橋によってできた渦は、実際

に見ると迫力があり、想像以上のものだった。人生に一

度は是非行ってもらいたい。その後、淡路市にある北淡

震災記念公園に行き、震度７の体験や、地震によって荒

れた家の中、地震によってできた断層の見学をした。震

度７はとても激しい揺れで、歩くことも立つこともでき

ないほどだった。地震が多い日本では、このような体験

は非常によい経験になったと思う。

工場見学２日目。この日は神戸製鋼加古川製鉄所に行

った。自然が多い工場で、初めて見るものばかりだった。

神戸製鋼は、大手メーカーの中では最も鉄鋼事業の比率

が低く、鋼、アルミ、建設重機、エンジニアリングなど

複合経営が特徴の工場だ。工場内ではとてもいいものを

見ることができた。午後からは、大阪城を観光した。や

はり、観光地ということで、日本人だけでなく、たくさ

んの外国人がいた。韓国人やアメリカ人、ヨーロッパ系

の人達、そして、ケニア人。本当にたくさんの人々がい

た。

工場見学３日目は、午前中に横河ﾌﾞﾘｯｼﾞに行った。こ

こは鹿児島高専の先輩も勤務している会社であり、少し

緊張した。橋を製作しているところを見学したが、とて

もスケールが大きくて驚いた。午後からは、関空に行っ

た。とても大きな空港で、今後、もっと広くなる予定ら

しい。帰りに難波とアメリカ村、梅田に行きました。

とても親切な運転手さん、バスガイドさんで…三日間で

思い出がたくさんできた。

この３日間、鹿児島では体験できないことを目で見て、

耳で聞いて、体で感じて、世の中は広いことを知った。

まだまだ知らないことはたくさんあるが、今回の経験を

将来に活かしていきたいと思う。



本取組の内容

図１　新たな地域連携型クラブ活動支援プログラム
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新たな地域連携型クラブ活動
支援プログラムについて

学生主事　　三角　利之

文部科学省が、今年6月に「新たな

社会的ニーズに対応した学生支援プロ

グラム」（通称、学生支援GPと称する）

の取組について、大学、短大、高専に

公募を致しました。この学生支援GPは、

「学生の人間力を高め人間性豊かな社

会人を育成するため、各大学・短期大

学・高等専門学校における、入学から卒業までを通じた

組織的かつ総合的な学生支援のプログラムのうち、学生

の視点に立った独自の工夫や努力により特段の効果が期

待される取組を含む優れたプログラムを選定し、広く社

会に情報提供するとともに、財政支援を行うことで、各

大学等における学生支援機能の充実を図る」ことを目的

としたものです。この学生支援GPの公募に対し、本校

から「新たな地域連携型クラブ活動支援プログラム」と

いう取組を申請しました。全国の大学・高専・短大から

272校の申請があり、本校のプログラムを含めて70校の

取組みが選定されました。

さてクラブ活動は、学生の人間的な素養の涵養をはか

り、リーダーシップ、協調性、自主性などを育成する上

で、極めて重要な役割を担っています。現在、本校では

体育系クラブとして23の部、３の同好会、文科系クラブ

として11の部8の同好会があり、全学生の約73％がこれ

らのクラブに入って活発に活動しています。本校では、

クラブ活動の教育的重要性に鑑み、全教員がクラブ活動

の顧問として、積極的にその指導にあたっています。し

かし、教育現場における人的、物的、財政的等の要因に

より、クラブ活動の指導教員が、その指導内容、安全な

活動の実施などについて十分対応できていない現状にあ

ります。そこで、本プログラムは、このようなクラブ活

動の支援に関する問題点を解決するために、地域と連携

したクラブ活動支援を提案し、実践していく試みであり

ます。具体的には、本校と密接な関係にある総合型地域

スポーツクラブ「ＮＰＯ法人隼人錦江スポーツクラブ」

や「霧島市教育委員会」と連携し，地域に潜在する有能

な人材を学外指導者として登用し、学生の活気あるクラ

ブ活動を積極的に支援しようとするものです。さらに、

クラブ活動を地域住民の生涯学習の場としても機能さ

せ、地域住民が学生とともにクラブ活動に参加すること

によって、世代間の交流や地域住民との交流を促し、ク

ラブ活動を通じて学生の人間性の涵養を図る地域連携型

の共同教育を実施する取組になります。

この取組に対して、文部科学省より本年度と次年度の

２年間、各約2千万円の助成が行われます。これから、

この提案したプログラムを積極的に推進し、クラブ活動

支援に関する諸問題点を解決し、クラブ活動の活性化や

クラブ活動における安全性の向上などを図っていきたい

と思います。また、２年間のプログラムの実施を通じて、

プログラム終了後にも実践可能な地域連携によるクラブ

活動を定着させることができるようにしたいと思いま

す。学生、保護者、教職員が協力して、このプログラム

に取組み、新たな地域共同型のクラブ活動の在り方に知

恵を出し合い、実践し、この先進的な取組を外部に向け

ても発信していきたいと考えています。

皆様のご協力をお願い致します。
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学生会長の任務を終えて

学生会長　機械工学科4年　　柿迫健太郎

４月。自分の学生会がスタート。今まで学生会に所属

していなかったのでどの様な仕事があるかもわからずに

始まりました。その為自分は何もできずに見守っている

だけのことが多かったです。そんな状況だったので、こ

の時期から高専祭の準備がすでに始まっていることや、

旧学生会役員が動いている理由が全く分かりませんでし

た。このままでは一人だけ何もできずに一年間を無駄に

しそうだったので、何かしようと仕事を探しました。し

かし、自分にできる仕事はなかなか無く、結局みんなの

フォローに徹しただけで終わりました・・・そのため自

分自身で“頑張った”と言えることはほとんどありませ

ん。

それに比べ役員のみんなの頑張りは素晴らしいで

す！！役員会を開いて話し合いをさせるとどんな内容で

あろうと常に真剣に話し合ってくれたり、自分が受けた

仕事をその部署の役員に頼むとすぐに仕事に取り組んで

くれたり、高専祭にいたっては、なにも指示しなくても

完璧なものとなりました。本当にいつも支えられてばか

りでした。

この学生会を通して得られたもの・・・それは仲間の

必要性です。人は一人で何もできないです。みんながい

なければいいものはなにもできないだろうし、なにも考

えられないと思います。部活や応援団などでチームワー

クが必要とされますが、それとはまた別の種類の大切な

結束力を感じました。そして、一緒に過ごしてきてみん

なそれを得てくれたと思います。時にはみんなで冗談を

言って笑いあい、時にはみんなでまとまって一つのこと

に取り組む。こんな学生会の会長をさせてもらって自分

はとても幸せでした。来年度も学生会に残るので今度は

自分が仕事をして周りの助けになりたいと思います。

体育祭を終えて

第45回体育祭　実行委員長

電気電子工学科4年　木下　太志

今年の体育祭は多くの問題を抱えてのスタートでし

た。カリキュラム変更、櫓組み、廃液処理、ピラミッド、

そして、お金の問題。鹿児島高専の体育祭は第45回目に

して大きな節目となりました。

私は実行委員長として「学生の為の体育祭」、「私たち

学生の手で作る体育祭」を目標に掲げ、先述の問題を解

決することは基より、実行委員が我々学生と教職員の

方々との架け橋となるような存在となるよう心掛けてき

ましたが、現実は厳しく、教職員の方と衝突する事もあ

りました。思うようにならない現実。千人の学生の想い

を背負う責任。自分の無力さ。何度も実行委員長という

重みから逃れようと考えたこともありました。

しかし、そんな時に多くの友達に励ましの言葉をもら

い、実行委員の仲間に支えられ、無事に体育祭を成功す

ることができました。今一度、多くの友達と仲間に感謝

の気持ちを伝えたいです。

体育祭は高専の学生にとっては大きな価値のあるイベ

ントです。学生一人一人に物語があるならば、体育祭に

は千の物語が存在します。実行委員はその千の物語の舞

台を作るのが役目だと私は考えます。多くの学生が、楽

しかった。感動した。最高の思い出。と物語に刻んでく

れたなら、私自身の物語は完成です。

この一年、多くの人とふれあい、多くの友達に支えら

れ、多くの仲間と喜びを分かち合い、自分自身の仕事を

誇りに思うことができました。こうした充実した毎日を

過ごせた事は大きな幸せであり、私にとって、大切な宝

物となりました。

最後に、最高の宝物をくれたみんなに一言

「ありがとう」
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文化祭を終えて

文化祭実行委員長

電気電子工学科４年　栫　　和幸

毎年どうしても思ってしまうことがあります。文化祭

は体育祭に比べ陰が薄く『伝統』が存在しないこと。今

年度は『伝統』というものを考えず、テーマ「Over the

Fence」にある通り、自由で学生全員が楽しめる新しい

文化祭を目指しました。そのため、ステージの設置場所

の変更、スタンプラリーの導入、本祭時間の延長、グラ

ウンド企画など今までになかった新しいことを導入した

つもりです。

今年度はセメスター制に伴ったカリキュラム変更で戸

惑いがあり、準備の好スタートを切ることができません

でした。夏休み後半からの１ヶ月弱という非常に限られ

た時間の中で作り上げなければならない文化祭になりま

したが、それが逆に良い刺激となり、実行委員一人一人

が仕事を迅速にこなすことが出来たと思います。しかし、

早く準備することに越したことはないので、来年に繋げ

たいと思います。

新しいことをするというのは非常に大変なもので、検

討し、シミュレーションし、練り直し、形のあるものに

するには時間と労力が必要でした。文化祭を作り上げて

いく中でなにより一番感じたことは、自分の力不足です。

学生の意見に応えられない、実行委員に指示を出せない、

頭の中の考えだけが先走ってしまい形にならない、しま

いには自分のやらなければいけないことが見えてこな

い。非常にふがいない実行委員長でした。それでも文化

祭を無事成功に修められたのは、椎先生を始めとする学

生委員会の先生方や実行委員会の学生達の協力があった

からであり、感謝の一言です。

今回の文化祭は自分にとってプラスになるものばかり

でした。このような大役をさせていただいたおかげで自

分と向き合うことができ、足りないものが見つかりまし

た。それが改善され、今後の生活に生かされることを自

分自身に期待したいです(笑)

学生総会

体育祭

文化祭



標を持って日々努力し、全国高専の頂点を目指しながら

勉学に励み、世界に輝く技術者になることを熱望します。
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全国高専サッカー選手権大会V20を達成して

サッカー部指導教員　　山崎　　亨

今年の全国高専体育大会は「目指せ頂点！深めろ友情」

の大会スローガンの元、四国地区をメイン開催地として

開催された。サッカーは暑い夏の炎天下、高知県南国市

と香南市の緑滴る競技場で全国各地区代表16チームで熱

戦が展開された。

ここ2年、突如、近畿大学高専という4年次編入生を主

力にした強豪チームが出現し、全国制覇20回目を目前に

足踏みを余儀なくされ、今年こそはと臨んだ大会であっ

た。

昨年の全国大会は、「輝け青春∞無限大！！」の大会

スローガンの元、和歌山市で行われ、鹿児島は決勝戦で

延長戦の末に敗れ、V20の夢を絶たれたチームである。

今年こそはと臨んだ全国大会であった。昨年同様、決

勝の相手は近畿大学高専であった。決勝には卒業生、サ

ッカー部父母の会、父兄OBなど沢山の方々が、遠方の

高知まで応援に駆けつけ、声をからして激励と勇気を与

える声がグランドにこだました。

試合は前半立ち上がりに先取点を挙げ、その勢いで選

手が走りに走り、相手に厳しいプレスをかけ敵の良さを

押さえ込み、後半もその勢いで走りに走るサッカーで追

加点を挙げ2対ゼロで快勝した。試合終了の笛の鳴った

瞬間、応援していた父兄・卒業生、部員がV20達成の歓

声と涙で誰彼と無く抱き合うシーンが私の眼に飛び込ん

だ。今大会無失点の完全優勝であった。達成感と感動で

みんなが感涙した。そこに居合わせた人でないと分から

ない、人の心の自己表現と自己実現の頂点に達した者だ

けが味わう感動なのかとも思う。そして感動を共有出来

た自分を幸せに思った。

優勝して、鹿児島高専学生の素晴らしさと学校関係者、

父兄、卒業生、地域のサッカー関係者など、多くの方々

のご厚情とご支援があったればこそと、感謝とお礼の念

で一杯の心境である。人という字の語源は、支え合うと

いう意味であると伺っている。まさに全国大会を20回優

勝できたのは多くの人のお陰であった。

さて、本校赴任以来、「覇者の像」に見守られながら

高専大会日本一を目標に部員と共に頑張ってきたつもり

である。高専体育大会は、大会毎にスローガンを掲げ、

全国高専学生が一堂に会し技量を競う場である。何故、

全国大会があるのか。今年のスローガンは「目指せ頂

点！深めろ友情！」であった。全国大会を目標に、日々、

鍛錬努力する過程に立派な技術者になる人間的資質が育

まれるからこそ九州大会、全国大会があることを理解し

てもらいたい。勿論、ロボコン等にしてもしかりである。

放課後、日曜・祭日の過ごし方は人それぞれと思う。私

は、鹿児島高専学生の多くが、部活動等に入り大きな目
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ロボコン～この一年間を通じて～

メカトロニクス研究部長

機械工学科4年　園田浩太郎

『これから一年間よろしくお願いします！』

平成18年12月のある日、この日から僕は、高専ロボコ

ンに出場するロボットを製作する部活である『メカトロ

ニクス研究部』、通称『メカ研』の部長を務めることに

なった。僕はもともとこの部活に参加したいという理由

もあって鹿児島高専に入学したのだが、やれるものなら

やってみたいとは思っていた部長という大任をまさか本

当に務めることになるとは思ってもいなかった。この日

から今日までの一年間、様々な出来事が起こりこんなに

も充実した日々を過ごしたことは今までになかったと思

う。

この一年はメカ研全体としても、様々な出来事があっ

た。最も大きな出来事は、隼人町で行われる初午祭の鈴

かけ馬を模したロボットを製作したことだろう。例年お

世話になっていた地域に少しでも貢献できるようにと製

作した鈴かけ馬ロボットだったが、これまでのロボコン

とは勝手の異なるものづくりに予想以上にてこずってし

まい、思いどおりの物をなかなか完成させることが出来

なかった。また、学校全体のカリキュラム変更にも対応

した予定を立てることが出来ず、ロボコンの時間すら割

いてしまったことはスケジュール管理の不手際が原因で

あり、自分自身の大きな反省となった。

このような状態で、何とか迎えたロボコン九州沖縄地

区大会では、出場したＡ・Ｂ両チーム共に負けてしまい

全国制覇という夢は叶えることは出来なかった。それで

も、どうにかロボットを完成させて大会に参加すること

が出来たのは、こんな部長を支えてくれた部員達、相談

に乗ってくださった先生方、体調を気遣ってくれた家族

のおかげだと思う。

決してよい結果を残すことが出来たとは思えないが、

この一年間で得た様々な経験が、メカ研にも、僕自身に

も、後の糧となってくれることを強く願いたい。

鈴かけ馬ロボット

ロボコン九州沖縄地区大会
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リーダー研修について

学生主事補　　椎　保幸

平成19年度リーダー研修を下記の要領で実施します。今年度は、主にクラブ活動の活性化について討

議する予定です。また、一日目には地域活性化に積極的に取り組み、大きな功績を挙げられている豊重

哲郎氏（鹿屋市串良町柳谷公民館長）を講師に招き、リーダーに必要な資質等について講演して頂く予

定です。

記

日　　　時：平成20年１月11日（金）～　１月12日（土）

場　　　所：大隅青少年自然の家（鹿屋市花里町赤崩）

対 象 学 生：各部活・同好会のキャプテン、学生会、体育祭・文化祭実行委員

引率教職員：学生委員会、学生課

日　　　程：

一日目　　１月１１日（金） 二日目　　１月１２日（土）

15:15 第一体育館集合　（点呼）

15:30 出発17:00 出会いの集い

・入所式

・オリエンテーション

・シーツ貸出し

17:30 入浴

18:30 夕食

19:20 集合

19:30 基調講演

題目：「己に感動、社会に貢献」

講師：豊重哲郎氏

（串良町柳谷公民館長）

20:30 休憩・移動

20:40 グループ討議①

・クラブ活動の活性化について(1)

21:30 討議終了　（点呼）

22:00 消灯・就寝

6:00 起床

7:00 朝の集い　（点呼）

7:30 朝食

9:00 グループ討議②

・体育祭、文化祭について

・クラブ活動の活性化について(2)

10:00 自由行動

10:45 全体討議　（点呼）

12:00 昼食

13:00 別れの集い

13:30 出発

15:00 高専到着
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美化活動について

環境局局長　電気電子工学科４年　　栫　和幸

今年度の美化活動について報告します。今年度の活動

は、校内美化活動として毎週行われる一斉清掃とそれに

伴った清掃チェック、ロータリーや花壇等の管理、隼人

駅の清掃、およびゴミの分別指導などです。

まず、一斉清掃では３年生以下は毎週水曜日に、４年

生以上は任意の曜日に各教室とコモンスペースなどの指

定された場所を清掃しました。これにより学生の清掃作

業への習慣化を図り、自分の学校は自分達で綺麗に保つ

ようにしました。また、各クラスの環境委員には、清掃

チェック用紙を配布し、学生会からの呼びかけでするの

ではなく、学生主体で清掃意識を持つように工夫しまし

た。隅々まで美しくとはいきませんが、教室のゴミ捨て

やおおまかな清掃作業は習慣化され、学内にゴミが散乱

することは見かけなくなりました。

次に、学生会が中心となりメインストリート、ロータ

リー、プランター等の花の植え替えと水かけをし、花の

ある美しい学内を目指しました。また、学生会だけでは

なく後援会の方々にもご協力頂き、植え替え等を実施し

て頂きました。

６月末には、学生会主体で、一般学生にも参加を促し、

学生の利用する隼人駅までの通学路と隼人駅構内の清掃

作業を行いました。一般学生の参加も少数ですが参加し

て貰えらので、この調子で全学生の清掃に対する意識の

向上があれば素晴らしい校内美化環境になるのではない

かと思います。

今年初めての試みとして教室の清掃チェックを行いま

した。教室内の床・黒板・ゴミ・整理整頓の４項目に分

けて５段階評価をつけ点数と順位を報告する。初めての

試みでしたので、まだ学生には意識を植え付けられては

いませんが、今後続けていくことでより良くなっていく

はずと期待しております。

ゴミの分別指導については、私は昨年度から環境局と

して学校の美化状況を見てきましたが、昨年度の４月当

初からすると、学生のゴミの分別が確実に良くなってき

ています。当初は為されていなかったペットボトルのラ

ベルの分別、資源ゴミと可燃ゴミの混合も無くなり、学

生の中では意欲的にゴミの分別に対する意識が高くなっ

てきていると思います。

最後に、環境局長として思うことは、いまだに学内で

のゴミの投げ捨て、置き捨てが目立つことです。一人一

人がモラルを守り、素晴らしい校内美化環境になること

を私は切に望みます。

交通だより

交通担当学生主事補　　島名　賢児

残念ながら４月から数件人身事故が起きています。そ

れらのほとんどが、用件の時間ギリギリの状況で運転し

ており、その結果、被害者と接触して事故が起こってい

ます。世間で発生している交通事故の多くが、そのよう

な状況で発生しています。何事にも時間の余裕を持って

行動することが社会に出てからも大切です。時間的な余

裕は、精神的な余裕にもつながります。きっと、その方

がその後の用件にもよい影響を及ぼすでしょう。本校に

在学しているうちから常日頃意識し、習慣付けて欲しい

と思っています。

その他に問題となっていることは、年度当初から問題

となっている駐輪場の状態です。自転車の駐輪スペース

がパンク状態であり、車の通行などに支障をきたしてい

ます。今後、駐輪スペースの更なる拡張を望みますが、

朝の駐輪場を見ていると、奥の方から停めずに、駐輪場

の入口付近から自転車の通行を邪魔するように停めてい

るため、その後の自転車は奥に進めず、次から次へと駐

輪場からはみ出るような状況となっています。通路に停

めたら、それ以降自転車が通れなくなることくらい予想

できるはずです。また、駐輪場からはみ出た場所に停め

たら、車などの通行の邪魔になるというのが判らないの

では、あまりにも常識を欠いているとしか言わざるを得

ません。「もし自分がここを車で通るなら・・・」とい

うことを考えて欲しいものです。面倒でも奥の方から停

め、できるだけみんなが使いやすい駐輪場にして欲しい

と思っています。

また、昨年度末に隼人駅駐輪場から引き取ってきた放

置自転車30台程度と、学内に放置されていた自転車を含

めた100台程度を先日処分したばかりですが、10月に隼

人駅の駐輪場に本校のステッカーが貼ってある放置自転

車があるとの連絡があり、20数台を本校のトラックで引

き取ってきました。今後処分していく予定ですが、この

ような処分作業をしなくても済むようになって欲しいと

思います。

今年度も残り少なくなってきましたが、学外での交通

ルールはもちろんのこと、学内での規則、マナーをしっ

かり守り、処分や指導を受けることなく春休みを迎えら

れるようにして欲しいと思います。
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読書感想文コンクール

図書館長　　榎園　　茂

若者の活字離れに伴い新聞の発行部数も減ってきてい

ると叫ばれて久しい。毎日実験やレポート作成に追われ

ている高専の学生は、専門分野の本にはある程度眼を通

しても、勉強に関係の無い新聞や教養本を読む時間は少

ないのではなかろうか。レポートのことを気にしなくて

も良い長い夏休みに、興味を抱いた本をじっくりと読む

ことは一つの清涼剤であり、自分と向き合える貴重な時

間でもある。また、本を読んだ後で感想を整理し、文章

化して的確に表現するという作業は、広い意味でのコミ

ュニケーション能力を高めることにつながっている。こ

のような能力は技術者になる、ならないに関わらず社会

人として必要なものである。

図書館運営委員会の主催で、第５回目の読書感想文コ

ンクールを実施した。平成19年７月にポスターを各クラ

スに掲示して読書を呼びかけたところ、国語科の先生方

の支援もあって、10月５日の締め切りまでに156編もの

応募があった。これを受けて、図書館運営委員会委員と

国語科教員で１次、２次、３次の審査を行った。その結

果、今年度は以下に示すように特選０編、入選に３編、

佳作に３編が選ばれることになった。入選者には11月30

日に校長室で賞状と記念品の贈呈を行い、その努力を讃

えた。更に今回高専便りにも掲載して皆様に披露するこ

ととした。

特選

該当無し

入選

* ガンに生かされてを読んで

電気電子工学科1年　増山　翔

* 「博士の愛した数式」 を読んで

情報工学科1年　越智　なつ美

* 18歳、青春まっしぐらを読んで

情報工学科2年　上小川　愛倫

佳作

* 「佐賀のがばいばあちゃん」を読んで

電子制御工学科1年　金田　佳男

* 「死刑」を読んで

機械工学科2年　加藤　良治

* 「星の王子さま」を読んで

電気電子工学科2年　竹崎　慧美

ガンに生かされてを読んで

電気電子工学科1年　　増山　　翔

僕は「ガンに生かされて」と言う題名が目に留まりま

した。病気のガンに生かされるということはどういう意

味なのか気になったからです。題名を見て、自分だった

ら絶対そう思えないだろうというのが最初の印象でし

た。

この本は日本人で唯一、八年間プロウィンドサーファ

ーとして活躍した、飯島夏樹さんについての本でした。

飯島夏樹さんは三十七歳のときに、末期の肝細胞ガンの

宣告を受けました。あまりにも大きなショックでうつに

なり、家に引き籠もるようになりました。しかし、家族

のおかげで回復し、最後の場所としてハワイを選び移住

しました。余命宣告期限を越えて百八十八日、死の間際

まで綴り続けた命の記録でした。

この本に出てくる言葉で一番驚かされたのが、「ガン

になってよかった」です。ガンは悪い病気のうえ、末期

の肝細胞ガンだから治る見込みがないのです。それなの

に、そう思えることがとても不思議でした。

飯島さんはプロウィンドサーファーで、飯島さんの妻

は夫のために手伝いなどをしていました。しかし飯島さ

んは妻を、ワールドカップで活躍するためのひとつの道

具としてしか見ていなかったそうです。それが子供がで

きたときから変わり始めました。そしてガンになってか

ら飯島さんは、「家族が一つになり、家族との間に生ま

れた深い心の交流や、病気の進行と比例して深まる夫婦

の絆を感じることができた。だから、ガンになって苦し

んでいることにありがたみを感じた。」と言っています。

僕は飯島さんは前向きで、心の強い人だと感じました。

自分はいやなことがあると、すぐに投げ出したり、好き

読書感想文コンクール表彰式
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なことには一生懸命できても、嫌いなことになると真剣

にできないことがよくありました。小さなことでもこん

な調子なのに、ガンなどの病気になったときには、絶望

して何も考えられなくなるだろうと感じました。

本の言葉には、「なぜ、全ての病が癒されなければい

けないのだろうか。なぜ、健康だけが幸せの源であるべ

きなのだろうか。病気の人は生き生きと輝くことは許さ

れない。なぜ、そんな風潮があるのだろうか。」という

ものがありました。

僕はこの言葉についていろいろなことを考えさせられ

ました。確かに病気は苦しく、他者に迷惑をかけること

が多いです。また、いろいろな人の助けや支えがなけれ

ば、病気の人の生活は全く成り立たないでしょう。しか

し、飯島さんのように、ガンという不幸の中で、幸せを

見つけ出して生きている人がいます。健康な人であって

も、互いに傷つけあって、幸せに生きていない人もいま

す。そう考えると、病気や怪我も決して悪いことばかり

でなく、良いこともあると思えるようになりました。

そのほかに、こんな文章がありました。「どんなに美

しい言葉を送っても、その言葉にあなた自身が助けられ

た経験がなければ、相手の心に決して届きません。あな

たの生活の中で、生きて糧となり、困難、試練を乗り越

えさせてくれた言葉こそ、人にも伝えることができ、人

の心に残る言葉となるのです。」

この文章を読み今までを顧みると、自分は人に言葉を

送ることができたのかと思いました。なぜなら人に伝え

られるような言葉がほとんどないからです。自分が助け

られたこともない言葉は、人には届かないのだから、言

葉として伝えられるか分からないけれども、自分が本当

に大切だと思っていることを伝えるべきだと感じまし

た。

そして、将来自分が人の言葉に助けられたときには、

困っている人にその言葉を送りたいです。

この本を読んで、自分の物の考え方や、視野が広がり

ました。弱い人の立場にならないと見えない世界がある

ことや、二つの道があり、自分がいやだと思う道のほう

が後に自分のためになるなど、たくさんの生きる力をも

らった気がします。それに、飯島さんは、ガン、うつ病、

パニック障害、これらは全て自分にとっては必要なこと

だったと思い、受け止め、全てを前向きに考えています。

自分が生きているのは、まだすることがあるために、生

かされていると考え、天命を全うし、天から与えたれた

最後の仕事を全うする。

飯島さんの生き方には学ぶべきことがたくさんありま

す。だから飯島さんのように優しい心をもった、強い人

になりたいです。

「博士の愛した数式」を読んで

情報工学科1年　　越智なつ美

この本は、数学教授（通称、博士）と、その家政婦、

家政婦の息子（通称、ルート）の間に生まれる、友情で

もなく、愛情でもない、言い表しにくいが、家族愛に近

いものについて書かれた本である。

私は、人間とはもともと、嬉しいことは覚えておき、

嫌なことは忘れるという生き物だと思う。しかし、博士

は違った。そうすることは出来なかったのだ。博士は、

事故に合い記憶が80分しかもたないという運命を背負っ

ていた。事故の前のことは思い出せるが、その後のこと

は80分たつと忘れてしまう。そのため、忘れないように

と記したメモが、背広中にびっしりと貼ってある。つま

り、嫌なことはもちろん、嬉しかったことすら忘れてし

まうのだ。

私は、「人間は忘れないと、生きていけない。そもそ

も、忘れる動物である。」という言葉を思い出した。よ

く耳にする言葉だ。確かに、そうだと思う。全てを覚え

ておくのは無理があるし、嫌なことをいつまでも忘れら

れない人生は辛すぎると思う。しかし、博士はどうだろ

う。昨日会った人も、81分前にあったことも思い出すこ

とが出来ない。80分しか記憶がもたないことすら次の朝

には忘れている。そのため、毎朝そのことを自分で書い

た、背広の１番目立つところに貼られたメモに宣告され

る。これが、どれだけ辛いか想像もつかない。また、自

分の記憶は全然新しくならないが、自分を取り巻く人や、

出来事は進み続ける。私は、考えただけで怖いと思った。

自分だけが、ポツリと、取り残されていくなんて耐えら

れないと思った。

博士という人は、褒められるのは苦手だったが、人を

褒めるのがとても上手かった。ルートが数学の問題を解

くのをせかさずに、じっと待ち、解けると褒め称えた。

どんな些細なことでも、とんでもない偉業を成し遂げた

くらいに褒めた。

また、博士は子供をとても大切に思っていた。家政婦

の息子を「賢い心が詰まっていそうだ。ルートを使えば、

無限の数字にも、目に見えない数字にも、ちゃんとした

身分を与えることができる。」と言って、彼のことをル

ートと呼んだ。彼は、ルートのことを自分の息子である

かの様にかわいがった。博士にとっては、ルートは、毎

日初めて会う子だった。しかし、そんなことは関係ない。

ルートも、博士が大好きだった。２人で留守番すること

になった時、母親に「大丈夫？」と言われ、「博士を信

用しなかった。博士にルートの世話は任せられないんじ

ゃないかって、少しでも疑ったことが許せない。」とい

って、泣いて怒った。博士は、ルートがケガをした時、

背負って病院まで走り、自分のせいだと泣いた。２人の
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間には、博士の記憶の限りに負けないくらい強い絆があ

ったのではないかと思う。

私は、読み進めていくうちに、博士が好きになった。

これが１番いい！と断言するのは難しいが、人間として

憧れた。たぶん家政婦も同じだと思う。博士の存在に、

愛情だけでなく、友情だけでもない、家族愛に近い温か

さを感じたのだと思う。

家政婦は、自分の誕生日２月20日の数字、220と、博

士の腕時計の裏に刻まれた番号、284が友愛数であるこ

とを博士に聞いた時、とても嬉しがった。何気ない数字

で博士とつながっていたことが、嬉しかったのだと思う。

そのつながっている相手が博士だったからでもあったと

思う。そこで私は、「人間の真の価値とは何なのだろう。

私は、彼らの何に惹かれているのだろう。」と思った。

「人間の価値は金と地位じゃない。」「勉強が出来る奴

が偉いわけじゃない。」と言う人がたくさんいる。私も

そう思いたい。しかし、実際は、お金がなければ生きて

いけないし、皆が地位を欲しがる。企業も、学歴がいい

人を採用したがる。ようするに、これらは、ただのきれ

いごとに過ぎないということだ。だが、それは仕方がな

い。人間の心の奥には、「欲」というものがあるのだか

ら。そういう生き物なのだから。

しかし、私は「真の価値」は「心の魅力」だと信じた

い。つまり、他の人とは比べることの出来ないものだと

いうことだ。その人の考え方であったり、生き様であっ

たり、人と比べる必要がないからこそ、その人自身の魅

力がその人の価値ということになると信じたい。だから、

私は人の長所をたくさん見つけられる人になりたい。成

績や、お金、ルックスだけではなく、その人の優しいと

ころや、憧れるところ、好きなところをたくさん見つけ

られる人になりたいと思う。そして、一度きりの人生を

ねたんだり、恨んだりしながら生きていくのではなく、

色々な人に感謝し、感謝される様な人生をおくりたい。

また、一期一会の世の中、出会った人の魅力をたくさん

感じて、前の自分よりも成長していきたい。そして、博

士と家政婦とルートの様な、一生かけて、相手を大切に

思うような人にたくさん出会いたいと思う。

18歳、青春まっしぐらを読んで

情報工学科２年　　上小川愛倫

十八歳、私はあと一年後だ。今は高専生活をとても満

喫している。勉強に部活、友達それから恋――。毎日が

盛り沢山で、これが私の「青春」なのだろうか。

この本の作者、今田真由美さんはどんな「青春」を駆

け抜けているのだろうか。そんな思いから、この本を読

んでみた。表紙には、野球のユニフォームを着た彼女の

屈託のない晴れ晴れとした笑顔がある。私はこの笑顔が

大好きだ。心が穏やかになり、とても気持ちがいい。そ

んな思いもあってからか、真由美さんはどのような人な

のだろうか、とわくわくしながら本を開いてみた。

本には、家族のこと、部活のこと、友達のこと等、自

分の赤ちゃんの頃から今までの年月が書いてある。この

ように書けば、普通の方が書いた、普通のエッセイに思

うかもしれない。しかし、彼女はちょっと違うのだ。そ

れは神様から「音のない世界」をプレゼントされたこと

だった。

「音のない世界」とは、一体どういうことなのだろう

か。耳が聞こえないとは、どういう状態なのだろうか。

私には、想像がつかない。今、作文を書いている時でさ

えも虫の鳴き声や時計の秒針の音が聞こえる。普段は、

友達とのおしゃべりや授業中の先生の話が聞こえる。聞

こえるからこそ自分も返事をしたり質問したりすること

ができる。今、声が聞こえなくなったら……と考えると

怖い。友達が何を言っているのか分からなくて、きっと

焦りや絶望、ショック状態に陥るであろう。

真由美さんは、生まれつき音が聞こえなかったそうだ。

つまり、小さい頃は世界に音があることを知らなかった。

しかし、両親の努力と周りの方の支えがあって、口の形

で話すこと、目で聴くことができる様になったのだ。

「耳が聞こえないことで不便だと思ったことはあって

も、不幸だと思ったことは、一度だってありません。」

彼女は、こう言っている。私は本当にすごいことだと思

う。彼女は、健常者が通う幼稚園、小・中学校、高校、

大学に通っているのだ。また、中学校からはじめたソフ

トボール、高校では野球で全国一位、文の甲子園で優勝、

とスポーツでも文学でも超が付く程の腕前だ。まさに、

「青春まっしぐら」そのものである。

普通の人って、どんな人だろうか。私はあえて文章中

に、「普通」という言葉を交えてみた。私にとっては、

体が自由に動くこと、物が見えること、音が聞こえるこ

とが「普通」である。しかし、真由美さんにとって音が

聞こえる方がパニックになるだろう、と言っている。彼

女にとっては、音が聞こえないことが普通なのである。

「普通」とは、特別でなく、ありふれていること、と

辞典には載っていた。聴覚障害者や身体障害者は、健常
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者に比べると、少なからず特別に思ってしまうことがあ

る。しかし、私はこの本を読んだことで、彼女は不幸だ

と思ったこともなければ、文武両道そして青春をエンジ

ョイしている。もちろん、それまでの努力は私には想像

もできない、それ以上だと思う。だが、みんな普通なの

だ。今までの私は、障害者の方に対して、特別視してい

ることばかりだったかのように思う。これからは、困っ

ている時には手を貸したい。でも、自分自身で出来るの

であれば、見届けたい。きっと、出来るはずだから。

「佐賀のがばいばあちゃん」を読んで

電子制御工学科１年　　金田　佳男

ぼくは「佐賀のがばいばあちゃん」を読んでいろいろ

なことを学びました。まず、一つ目は人生をプラス思考

に生きることです。がばいばあちゃんと昭広はけっして

裕福な暮らしをしていないのに毎日を楽しく過ごしして

います。それは、がばいばあちゃんが物事をすべて良い

方に考えているからだと思います。ごはんがない日、昭

広が悩んでいるとき、ぼくの中で一番印象に残ったのが、

昭広が学校で友達から、陰口を言われていることをがば

いばあちゃんに相談したら、がばいばあちゃんは、「心

配すんなふり向けばいっぱい自分を好きな人がおる」で

す。また昭広が成績表をおばあちゃんに見せたとき、お

ばあちゃんは「たせば５になる」と言った。「人生は応

用力だ」この言葉はぼくの胸にひびいた。人はそれぞれ

社会に役立つすばらしい才能がある。しかし、それをい

かに発揮するのかが大事です。また、「佐賀のがばいば

あちゃん」を読んで、現代社会に生きる我々が感じるこ

とのできない優しさも学べました。ある日、昭広が豆腐

を買いに行ったときのことです。その豆腐屋はきれいな

豆腐は十円、くずれた豆腐を五円で売っていました。昭

広が豆腐のかごをのぞくとなんとその日は、全部の豆腐

がきれいでした。あきらめて、帰ろうとする昭広に豆腐

屋さんは、「くずれたのあるよ」と言いました。なぜな

ら豆腐屋さんは昭広にバレないように豆腐をくずしたか

らです。

僕が最も感動したのは、小学校の運動会のときに昭広

が一人教室でさみしく弁当を食べているところに先生が

来て、先生が自分の持ってきた、ゴージャスな弁当を昭

広に理由をつけて食べさせたことです。このことを昭広

がおばあちゃんに話すと、おばあちゃんは「人にわから

ないようにしてあげるのが本当の優しさだよ」といいま

した。このことばをきいて僕もこのような優しさを持ち

たいと思いました。これは貧富の差が激しい現代社会に

必要不可欠な優しさだと思う。何かしてほしいからする

のではなくボランティア精神の優しさの方が必要だと思

う。

僕は「佐賀のがばいばあちゃん」を読んで、この本は

自分の生き方を変えたと思います。現在社会はお金と愛

を大事にしているが、がばいばあちゃんが言った「人生

は少しのお金と大切な友達がいれば、成功だ」という言

葉に同感を抱きました。また幸せについても考えさせら

れました。「小さな幸せを大きく感じるのが本当の幸せ

だよ」幸せは人それぞれですが、本当の幸せを見つけた

人は少ないと思います。僕自身まだ見つけていません。

「佐賀のがばいばあちゃん」という本をぜひ一度おすす

めします。読めば必ず何かすばらしいものに出会えます。

「死刑」を読んで

機械工学科２年　　加藤　良治

僕は読書感想文を書くにあたって、リリー・フランキ

ーの「ボロボロになった人へ」という短編集を読んだ。

中でも、「死刑」という話が一番心に残った。

この話の舞台は現在から何年も後の日本だ。その日本

では今とは違う死刑制度が導入され、犯罪者は罪の重さ

に関係なく皆死刑にされている。そんな中、裁判で争わ

れるのは「どのようにして死刑にするか」である。罪の

重さにより死刑はひどく、むごいものとなっていく。

僕がこの作品を読んでまず感じたことは、この死刑制

度には絶対に賛成できないということだ。どんな些細な

罪でも死刑になる。こうすれば確かに犯罪は減るだろう

し、作中でもそうなっていた。しかし、そう簡単に死刑

にしていれば、罪を犯した本人は当然の事ながらその家

族や友人だって深い悲しみを味わうだろう。告発した人

でさえ、それが本当に些細な事件であったら自分の告発

で人を一人殺してしまったという思いにかられると思

う。それが冤罪なら、罪のない人が死刑になる。悲しむ

人は増える一方だと思う。

言ってみれば、僕は現在の死刑制度にも素直に賛成す

ることはできない。現在死刑に処される人は、大きな罪

を犯した人のみだが、最終的にその人の刑を決めるのは

裁判に居合わせる一個人である裁判官だ。その一個人の

微妙な価値観の違いで、被告は死刑か懲役か、生きるか

死ぬかが決まる場合もあると思う。やはりそれはいけな

いと思う。犯罪者とはいえ、同じ人間であり、殺すとい

う決断へもっていくのは良いことではないと思う。

死刑制度があるかぎり、死刑を申し出る方も間接的に

人を殺しているわけであり間接的ではあるが殺人者にな
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る。やっていることはどちらも同じであると思う。

作中の一場面に現在の日本についてふれている所があ

る。それは、現在の中高生には普通に万引き等をし、そ

れを悪びれた様子もなく自慢げに話す人がいるというも

のだ。確かにこのような話をテレビ等で僕も見たことが

ある。そして作中の主人公は、このような人たちが皆大

人になり、人の親となって平凡な幸せを送っているのが

許せないと感じている。この場面には僕も共感できた。

万引きとはいえど犯罪なので、しっかり反省し自分のし

たことを恥じる必要があると思う。死刑はもちろんやり

すぎだと思うが。

この作品は、「犯罪者は皆死刑」という制度が浸透し

た場合の日本がとても分かりやすく書かれていると思

う。僕自身死刑制度のあり方について深く考えることが

できたので、この作品を読んでとてもよかったと感じて

いる。読む人それぞれでこの作品のとらえ方は色々ある

と思うが、ぜひ読んでもらいたいと思う。

「星の王子さま」を読んで

電気電子工学科２年　　竹　　慧美

私が「星の王子さま」を選んだ理由は、世界的に有名

な本だと聴いたことがあったからだ。昔から本の名前は

知っていたが、よく考えると全く内容を読んだことがな

かった。そして読み終えた後、なぜもっと早くにこの本

を読んでおかなかったのだろうかと少し後悔した。「星

の王子さま」という本は、読んだ相手が例え子どもであ

っても大人であっても、これから生きていくなかで大切

なことに気付かせてくれる本だと私は思う。

この本は、砂漠に不時着した飛行機パイロットが出会

った不思議な男の子の物語である。この男の子は星から

星へと旅を続けている王子さまで、地球は七番目に訪れ

た星であると書かれていた。しかし、王子さまは一人で

旅をしていたようだが、寂しくなったことはなかったの

だろうか。私にはまだ一人で旅に出る勇気はないので、

王子さまにはとても勇気があると思う。

王子さまの星はとても小さくて、活火山が二つと死火

山が一つ、そしてバラの花が一輪しかないらしい。しか

も活火山は王子さまが煤そうじできるぐらい小さい。そ

れを考えて地球と比べてみると、本当に小さな星である。

王子さまはそこでバラの花の世話をしながら暮らしてい

たのだ。しかし、そのバラはプライドが高くわがままで、

時には王子さまを困らせる。そんなバラと王子さまが会

話している様子は、まるで王子さまがわがままな女性の

相手をしているかのようだった。私は王子さまが星を出

る準備をして、バラに別れを告げる場面が印象に残って

いる。なぜなら、別れ際にバラが王子さまを愛してると

言ったからだ。今まで王子さまはバラが自分を愛してる

などと思ったことはなかったのだろう。バラは王子さま

の星をいい香りで包み、明るくしてくれた。しかし、王

子さまはバラの言うことばかりに気をとられ、その裏側

にある愛情に気付いていなかったのだ。私はこの王子さ

まが自分にあてはまると思ってしまった。なぜなら、家

族が私のことを考えていつもよくしてくれているにもか

かわらず、少しのことで口論してしまったりするからだ。

これからは相手に言われた言葉でもし不快になったとし

ても、相手が今まで自分のためにしてくれたことを思い

出せるようになりたい。

王子さまは地球を訪れるまでに六つの星で一人一人個

性あるヒトに出会い、地球に到着してからは人間や動植

物と出会う。私がその中で特に印象に残った場面は、王

子さまがキツネとふれあう場面だ。キツネは王子さまに

自分をなつかせてほしいと言う。ここで普通ならば王子

さまがキツネをなつかせようとするのに、キツネ自らが

頼む場面はおもしろいと思った。しかし、王子さまは

「なつく」という言葉を知らなかったのだ。王子さまは

言われたとおりキツネをなつかせる。そしてキツネは王

子さまと別れる場面でこう言った。「いちばんたいせつ

なことは、目に見えない」と。この言葉にはどれほど深

い意味が込められているのだろう。これは生きていく中

で人間が最も必要とする言葉ではないだろうか。

私がこの物語を読んでわかったことは、目に見えるも

のだけが本当に大切なものではないということだ。この

本に書かれている内容全ての端々に通じる考えだと思

う。例えば家族や他人からの好意や善意。これらはカタ

チを持って目で見ることはできない。言葉や行為の裏に

隠されている愛情も同じである。どんなに短い時間の中

で結ばれた絆であったとしても、誰かにとってはかけが

えのない宝ものと等しいほどの価値があったりするの

だ。目に見えるものが全てではない。大切なものは目に

見えるものだけではなく、愛情や心と心の絆なのだと、

この作者は私たちに訴えているのではないのだろうか。

これから先も多くの人が「星の王子さま」という本を

読んで、この物語に秘められている深い意味や真実を後

生に伝えていけたらいいと私は思う。
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寮の１年間

寮務主事　　白坂　　繁

●保護者の皆様へ　寮の様子がわから

ないとの声をききますので、今回は

寮の１年生の１年間の様子を紹介し

ます。

＊

【０４月　入学式・入寮式】

この日から初めての寮生活が始ま

り、食事や風呂の場所・方法にルールがあることを知り

カルチャーショックをうけ、同室の先輩がどんな人か様

子をうかがいながら眠れぬ夜を過ごす。

（初日は非常に緊張しているので、一度に多くのことを

指導しないようにしています。また、上級生にも１年前

の自分のことを考え、親身になって面倒を見るように言

っています。１週間くらいはトイレに行っても出るもの

も出ないぐらい緊張しています。何人かは発熱もします。

担任と連絡して注視するように努力しています。１カ月

後の５月の連休が過ぎれば、寮生活に慣れてきます。）

【０６月　前期中間試験】

高専に入ってからの講義の進度についていけず、内容

の難しさに音を上げ、中学校と同じように丁寧に復習を

しようとしても余りの内容の多さに泣く。

（同室の先輩に要点を教えてもらったり、５年生の指導

者（チューター）に質問したりして乗り切るように指導

しています。）

【０８月　前期期末試験と大掃除】

虫が飛んでくる中、汗をかきながら試験勉強。教室は

空調があるが、寮はないので集中できず、製氷機の氷と

扇風機と売店のアイスを味方に勉強。

試験が終わると大掃除。綿ぼこりが、なぜと叫びたい

程溜まっている。部屋の荷物を全部外に出す。結構な量

がある。

（来年度からは寮にも空調が付きます。受益者負担とい

うことでまた経費がかかりますが、ご理解とご協力をお

願いします。）

【１０月　部屋替えと応援団の練習開始】

寮に着くと、新しい部屋が発表されている。後期は同

級生と二人部屋。ゆっくりする間もなく４年の応援団長

の下、早速、応援団の練習が始まる。中学校とは比較に

ならない質と量とスピード。

（本校の最大行事であるため学生は必死で練習します。

しかし行き過ぎにならないように、担任、学生委員会と

協調して寮生の様子を見守っています。）

【１１月　文化祭と体育祭】

学生会主催の面白い出しものと、レベルの高い各科の

展示。そして、半端な金額でない抽選会に驚く。体育祭

は完全燃焼。応援合戦以外の種目は記憶にない。

【０１月　２度寝の誘惑】

朝７時。起きるのがつらい点呼終了後、食堂で朝食。

部屋に戻ると、布団の温もりが何ともいえず心地よく寝

てしまう。気がつくと、巡回の先生に起こされる。

（冬場になると布団の誘惑に負け、朝点呼不在あるいは

遅刻残寮の学生が大量に出ます。入寮審査の点数は１月

分まで入りますので、毎年ここで失敗し、入寮できない

学生が出ます。注意するようにお伝え下さい。）

【０２月　期末試験と引っ越し】

最後の試験。高専は高校と違って本当に留年があるか

ら怖い。試験が終わると、山のような荷物を持って帰省。

１か月休みは長い。

（４月から部屋が変わる事と、寮を閉め切るので衛生上

問題があるため、すべての荷物を持ち帰るよう指導して

います。勉学に不要な物は持ち込まずレンタル布団を利

用すると荷物は格段に減ります。）
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一年を振り返って

寮長　電子制御工学科４年　　山本　一郎

平成19年度の鹿児島高専の寮を任されることになり、

もうすぐ一年が経とうとしていますが、自分がこの寮に

何をしたのか、何を残せたのか振り返ってみたいと思い

ます。

この寮に何を残せたか、一つあげるとするならばみん

なにごみの分別の意識を持たせたことがあります。毎年

寮の自販機のゴミ箱には様々なごみが捨てられ分別とか

も関係なしに、よく「山」が出来たりしていました。そ

こで寮生会で片づけをするゴミ箱を設置し、根強く呼び

かけと片づけをしたところ、分別状況が見違えるほどよ

くなりみんなが意識を持ってくれたと思います。まだま

だみんなが分別をしっかりしてくれるとまではいえませ

んがこの意識をしっかりと次へと委託し、もっと向上し

てくれればと思います。

反省点としては日本一でかい寮の寮長になっただけに

就任当時はすごくやる気に充ち溢れ、こういうことで寮

を変えていこうとか、新一年生をどういう風に誘導して

いこうなどやりたいことはたくさんありました。しかし

先生方との意見の食い違いや壁にぶつかる事が多く、変

えていこうとしていたことの半分は出来なかった気がし

ます。新一年生にも指導が行き届かないところもあり、

様々な問題が起こったりもしました。

しかしそういうことがあってからか、寮務委員会や寮

務の方々がどういう考えで寮のために色々規則などをう

るさく言うのかも再認識させられた気がします。低学年

のころは、寮の規則にたくさんの不満を持っていました

が、上に立ってどうやってみんなが住みやすくなるか等

を考えると主事や寮務が言うことも納得できます。そう

いう面でも寮長をやって少し成長できたかなと思ってい

ます。

もう少しで任期が終わりますが、あとひとつ何かを残

せたらなと思っています。残りの時間は少なく難しいか

もしれないですが、任期を全うして後味よく次の寮長に

この鹿児島高専寮を委ねたいと思います。

この1年の寮生会を振り返って

副寮長　電気電子工学科4年　　尾ノ上太祐

去年の冬に副寮長になり、もうすぐその任期が終わろ

うとしています。（この原稿が載っているころには終わ

っているかもしれませんが・・・）とりあえず、文字数

制限もあるので軽くこの1年を振り返ってみます。

この１年自分が見てきた今年の寮生会はなかなかヨイ

です。はい。各恒例行事も委員長を中心に早めに準備を

始め当日になってドタバタするというのはなかった気が

します。（あくまで気がします・・・）今年の委員長は

しっかりしているなというのがこの1年感じた印象でし

た。

また、寮長の「寮を楽しくさせたい」という考えから、

今年はかなり各個人の自主性に任せてきました。

例えば、1年生の入寮時です。寮生活をしらない新入

生に寮で暮らすために必要な最低限のことを教えます

（食堂の配置、風呂の範囲、洗濯物などなど・・・）。あ

との事は同室の先輩に任せました。これには周りに注意

されて生活するより、自分なりに寮生活の厳しさや楽し

さを学んで欲しいという思惑もありました。

そのかいもあってか、例年より１年生同士が打ち解け

あうのにも時間もかからず、それぞれが寮生活を楽しん

でいたようでした。

しかし、自主制に任せるという私たちの体制が裏目に

でることもありました。特に1年生の問題が多かったの

ではないか？と感じます。

まぁ、私たちのやり方は、よく言えば「個人の尊重」、

悪く言えば「放任」と言えます。今回は私たちの体制の

メリット・デメリット、両極端に結果が出たんじゃない

かなって思います。

そんなこんなでこの１年を振り返ってみましたが、や

はり、この１年寮生会の中で一番頑張っていたのは寮長

です。イチローです。彼がいたから、しっかりこの志学

寮のことを考えていてくれたからこの1年を乗り切るこ

とができました。イチローありがとな。

最後に、私たち全寮生を支えてくださった寮務委員の

先生方、寮事務員の方々、魚国の方々に深く感謝します。

ありがとうございました。
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統括委員長の１年間

統括委員長　電子制御工学科４年　　蜂須賀　洸

今年度、統括委員長をさせてもらった四年制御の蜂須

賀です。

統括委員長というのは三役と言われ、寮長、副寮長の

次に偉い役職です。その割に僕はあまり仕事をしません

でした。寮長の山本君をはじめ、寮生会のみんなには非

常に迷惑をかけたと深く反省しております。

僕の主な仕事内容は定例会(寮生会の会議)や全体の集

まりでの司会、朝点呼での寮生会のチェック、そして寮

長のサポートなどが大まかな仕事内容なのですが.....。

まず朝点呼。非常に出席率が低かったね。何度寮長に

怒られた事か。

司会は割と頑張ったけど、なかなかうまくまとめられ

ない時もありました。１番の原因は自分が話し合う内容

を事前に確認しておらず、その場でいきなりって感じが

多かったのがいけなかったですね。

最後に寮長のサポートだけど..。ほとんど何もしてな

いですね。彼は非常にしっかり者なので僕がサポートし

なくても十分一人で頑張ってくれました。山本君はやる

男です。イケメンです。そして偉大な寮長だったと僕は

思います。僕はサポートの代わりに寮長の部屋にジュー

スを飲みに行っていました。そして僕の恋愛相談役にな

ってもらったりもしました。簡単にいうと逆にサポート

されていました。

まぁなんだかんだで色々あったけどこの一年、寮生会

で学んだ事は非常に勉強になったと思います。一年間あ

りがとうございました。

２００７年の寮生活

生活委員長　機械工学科４年　　小薗　超優

みなさんこんにちは。寮生会をしている小薗です。役

職は生活委員長で主な仕事内容は自転車登録の運営、食

堂との月１回の献立会への出席、第１志学寮の屋上の管

理です。

交通ルールを守り、暗くなったらチャリの電気を点け

ましょう。そして好き嫌いせずなんでも食べましょう。

さて今年の寮での生活はというと、今年度より学校の

カリキュラム変更のためお盆の前まで学校がありまし

た。寮の部屋にはクーラーはありません。とてもじゃあ

りませんがこのような状況では、勉強どころか寝ること

もままなりませんでした。寮での対策としては、クーラ

ーのある多目的ホール・食堂を開放してそこで勉強をす

る。電気の消灯を行わないで、一晩中扇風機を使用でき

るというものでした。しかしそれでも暑いものは暑い。

今年は幸いにも大きな病気になる寮生はいませんでした

が、前期末テストでは大きな失敗をしてしまった人も多

かったのでは・・・。

これからの寮生活は、この夏をどう乗り切るかが一番

の課題になってくるのではないでしょうか。

寮生会役員 学寮リーダー研修
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▲▼寮生講話

思　い　出

電子制御工学科5年　タイ

ルエキアファイサン　ナッチャポン

来日してから、約4年間、１年目は東京の東京日本語

教育センターで、日本語を学んできました。まだ日本語

をうまくできないまま、鹿児島高専の電子制御工学科の

３年に仲間入りしました。

高専では、まわりの人が日本語学校のように外国人で

はなく日本人なので、うまくコミュニケーションを取れ

るかが本当に不安でした。

ここに来て、初めのころは非常に緊張し、友達や先生

とどうつきあえばいいかが分かりませんでした。また、

初めて日本語での授業を受け、先生の話をぜんぜん聞き

取れなく、なかなか思い通りにはいきませんでした。し

かし、授業中の分からないところは先生に教えてもらっ

たり、生活のことは先輩や友達に聞いたりして思ったよ

りうまくできました。本当に先生たちやクラスメイトに

暖かく支えてもらいました。

高専での３年間を振り返ると、勉強だけではなく、ク

ラスメイトとの交流や、九州各地での交流会などで、い

ろいろな人に巡り合い、様々な考え方や生活習慣に触れ、

自分の世界を広げることができ、貴重な経験をしたと思

います。

いつの間にか３年が経ちました。この高専で３年間の

勉強や生活でいろいろなことがありました。すべてのこ

とを忘れずに大事にします。鹿児島高専に来てよかった

と思います。

将来タイと鹿児島の架け橋になりたいです。



図１　鹿児島県技術士会との産学共同教育
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専攻科における鹿児島県技術士会との
産学連携共同教育について

専攻科長　　岡林　　巧

専攻科における工学教育の改善充実

策の1つとして，平成19年に鹿児島県

技術士会と連携協力に関する協定を本

校が締結し，ここに所属する技術士に

よる全国55国立高等専門学校では前例

のない産学連携共同教育を導入した

『環境創造工学特別講義』を開講しま

した。

また，平成20年度には，同技術士による『技術者倫理』

も開講いたします。

これらの科目は，異分野の３専攻生が融合・複合して

受講するもので，専門分野の異なる多数の技術士から基

礎より最先端の技術に関する項目を幅広く聴講でき，今

後各分野に展開して行く専攻科生の技術の伸張と人間性

の涵養に大きく寄与するものであります。図１は，鹿児

島県技術士会と本校の産学共同教育の体制を示していま

す。

技術士の専門部門は，機械，船舶，航空・宇宙，電

気・電子，化学，繊維，金属，資源工学，建設，水道，

衛生工学，農業，林業，水産，経営工学，情報工学，応

用物理学，生物工学，環境の19技術部門があり，鹿児島

県技術士会はこれら全部門を網羅しており充実した人員

配置状況にあります。

このように，本校専攻科における工学教育の改善充実

を推進してまいりますので宜しくお願いいたします。
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電情シ専攻だより

電気情報システム工学専攻長　　中村　　格

修了生のみなさん、修了おめでとうございます。

早いもので、今回、電情シ専攻第7期生が巣立って行

くことになります。まさに「光陰矢の如し」の言葉通り

であると実感させられております。

この間を若干、数字で見てみたいと思います。電情シ

専攻の修了者数は、図1のように推移しており、第7期生

までで合計56名(年度平均8.4名)が修了しています(第7期

生は修了見込者数)。

この56名の進路先を見ますと、図2のように進学25%、

就職75%となっています。業種は、情報・サービスが

29%と最も多く、電機・半導体15%、機械14%、工事・保

守・プラント10%、繊維・化学・薬品5%と続いています。

本科時の学科が電気工学科(現電気電子工学科)と情報工

学科であることも考えますと、各業種へバランス良く就

職しているようです。このことは逆から見ますと、様々

な業種(分野)において電気電子情報系の技術者が必要と

されているということであります。また、今後大学院へ

の進学者が増加していくものと予想され、推薦による選

抜を実施する大学院が増加しています。これらのことは、

本科卒業生と同様に、専攻科修了生の進路先での活躍が

あってのことであると思います。今回巣立っていく第7

期生も、それぞれの進路先で活躍されるものと期待して

います。

図１　電情シ専攻の修了者数の推移

図２　電情シ専攻修了者の進路
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機械・電子システム工学専攻の紹介

機械・電子システム工学専攻長　　原田　治行

機械・電子システム工学専攻のカリキュラムは、主に

機械工学科と電子制御工学科の本科卒業生に対して、専

攻科がJABEE（日本技術者教育認定機構）から認定を

受けた技術者教育プログラム「環境創造工学」の科目で

構成されています。

具体的には、環境関連の科目と他専攻との専門共通科

目と機械・電子システム工学専攻独自の科目群で構成さ

れています。これらの科目を履修することにより、製造

プロセスのシステム制御技術および他専攻の知識を用い

て、資源を有効に利用し環境にも配慮しながら付加価値

の高い製品の設計開発技術や研究能力を身に付けること

を目指しています。

また、グローバルに活躍できる能力を身に付け、社

会・企業の実情を知り、仕事や職業に対する興味・関心

を高め、問題解決のための研究遂行能力やプレゼンテー

ション能力を向上させることを目指しています。そのた

めに、以下のことを積極的に推進しています。

①　英文の論文や技術資料の輪講を行い、科学技術英

語に慣れる。また、TOEICの評価が卒業時には400

点以上になるように指導する

②　インターンシップの経験を通して社会・企業の実

情を知り、仕事や職業に対する興味・関心を高める。

③　問題解決のための研究遂行能力を向上させるため

のPBL（問題解決型授業）を行う。

④研究成果の学会発表を行い、プレゼンテーション能

力を高める。

最後に、機械・電子システム工学専攻のカリキュラム

を履修した第1期生から3月に卒業予定の第7期生までの

主な進学先と就職先を、それぞれ、表１、表2に示しま

す。

表１．主な進学先（第１期生～第７期生）

大　学　院　名 人　　数

九州工業大学大学院 10

九州大学大学院 ４

長岡技術科学大学院 ３

早稲田大学大学院 ３

東京大学大学院 ２

宮崎大学大学院

北陸先端科学技術大学院大学

１

１

表２．主な就職先（第１期生～第７期生）

企　　業　　名 人　　数

本田技研工業（株） 8

ソニーセミコンダクタ九州（株） 3

日本モレックス（株） 2

トヨタ車体（株） 2

（株）牧野フライス製作所 1

ＡＮＡテクノアビエーション（株）

いすゞエンジニアリング（株）

富士通（株）

日立ビジネスソリューション（株）

パナソニックエレクトロニックデバイス（株）

ソニーイーエムシーエス（株）

（株）森精機製作所

高砂熱学工業（株）

シチズンセイミツ鹿児島（株）

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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カセサート大学との交流活動報告

カセサート大学交流専門委員長　　引地　力男

カセサート大学は、1943年にタイで最初の農科大学と

して創立された、教官数2,000名、学生数約23,000名、14

学部の総合大学で、チュラルンコン大学、タマサート大

学とともにタイで最も権威のある大学の一つです。この

一年間のカセサート大学との交流状況について報告いた

します。

まず、毎年恒例の春のスポーツ交流ですが、3月27日

(火) 、カセサート大学において、本校の学生会とカセサ

ート大学のソフトボール部との交流試合を行いました。

相手はなんとタイ・ナショナルチームのメンバーが3名

も加入しておりました｡当日は摂氏37℃を超える暑さの

中8回までは2点差でリードしていたのですが、9回の裏

に逆転サヨナラで、8対7でカセサートの勝利で幕を閉じ

ました。試合後の大学内のホテルでのウエルカムパーテ

ィでは、お互いに打ち解けてたいへん盛り上がりました。

本イベントはサッカー交流に始まり、剣道、ソフトボー

ルと継続しております。これからもスポーツ交流もしく

は文化交流を希望されるクラブ活動を募集しておりま

す。

次に、今年で3年目となりました、9月14日（金）から

一週間実施した付属小学校での手作りロボット講座で

す。リンク機構を巧みに利用したインセクトサッカーロ

ボット、ムエタイロボットに続き、今年はエアサッカー

ロボット作りに挑戦しました。無事全員完成し、生徒か

ら来月は来ないのかとの盛況ぶりでした。なお、2002年

11月15日に本校とカセサート大学とが初めて協定を締結

し、今年で5年目となるため、出前授業の期間中に学長

室を訪問し、協定延長に関する会議に出席しました。学

長のブッティチャイ・カピラカーン先生はじめカセサー

トの先生たちはみな優しくて親切でした。そして、これ

までのスポーツ交流、学生会交流、出前授業、招聘講演、

共同研究の実績をお互いに評価し、本交流は永久である

ことを希望、お互いの絆を一層深めていくことで合意し

ました。また、ブッティチャイ学長先生は共同研究の活

性化を熱望され、お互いの教員による研究室紹介を実施

したいとの要請を承りました。

その他、カセサート大学国際交流専門委員会では長期

休暇中のカセサート大学工学部インターナショナルコー

スへの短期留学（学費無料）の斡旋も行っております。

お気軽に声をかけてください。

学生会ソフトボール交流

カセサート大学長との協定延長会議



１、２年（プログラム３、４年）の４年間の教育プログ

ラムが該当します。

本科１、２、３年生は４年生に進級すると本校の技術

者教育プログラムである「環境創造工学」教育プログラ

ムの履修者になります。本科１、２、３年生でしっかり

と基本的な知識と勉学への習慣・態度を身につけること

が必要です。

⑤　専攻科に進学しないので、JABEEと関係ないのでは？

次のような疑問を持つ人がいると思います。私は専攻

科に行かないのでJABEEには関係ないと思うのです

が？そのような疑問が生じるのは当然のことと思いま

す。専攻科に進学せずに卒業した時点ではJABEE認定

プログラムを修了したことにはなりません。

ある人は、本科５年まで修了したら卒業し、すぐに就

職するつもりだとしましょう。そうだとしても、

JABEEによって、技術者教育の品質を保証された教育

プログラムを２年間経験しているのですから、JABEE

認定でないそれを修了するよりも、その人はより良い技

術者教育を受けられたということになります。

また、卒業後、しばらく働いた後に高専の専攻科や大

学で勉強したくなった場合を考えてみましょう。そのと

き、その人はその専攻科や大学のJABEE認定プログラ

ムの３年目に編入しJABEE認定プログラムを継続する

ことができるのです。

さらに、他大学に編入する場合、もし編入先が

JABEE認定プログラム校であれば、本校で修得した４、

５年生の単位が認められ、その大学を卒業すれば

JABEE認定プログラムを修了したことになります。

⑥　これからやってもらいたいこと

JABEE教育プログラムの学習・教育目標をいつも意

識して、学校が用意したカリキュラムをみなさんがきち

んとこなしていけば、本校のJABEE教育プログラムの

学習・教育目標を達成できるようになっています。学校

が提供する教育サービスを大いに活用し、勉強に励みま

しょう。

以下に、学習・教育目標を示します。また、図１に学

習・教育目標の相関関係を、図２に専門工学のカリキュ

ラム構成を示します。

鹿児島高専のJABEE教育プログラムの学習・教育目標　

１．人類の未来と自然との共存をデザインする技術者

(1-1)人類の歴史や文化を理解する

(1-2)人間社会と自然環境とのかかわりを理解する

(1-3)技術が社会に及ぼす影響を認識し、地球環境に配

慮したものづくりが提案できる能力を身につける

２．グローバルに活躍する技術者

(2-1)日本について深く認識し、世界的な物事に関心を

もつ
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JABEE教育プログラムの再認識
―継続認定審査を受けるにあたって―

特命統括員（JABEE担当） 原田　治行

①　継続認定審査

本校は、平成15年度に「日本技術者教育認定機構

（JABEE、Japan Accreditation Board for Engineering Education）」

に、「環境創造工学」技術者教育プログラムの新規審査

を申請し、中間審査を経て認定されました。一度合格す

れば、恒久的に認定されるものではなく、５年ごとに新

たに認定を継続するための審査を受ける必要があり、平

成20年度が継続審査を受ける年になります。審査は、５

年間に技術者教育を継続的に発展させているかどうかを

中心にチェックされます。また、５年間に審査基準も変

更になっていますので、それに対応したチェックと改善

が必要になります。教育プログラム改善委員会では、そ

の準備を進めているところです。

②JABEEの審査を受ける意義

今回、継続認定審査を受けるにあたり、JABEE教育

プログラムの審査を受けるための意義を説明したいと思

います。

JABEEは、大学、高専などの高等教育機関で実施さ

れている技術者教育プログラムが、社会や国際的な要求

水準を満たしているかどうかを公平に評価し、審査・認

定する機関です。JABEEは国際的に認められた機構で

あり、JABEEの審査によって認定された教育プログラ

ムを修了した修了生は国際的に通用する技術者として認

められます。そしてそのプログラム修了生は技術者資格

である技術士の第一次試験が免除され、技術者の基礎資

格である修習技術者の資格が与えられます。

本校は、技術者教育を行っている高等教育機関である

ために、教育プログラムが社会や国際的な要求水準を満

たしていることを示す必要があります。

③　国際的に通用する英語コミュニケーション能力の必要性

国際的に通用することを証明するために、TOEICの

得点が400点以上あることも求められます。そのために、

本校では３年生でTOEICBridgeを、４、５年生で

TOEICを全員受験して日頃の勉強の成果の確認ができ

るようにしています。TOEICBridgeは、日常のコミュ

ニケーションに欠くことのできない「基本英語力」を診

断するテストです。一方、TOEICは社会における実践

的な英語のコミュニケーション能力を診断するためのテ

ストです。TOEIC400点突破を目指す計画を立てて勉強

に励んでください。

④　技術者教育プログラム「環境創造工学」の履修期間

JABEEが認定の対象とする技術者教育とは、学士に

対応する技術者育成のための教育を指しますので、高専

の場合は本科４、５年（プログラム１、２年）と専攻科
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(2-2)論理的な記述及びプレゼンテーション能力を身に

つける

(2-3)外国語で意思疎通を行う能力を身につける

３．創造力豊かな開発型技術者

(3-1)数学、物理、化学など自然科学の基礎知識を身に

つける

(3-2)自分の必要とするレベルで多様な情報機器を利用

する能力を身につける

(3-3)専門分野の知識と自主的継続的に学習する能力を

身につけ、与えられた制約下で計画的にものづく

りの手法を活かして問題を解決できる能力を養う

４．相手の立場に立ってものを考える技術者

(4-1)人としての倫理観を身につけ、善良な市民として

社会生活を営む能力を養う

(4-2)技術者が社会に対して負う責任を理解する

(4-3)異文化を理解し尊重する

図１.  学習・教育目標の相互関係

図２.  専門工学（環境創造工学）のカリキュラム構成
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留学生活動報告(2)

一般教育科文系　　松伸二

日頃より留学生活動にご理解、ご協力くださり、誠に

有難うございます。｢高専だより｣前号で前期に実施され

た留学生活動をご報告致しましたが、ここではその後実

施された活動をご報告致します。

１）学内

・月ごとの留学生会合、チューター会合

・寮留学生パーテイ　　　　　　　　　　10/５(金)

・高専祭（留学生活動展示） 11/３(土)

・クラスレクレーション（３Eボーリング大会）

11/14(水)

・タイ語講座（講師　５Sポン君） 毎週 (月)

２）学外

・鹿児島地域留学生交流推進会議懇談会（鹿大）

10/24 (水)

・ホームステイ（３Eキム君・知覧町）

12/１(土)‐２(日)

H.20１/３(木)

・留学生日本文化勉強会(伊集院高校で書道教室、

美山陶遊館で陶芸) 12/22 (土)

・九州沖縄地区留学生交流研修会（佐世保市、長崎市）

12/25(火)‐27(木)

・南さつま市での交流会（３Eキム君参加）

12/29 (土)－H.20１/２ (水)

・国際親善ナンコ大会（隼人町・洗心閣）２/１ (金)

・外国人留学生支援意見交換会及び懇談会　 ２/29 (金)

留学生諸君が学内外を問わず行事に積極的に参加し

て、とても有意義であったという感想を聞いたときには、

留学生担当の統括員として嬉しい限りです。

今後も専門分野の勉強だけでなく、諸行事を通して多

くの方々との交流をも深めて欲しいと思います。

▲▼留学生パーティ
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「自分らしい生き方」について

カウンセラー　　森岡　玲子

相談室を訪ねてくる人たちの訴えはさまざまである。

友人ができない、勉強に集中できない、親と衝突してし

まう、気分が沈むなど・・・。一人ひとりが語るストー

リーは一つとして同一のものはない。しかし、そのスト

ーリーに耳を傾け、その気持ちに寄り添っていく中で見

えてくる彼らの姿はどこか共通しているように感じる。

それは「自分らしい生き方」を模索している姿である。

私たちは、自分らしく生きようとして時に混乱し、か

えって自分らしさを見失ってしまうことがある。それは、

出口のない迷路の中をさまよっているように不安で苦し

い心持ちだろう。Ｖ．フランクルは、人間とは苦悩する

存在であり、そのような苦悩体験にどのように対峙する

かが重要な意味を持つといっている。それは苦しいこと

であるが、本当の意味で自分を大切にするということな

のだと思う。そしてその先に「自分らしい生き方」その

人の「生きる意味」が存在している。

ある講演会で「本当の幸せ」とは自分自身であるとい

う感覚、自分らしく生きているという感覚を感じられる

ことだと語られていた。そしてそのような感覚をはぐく

むのはホッとして一人になる時間であり、それは「自分

になる時間」「起きたまま夢を見る時間」であるとのこ

とであった。そのような時間を過ごす中で「自分らしさ」

が育ってくるのである。

私は相談室やカウンセリングも自分らしさを発見し育

てていく場所であり、時間であると思っている。鏡を通

してでしか自分の顔を見ることができないように、自分

自身の心を見極めようとするとき、心を映す鏡が必要で

ある。相談室という守られた場所で、カウンセラーとい

う鏡を通して自分自身と向き合うという体験は、自分ひ

とりで自分自身と向き合うのとは異なる新たな自分自身

の側面を発見するきっかけとなるだろう。その発見され

た新しい自分もまた「自分らしさ」の一部である。

「自分らしい生き方」は簡単に見つけることはできな

い。できないけれども、一人での｢自分らしさ｣探しと信

頼できる相手との「自分らしさ」探しを繰り返していく

中で発見できるものだと思う。ゆっくり、じっくり自分

と向き合い、大切に生きていくことが「自分らしい生き

方」へとつながっていくのだと思う。

私たちは外側の時間の流れに乗りながら生きている。

時には自分自身の時間の流れの中で過ごしてみてもいい

のかもしれない。

《相談室の利用方法》

開室時間は平常授業日の15：30から17：00までです。

相談員はカウンセラーの先生と本校教職員です。毎月、

相談員の名前の入った予定表が各クラスに配布されま

す。カウンセラーの先生は月4回です。時間については

予約もできますので、保健室に申し込んでください。直

接相談員の部屋に行ってもかまいません。ただし、他の

用事と重なっている場合もありますので、そのときは別

の時間を予約してください。学生さんだけでなく、保護

者の方からの相談も受けております。

メールによる相談受付も行っています。

メールアドレスは　soudanshitsu@kagoshima-ct.ac.jp

です。

平成19年度　学生何でも相談室担当

担　当 氏　　名 連　絡　先

室 　 長 三原 めぐみ 0995-42-9057(直通)

相 談 員 松田　忠大 0995-42-9044(直通)

相 談 員 吉満　真一 0995-42-9089(直通)

相 談 員 入江　智和 0995-42-9099(直通)

相 談 員 池田　正利 0995-42-9123(直通)

相 談 員 佐々木正司 なし(退職教員)

相 談 員 持原　　稔 なし(退職教員)

カウンセラー 平川　忠敏 なし(非常勤)

カウンセラー 森岡　玲子 なし(非常勤)

相談補助員 南田　直子 0995-42-9017(保健室)
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科研（若手研究Ｂ）の成果

電気電子工学科　　小迫 雅裕

平成17年度～18年度に科研費・若手研究（Ｂ）を頂

いたので、その成果についてご紹介します。研究題目は、

「高熱伝導・電気絶縁性のポリマーナノコンポジットの

創製と適用評価」です。

Ｈ17年度は、ナノ粒子高速分散機一式を新規導入し、

入手した市販の汎用エポキシ樹脂および高熱伝導ナノフ

ィラー（今回は、ベーマイトアルミナを使用）を混合し

て、ナノコンポジット試料を独自創製した。比較対象と

して、無添加エポキシ樹脂およびマイクロフィラーを添

加したマイクロコンポジットを作製した。走査型電子顕

微鏡を用いてナノフィラーの分散状況を確認した。電気

的特性として、電気トリー寿命をワイブル分析を用いて

評価した。その結果、短時間の電気トリー寿命はナノフ

ィラー5 wt%添加で265 %向上することがわかった。また、

シランカップリング剤（トリメトキシビニルシラン）が

前処理されたナノフィラーが５wt%添加されることで破

壊時間が更に向上することが明らかになった。熱的特性

として、最重要目的である熱伝導率を評価した。ベース

樹脂の熱伝導率の0.20 W/m/Kから、ナノフィラーを

10wt%添加しただけで0.23 W/m/Kに向上することがわ

かった。

Ｈ18年度は、前年度の研究実績を踏まえてデータ蓄積

に努めた。ナノコンポジットの熱伝導率は、従来手法で

ある高熱伝導性のマイクロフィラーを多量充填したマイ

クロコンポジットの熱伝導率には到底及ばないことが明

らかになったため、そのマイクロコンポジットの諸特性

をさらに向上させるべく、少量ナノフィラーをマイクロ

フィラーの隙間に追加添加した試料を新たに独自に創製

した。フィラーはアルミナおよび窒化アルミニウムに絞

り、サイズは100 nm、1 ?m、30 ?mの３種類を用いた。

ナノフィラーとマイクロフィラーの組み合わせと配合比

を検討し、約１０種類の試料を作製した。電気トリー寿

命のワイブル分析結果より、最適なフィラー種類とナノ

サイズとマイクロサイズの最適な混合割合を選定するこ

とによって電気トリー寿命を最長にできることが明らか

になった。耐部分放電性も同様に向上できた。熱伝導率

を評価した結果、ナノ・マイクロ複合フィラーによるコ

ンポジット試料は1.6 W/m/Kを上回る結果が得られた。

最後に、本研究の成果として、ナノ・マイクロ複合フィ

ラーによるエポキシ・コンポジット試料を作製すること

で、熱伝導性と電気絶縁性の双方を同時に向上できると

確証することができた。今後、更なる研究成果に繋げて

いきたい。
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桜島火山灰の養浜土砂としての
利用価値を検証する基礎的研究

技術室　　長山　昭夫

この研究は、桜島火山灰が砂防ダムや桜島周辺の河口

付近に堆積していて処理に困っていると耳にしたことか

ら始まりました。養浜土砂に使えるかも！と思い、奨励

研究に応募し採用されました。研究の詳細は鹿児島工業

高等専門学校研究報告第42号に掲載されています。ここ

では研究概要を説明したいと思います。

この研究で使用した桜島火山灰は純粋な火山灰ではな

く桜島にある野尻川河口付近に堆積したもので正確に桜

島流下土砂といいます。発生土砂量は気象条件や火山活

動にかなり左右されます。現在では主に人工島の埋立て

に使われています。

養浜とは、簡単にいうと波浪の影響で砂が無くなると

いった海岸侵食を受けている砂浜に人為的に砂を供給し

て砂浜を回復させてやろうという海岸保全工法で主に米

国や欧州で頻繁に採用されています。日本では予算制度

の問題や法的整備不足などハード面の問題と国内養浜材

料不足や既存環境への影響といったソフト面での問題点

があり、なかなか採用されにくい工法ですが、景観など

の社会的要望の高まりにより将来的には頻繁に採用され

る海岸保全工法のひとつになると思います。

これからも教育・研究を通して微力ながらも社会に対

して貢献できたらと思います。最後に、この研究に関し

て本当に色々な方々に協力していただきました。紙面を

借りて謝意を表します。

養浜の様子

銃断面変化の経時変化

造波水路による実験
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贈る言葉

情報工学科５年担任　　堂込　一秀

5年間の教育課程をすべて修了し技術者として巣立っ

ていく諸君に、心からお祝いを申し上げます。また、こ

れまで暖かく見守ってこられた保護者の皆様には、大切

なお子様の教育を私達に委ねていただいたことに厚く御

礼申し上げます。

1987年度に生まれた諸君は、いわゆる「ゆとり教育」

が適用された「ゆとり世代」と言われています。もっと

も、ゆとり教育という言葉は、1980年度に学習内容と授

業時間数が削減された学習指導要領が施行されたことに

始まり、1992年度からの学校週5日制の開始、2000年度

の総合的な学習の時間の導入、2002年度の内容が3割削

減された学習指導要領の施行と続く、長い年月をかけて

行われた我が国の教育制度改革の基本理念を示す言葉で

す。したがって、諸君の世代だけがゆとり世代というわ

けではありません。しかし、学力低下の懸念を招いたと

いう意味で象徴的だった、2002年度の学習指導要領が適

用された最初の集団ということで、さまざまな場面で注

目されてきた学年といえるでしょう。

実際、諸君が本校に入学した2003年度には、1年生の

科目を担当する先生を中心に、中学校で削減された学習

内容を補うための様々な対策が行われました。私の担当

する科目（情報基礎）でも、中学校で２進数を習わなく

なったことなどに配慮して、授業内容や教え方をかなり

変更しました。しかし、このような対策を施したにも関

わらず、前期中間試験の平均点が前学年に比べて低下し

たため、正直なところ、学習内容の削減は学習する力そ

のものの減退につながったのではないかと不安を感じな

がらのスタートとなりました。

それから5年。諸君は様々な意味で大きく成長しまし

た。1年生の時に私が感じた不安は杞憂に終わり、諸君

は、学年が進むにつれて先輩達と遜色のない実力を身に

付けました。特に、プレゼンテーションの場面では、先

輩達に比べて優れた能力を発揮する人の割合がが多いと

感じます。また、就職活動についても、景気の回復と団

塊の世代の定年退職をきっかけとして、企業の採用意欲

が非常に高い時期に就職活動を行うことができました。

時代の運ということもありますが、希望通りの会社に内

定をもらった人が多かったのではないでしょうか。しか

し、長く続いた不景気の時代に企業が身に付けた「実力

のある人材だけを採用する」という方針は変わっていな

いのも事実です。この難関を突破した諸君は、やはり実

力のある前途有為な人材というべきでしょう。

さて、「虎災愛命偽」という漢字は、何のことか分か

るでしょうか？これは、毎年12月12日に発表される「今

年の漢字」を、諸君が本校に入学した年から順番に並べ

たものです。今年の漢字「偽」は、主催の日本漢字能力

検定協会によると、「相次ぐ食品偽装問題、政界に多く

の偽り、老舗にも偽装が発覚、他にも多くの業界に「偽

装」が目立った年」であったというのが選定の理由だそ

うです。

現代の科学技術は高度に専門化したため、その専門知

識のない多くの人々には全く理解できなくなってしまい

ました。諸君は高度な専門知識を備えた人材として社会

に出ていくわけですが、「偽りのない行動」こそ、専門

知識という大きな力を得た人間に課された使命だと心得

て欲しいと思います。逃げない、ごまかさない、嘘をつ

かない、確信を持ったことだけを誠意をもって言う、当

たり前のことを当たり前にやる。この積み重ねだけが、

諸君を信頼される技術者に育ててくれる唯一の方法で

す。現代の科学技術には、解決しなければならない課題

が山積みになっていますが、諸君の活躍によって、我が

国と世界の科学技術がより良い社会を実現することを期

待しています。

最後になりますが、クラス運営に協力を頂いたすべて

の教職員と関係者の方々に、また、何より卒業生諸君自

身とその保護者の皆様に、各学科の担任を代表して御礼

を申し上げます。

５年間の自分を振り返って…

機械工学科５年　　今里　竜成

早いもので、入学から５年が経とうとしています。私

は学生生活を終え、自動車関連企業に就職します。小さ

い頃からの夢であった「日本の素晴らしい技術でできた

乗り物を全世界に広める事」にまた一歩近づくことがで

きました。技術立国日本を支える技術者の一人として頑

張っていきたいと思います。

最後の学生生活となる高専生活５年間、私は部活動に

徹してきました。入学してメカトロニクス研究部に入部

し高専ロボコンをしてきました。中学時代にロボコンを

経験した事や、兄が居たこともありすぐ打ち解けること

ができました。

私達は５年間で３度の全国大会に行くことができまし

た。2005年度は全国大会ベスト４、技術賞獲得。また、

私が部長を務めた2006年度は九州大会が地元鹿児島で開

催され、２チームで優勝、準優勝、技術賞を獲得するこ

とができました。父兄やＯＢ、後援会や地元の方達が見

守る中、自分達の設計・製作したマシンで成果を挙げる

ことができた時は嬉しさと達成感を噛み締めることがで

きました。ロボコンでは、部品を製作する技術だけでな
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く、物事の考え方やチームマネージメントなど様々な事

を学ぶことができました。時には講義で学んだ事が役に

立ったり、ロボコンを通して学んだ事を再び講義で学ん

だりと、多くの事を学びました。特に部長としてチーム

運営に関わった事は人間性の成長に大いに役立った気が

します。「常に考える事、いかなる可能性も考慮する事、

結果のために手間を惜しまず最大限に努力する事、少し

でも新しい事にチャレンジする事」このようなスタンス

で後輩達も頑張ってくれる事を期待します。

４月からは社会人の仲間入りです。学生と違い、社会

人は常に責任と隣り合わせです。もちろん不安もありま

すが期待もあります。大きな仕事や自分の好きな仕事、

やりがいのある仕事を任せてもらえるよう精一杯頑張り

たいと思います。

最後に、ご指導いただいた機械工学科をはじめとする

先生方、技術職員の方々に感謝の意を表したいと思いま

す。

５年間本当にお世話になりました。ありがとうございま

した。

卒業にあたって

電気電子工学科5年　　森永　和也

鹿児島高専に入学して早5年がたった。入学当初は親

元を離れての寮生活など大変な事が多かった。そんな中、

同部屋の先輩、部活の仲間、そして何よりクラスメート

に恵まれ、楽しく学校生活を送ることができたと思う。

１～3年では野球部に所属し、文武両道に励んだ。最

後の夏の県予選の後に退部したが、その後も変わりなく

話しかけてくれる仲間の優しい声がとても温かかった。

4年の時は電気主任技術者の試験に挑戦し、合格する

ことができた。また、最後の体育祭では応援団の部門で

優勝し、最高の思い出になった。工場見学では大阪へ行

き、大手企業の工場を見学でき、進路決定の参考になっ

た。帰省の飛行機が悪天候のため飛ばず、数人でファミ

レスで一夜を過ごしたのも今となってはいい思い出であ

る。

5年の時は何といっても大学入試があった。就職する

か進学するかで悩んでいたが、担任から長岡技術科学大

学の特待生の話を受け、興味深い研究室があることを知

り、受験することを決意した。スーパーVOS特待生とし

て合格することができたのも、電気電子工学科の先生方

の日頃の指導によるものだと思う。12月には福岡での応

用物理学会に参加し、はじめて学会の空気を味わうこと

ができた。直後の中間試験はボロボロだったものの、来

年からの大学生活に大きな自信となった。また、今年は

クラスの総務をさせてもらった。とにかくこのクラスは

元気があり、楽しいクラスであった。時間が経つのは速

く、もう卒業の時期になった。就職や進学でみんなばら

ばらになってしまうが、みんなにも共に過ごした時間を

忘れないで欲しい。

あっという間の5年間であったが非常に充実して思い

出が詰まった5年間であった。鹿児島高専の電気電子工

学科に入学して、すばらしい先生方や最高のクラスメー

トに出会えてよかった。卒業後もここで学んだことを生

かしていきたい。

五年間を振り返って

電子制御工学科５年　　芝　　健一

朝四時に起きて、ドライヤーで先輩のソックスを無心

で乾かし、グランドを整地して、六時には練習がスター

ト。サッカー部の１年生は大変です。合宿所の洗濯機が

二層式のときは、ホントに泣きそうになりました。

私は五年間サッカー部でした。多分、一番下手な部員

でした。試合に出ると、チームメイトからシュート禁止

令と、ドリブル禁止令が、でました。あんまり言うとイ

タイ話になるので、やめておきます。

でも、最高の五年間でした。みんな、チームのために

燃えました。今は、引退しましたが、忘れちゃいけない

ことを、たくさん学ぶことができました。

学校生活で思い出に残っているのは、毎週ある実習の

時間です。溶接では、酸素のネジを逆に回したり、ロボ

ットアームで隣の人の頭をかすめたり、いろいろ失敗も

しましたが、真剣に取り組んだ分、楽しさが倍増しまし

た。来年からは専攻科に進むことになります。サッカー

部でやったように、専攻科でも何かにバカみたいにガン

バってみたいです。

夢は、世界平和に貢献できる技術者です。世界には貧

富の差が大きい国がたくさんあったり、食糧、水、不足

が原因で戦争が起こったりしています。そのような問題

を、解決する力になろうと思います。そのためにも、し

っかり勉強して、基礎を固めたいです。特に制御系の分

野に興味があるので、理解できるまでやっていきます。

また、語学力もつけ、専攻科在学中に海外に行こうと考

えています。サッカー部時代、毎日こつこつやった練習

や、自分なりに考えた練習が、自分の力になりました。

専攻科でも、授業を理解して、毎日制御系の勉強と、英

語の勉強を、やっていきたいです。

下手でも、諦めないで夢に向かって、粘り強くいきた

いです。
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高専生活を振り返って

情報工学科５年　　安藤香菜美

鹿児島高専に入学して早5年の月日が流れました。

思い出はたくさんありますが、特に心に残っているも

のを紹介していきたいと思います。

まず、1年生での全国高専大会。地元開催で全国優勝

という快挙を、先輩方が目の前で見せてくれました。あ

の時にもらった感動は、今でもはっきりと覚えています。

そして何より「やればできる」という大切なことを教え

てくれました。

次に、3年生の春休みに行ったカナダへの語学研修。

初めての海外という事もあり、緊張と不安でいっぱいで

したが、多くの人々のやさしさに触れることができ、と

ても温かな時間を過ごすことができました。ホームステ

イ先は、もう1度帰りたいと思わせてくれる素敵な家族

でした。自分にとって、とても貴重な経験だったと思い

ます。

４年生の高専祭では、櫓(やぐら)絵で「イチロー選手」

と「ゲド戦記」を描いて優勝することができました。あ

んなに大きなモノを仕上げた時の達成感は、これから先

なかなか味わうことのできないものでしょう。

そして、５年生での就職活動。行きたい会社は3年生

くらいの頃から決まっていました。しかし、初めはわか

らないことだらけで、何をしなければならないのか、ど

うすればいいのか全くわかりませんでした。でも、たく

さんの先生方に助けていただき、自分のなりたいものに

就くことができました。自分にその仕事ができるのかど

うか大きな不安はありますが、新しい場所で頑張ってい

きたいです。

入学当初は「5年もある」と思っていた、高専生活が

終わろうとしています。ここで出会った人達に会えなく

なること、ここになかなか来られなくなることはとても

寂しいですが、同時に大きな充実感もあります。ここで

得たもの、学んだことをこれから生かしていきたいです。

最後に、鹿児島高専でご指導頂いた先生方、そしてこれ

まで支えてきてくれた両親に、この場を借りて御礼申し

上げます。

本当にありがとうございました。

卒業にあたって

土木工学科５年　　上三垣かおり

この鹿児島高専に入学してからもう５年も経つようで

す。いま振り返ってみると本当に短い時間だったと感じ

ます。わたしは実家が土建屋であるということもあって

親近感のある土木という学科を選びました。専攻は？と

人に聞かれて答えるといつも驚かれる土木ですが、５年

間勉強してみて本当にこの学科にしてよかったと思って

います。

入学当初の高専の印象は女の子が少ない！でした。５

年間も長いよーって思っていましたが、実際生活してみ

ると高専祭・工場見学・クラスマッチ等のイベント事も

クラスも先生方も面白く、あっという間でした。寮に入

ったこともあって違う学科の友達もでき楽しい時間を過

ごせました。

勉強面については、授業でたまにのんびりした空気に

耐えられず眠ってしまい注意されることもありました

が、ノートだけはしっかり取り試験前は計画を立てて復

習していました。それから中学の頃から苦手だった英語

だけは少しずつ勉強していました。

１年のときから漠然と大学編入を考えていたのですが

しっかり考えだしたのは４年になってからでした。大学

の試験内容など調べれば調べる程、もっと真剣に授業を

聴いていれば良かったと後悔しました。それに気づいて

からは休みの日なども全ての空き時間を返上して勉強し

ました。先生方にはお忙しいなか解説をしていただき迷

惑をかけてしまいました。大変助かりました、本当に感

謝しています。

最後に、志望していた名古屋大学へ進路が決まり、周

りの支えがあるからこそ今の自分があるんだな、と心か

ら思いました。高専生活は多くのことを経験でき、多く

の人と知り合い、多くのことを得ることができ、とても

充実したものでした。ここを卒業しても高専で学んだこ

とや思い出を忘れずに頑張って成長していこうと思いま

す。５年間一緒に過ごした友達、お世話になった先生方、

職員の皆様、本当にありがとうございました。
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専攻科を修了するにあたって

電気情報システム工学専攻2年　　大迫　奏枝

２年前、進路を決める際、私は就職を考えていました。

しかし、未熟である自分がこのまま就職していいものか

と悩みました。そして、悩んだまま就職するよりはしっ

かり勉強したいと思い、専攻科へ進学を決めました。専

攻科への進学は他の大学への編入と違い、周囲の環境に

大きな変化がありません。刺激が少ないといえばそうな

のですが、落ち着いて勉強や研究に取り組むことができ

ます。また、少人数制なので、講義でわからないところ

などがあれば気軽に質問することもできました。

専攻科１年目は授業がびっしりと詰まり、毎週レポー

トに追われ、目まぐるしい日々を過ごしました。2年目

は授業数がぐっと減り、時間に余裕はできるのですが、

学外発表や、学位取得対策の勉強などやるべきことは多

くありました。専攻科では、大卒の資格を得るために、

学位授与機構の試験を合格しなければなりません。試験

には論文審査と小論文試験があり、小論文試験は自分の

研究に関わる事項全てが範囲なので勉強が大変です。先

生方に想定問題を作っていただき、毎日コツコツとそれ

を解くことで、自分の研究に対する理解を深めました。

そして卒業後は、鹿児島県内の企業に就職が決まって

います。就職活動では、学校推薦もありましたが、私は

自由応募で、様々な会社の見学会や、説明会に参加しま

した。そこで会社の多様さに驚いたり、他の大学の学生

と高専生との違いにとまどったりしました。本科生でも、

会社見学会や説明会に参加してみたほうが、自分の世界

が広がり、良い経験になると思います。私は今でもまだ

未熟であることは変わりませんが、就職活動を通して、

社会へ出ていく心構えはできたと思います。4月から、

新社会人として頑張りたいと思います。

最後に、担当教員として指導してくださった加治佐先

生をはじめとする多くの先生方、そして高専関係者の皆

様に、感謝します。今まで本当にありがとうございまし

た。

修了するにあたって

土木工学専攻　　現王園真二

専攻科に進学してからの日々を振り返ってみると、長

いようであっという間に過ぎた2年間だったと思います。

私の専攻は土質力学で、研究のテーマは「桜島におけ

る流出土砂の非排水三軸圧縮・伸張せん断特性」です。

この研究では、現在人工島の埋立用材として有効利用さ

れている桜島流出土砂が、地震時に液状化を起こした場

合を想定し、実験によって地震時の桜島流出土砂の物理

的な性質を明らかにする事を目的としています。5年生

時の卒業研究を引き継いだので約3年間この研究に携わ

ってきましたが、初めの内は研究に対する知識がほとん

ど無く、実験も何度もやり直しを行うなど、失敗の連続

でした。しかし専攻科に進学してからは指導教員の岡林

先生をはじめ各先生方のご助力を頂きながら、研究に対

する理解を徐々に深めていく事ができ、充実した研究活

動を過ごすことができました。また研究室の後輩を指導

する事によって、教える事の難しさや、自分の伝えたい

事を理解してくれた時の嬉しさを経験できました。

研究以外でも、本科で学ぶ事柄より更に高いレベルの

講義を受けたり、学会発表や学位論文試験、TOEIC試

験など難しくもやり応えのあるものが沢山あり、充実し

た学生生活を送る事ができました。一人では解けない難

しい問題もありましたが、各先生方に直接指導して頂い

たり、同級生の友人たちと話し合いによって解決できた

事もありました。友人たちには勉強以外の様々な事でも

助けられ、彼らのお陰で自分の学生生活はとても楽しい

ものになったと思っています。専攻科を修了した後は友

人たちと会える機会も少なくなってしまうと思います

が、これからも変わらない付き合いをしていきたいです。

このように私は鹿児島高専に入学してから修了するま

での間に、多くの事を学ぶ事ができました。特に、目的

に向かって努力を続ける事と、人とのつながりを大切に

する事は就職して社会人の一員になっても重要な事であ

ると思います。これからも、専攻科の2年間と本科の5年

間を通して得た事を忘れず、常に向上心をもってチャレ

ンジしていきたいと思います。

最後に専攻科への進学を志している後輩の皆さんに、

一言アドバイスを送ろうと思います。専攻科は努力を忘

れず研究や講義に一生懸命取り組めば、必ず自分の力に

なる環境がそろっています。是非、目標をしっかり見据

えて、有意義な学生生活にしてください。
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卒業生の就職・進学一覧及び修了生の就学進学一覧

＜機械工学科＞

富士通（株）

富士重工（株）

三井造船（株）

河村電器産業（株）

エイム（株）

大和製罐（株）

（株）アルバック

京セラ（株）川内工場

（株）ＪＡＬ整備東京（２名）

三菱自動車エンジニアリング（株）

（株）ダッド

シャープ（株）

（株）ＪＡＬ整備成田

オリンパス（株）

ＴＰＥＣ（株）

（株）ニコン

キャノン（株）

鹿児島高専専攻科（６名）

宮崎大学（２名）

熊本大学（２名）

九州大学（２名）

九州工業大学（２名）

＜電気工学科＞

独立行政法人国立印刷局

（株）鹿児島銀行

関西電力（株）（２名）

ダイハツ工業（株）

ソニーセミコンダクタ九州（株）

西日本旅客鉄道（株）

鹿児島空港エンジニアリング（株）

ＮＯＫ（株）

（株）ユピテル鹿児島

大分キャノン（株）

東海旅客鉄道（株）

中部電力（株）（３名）

九州旅客鉄道（株）

（株）日立ビルシステム

大阪ガス（株）

鹿児島高専専攻科（４名）

豊橋技術科学大学（３名）

長岡技術科学大学（３名）

埼玉大学

熊本大学（２名）

九州工業大学（４名）
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＜電子制御工学科＞

トヨタ車体（株）

キャノン（株）（２名）

（株）安川電機

ダイハツ工業（株）（２名）

アイシン精機（株）（２名）

シャープ（株）

（株）ＪＡＬ航空整備成田（３名）

関西電力（株）

京セラ（株）国分工場

京セラ（株）隼人工場

大阪シーリング印刷（株）

（株）日立メディコ

日立化成工業（株）

（株）森精機製作所

日立ビルシステム（株）

コマツ製作所（株）

（株）シーアールイー

（株）テクノ２１グループ

陸上自衛隊

鹿児島高専専攻科（５名）

九州大学

豊橋技術科学大学（４名）

鹿児島大学（２名）

九州工業大学（４名）

＜情報工学科＞

（株）ＪＡＬ航空整備東京（２名）

（株）富士通システムソリューションズ

（株）富士通九州システムエンジニアリング

（株）リンクウエア

ＣＴＣテクノロジー（株）（３名）

京セラ（株）国分隼人工場（４名）

（株）日立アドバンストデジタル

（株）ＮＨＫアイテック

東芝プロセスソフトウェア（株）

デンソーテクノ（株）

富士通（株）（２名）

ＮＥＣネッツエスアイ（株）

パナソニックＩＴＳ（株）

オリンパスソフトウェアテクノロジー（株）

ＮＥＣモバイリング（株）

防衛省

ＮＥＣネッツエスアイ・エンジニアリング（株）

（株）テクノカルチャー

（株）ＮＴＴデータフロンティア

西日本旅客鉄道（株）

鹿児島高専専攻科（２名）

豊橋技術科学大学

鹿児島大学

九州工業大学（４名）
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＜土木工学科＞

日本貨物鉄道（株）

ＪＦＥシビル（株）

西日本旅客鉄道（株）（６名）

五洋建設（株）

電源開発（株）

三菱重工（株）長崎造船所

九州電力（株）

オリエンタル白石（株）

ライト工業（株）

横河ブリッジ（株）

南日本コンサルタンツ（株）

日本貨物鉄道（株）

三菱重工（株）神戸造船所

大阪ガス（株）

東海旅客鉄道（株）（２名）

ブリッジエンジニアリング（株）

（株）ガイアテック

東京電力（株）

インフラテック（株）

塩見ホールディングス（株）

鹿児島市役所

進学（鹿児島高専専攻科）

長岡技術科学大学

名古屋大学

鹿児島大学

熊本大学（２名）

宮崎大学

＜専攻科＞

機械・電子システム工学専攻

ソニーセミコンダクタ九州（株）

（株）森精機

富士通（株）

高砂熟学工業（株）

いすゞエンジニアリング（株）

シチズンセイミツ鹿児島（株）

トヨタ車体（株）

長岡技術科学大学

九州大学大学院（４名）

北陸先端科学技術大学大学院

電気情報システム工学専攻

（株）渕上ミクロ

ダイセル化学工業（株）

（株）日立製鉄所

リコーソフトウェア（株）

トヨタ自動車九州（株）

日東電工（株）

京セラコミュニケーションシステム（株）

富士通（株）

パナソニックエレクトロニックデバイス（株）

竹田設計工業（株）

土木工学専攻

（株）大阪ガス

（株）三建設備工業（２名）

（株）ヤマサキ

（株）熊谷組

コーアツ工業（株）

福岡大学



－60－

退職のご挨拶

電子制御工学科　　坪井　克剛

この３月で定年退職いたします。鹿児島高専にお世話

になったのは４年間という比較的短い期間でしたが、数

多くの貴重な体験をさせていただきました。

①　赴任後の最初の入学式は、一般企業の勤務経験しか

なかった私にとって非常に新鮮な感動でした。高年者

ばかりの職場になれた目からみて、中学校を卒業した

ばかりの新入生の若々しさには、これからの教員生活

への意欲を強く掻き立てられました。今でも学生諸君

からの活力をもらい続けており、大いに若返って退職

後の生活に入ることができ幸せです。

②　高専祭の櫓絵や応援合戦については、企業勤務時代

にも高専出身社員からの話で聞いており、朧気ながら

想像はできました。しかし、現実に接してみて聞きし

に勝る熱気に圧倒されました。今後もぜひ継承して行

っていただきたい行事だと思います。

③　教育面では、設計などの業務のために自分で使って

いただけの狭い知識では不十分であることを痛感しま

した。向学心旺盛な学生に接するには、より広く緻密

に構築した知識が必要になります。これに応えられる

ように努め、また同僚からのご指導もいただき、私自

身も貴重な勉強をさせていただくことができました。

退職というよりも、学び舎を卒業するような気持ちも

します。

④　あまり歓迎できない体験でしたが、恐怖のマシンだ

った刈払い機が使えるようになりました。

⑤　私生活では温泉の豊富な当地の利点を満喫させてい

ただき、大いに健康増進ができました。

退職するに当って心残りもあります。教員は、教育指

導ばかりでなく研究（特に外部資金を獲得できる研究）

も重要とは認識しておりましたが、教育に手一杯で、外

部資金どころか十分な研究成果も残せないで終ることは

残念です。単身赴任しておりましたので、退職後は自宅

のある長崎に戻ります。今後は非常勤講師などとしての

埋め合わせもままならず、より一層の無念さを感じます。

少子化時代を迎え、入学希望者が少ない学校は統合や

規模の縮小を迫られるという厳しい状況のなかにあって

も、鹿児島高専は、皆様方のご奮闘によりますます発展

して、有為な人材を輩出し続けられることを願ってやみ

ません。

定年退職にあたって

事務部長　　倉狩不二男

「光陰矢の如し」とはよく言ったもので、早いもので

定年を迎えました。改めて歳月の流れの速さには驚かさ

れます。団塊世代の一人である。この世代はある意味、

我が国の戦後復興期の申し子であり、日本の発展と共に

歩んで来た。少なくともそんな世間を健気に生きてきた

世代である。子供の頃、小さな片田舎で過ごしながらも、

周囲の目は「戦後生まれ」として、何か新しいものの象

徴のような雰囲気があったことを記憶している。そのた

めか自分の意識のなかでは、常に古い殻に閉じこもるこ

とを嫌い、新しいものを探していたように思う。想えば、

三十八年前折しも学生運動はなやかな時期に東京水産大

学に奉職後、鹿児島大学・鹿屋体育大学・有明高専・九

州工業大学・琉球大学・千葉大学・鹿児島高専に勤務さ

せていただいた。「月日は百代の過客にして、行きかふ

年も又旅人也」との心境で、新たな出会いを追いながら

の「大学人としての旅」も無事終着である。それぞれの

勤務先で多くの方にご支援・ご指導をいただきながら今

日にたどり着いたと感謝している。永い公務員生活を振

り返ると、いろいろあったがなかでも、大きな転換期は

やはり国立大学の法人化であった。いつの間にか国家公

務員から労基法の対象となる法人職員に身分も変わり、

高専も護送船団方式から、制度改革を機に、個々の高専

がその地域性や特徴をどのように活かして生き残るか厳

しいせめぎ合いを行なっている環境となった。我が鹿児

島高専だけは校長のリーダーシップのもと競争に打ち勝

って、最後まで生き残ってもらいたいと願っている。本

校には３年間の勤務でしたが教職員を始め、後援会役員

の皆様や保護者の皆さんにご理解とご協力・ご支援をい

ただきながら、楽しく勤務できたことに対し、感謝の念

で一杯です。

退職後は、15年余りの単身赴任生活でしたのでうまく

家庭に入れるか多少不安もありますが、奥さん孝行に務

めたいと思っています。

最後に鹿児島高専のますますの発展と職員各位のご多

幸・ご健勝を祈念いたします。

お世話になりました。さようなら。
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団塊の世代……卒業（定年）である

学生課　　服部　寿夫

よく人から、何処で仕事をされているのですか？と聞

かれることがあり、「高専です」と答えると、10人が10

人、先生ですか？何を教えているのですか…云々…「い

いえ、事務員です。」（いちいち答えるのが面倒でした）

外の人から見れば、学校で仕事をしている人は皆、先生

なのでしょうね…

ところで、高専だよりの原稿依頼がありました。退職

を迎えての執筆依頼です。自分ではまだまだ先のことと

しか思っていませんでしたが、いよいよ現実的なことと

なり、後何ヶ月と暦を数える今日この頃です。

さて、今思えば、よくも40年余り鹿児島高専で頑張っ

てきたと…

私の高専での仕事は、庶務課図書係をスタートに、会

計課、学生課といろいろな仕事をさせていただきました。

今振り返ると、学生課での仕事が一番楽しんでやれたと

思っております。これも、上司、同僚、そして後輩に恵

まれたためだと感謝しております。

昔を顧みますと、大変だったことばかりが甦ります。

最初の図書係にいるころ、図書は貴重品として扱ってい

ました。先生でも学生でも、本を乱暴に扱いでもしたら

注意したことを覚えています。教務係での思い出は…試

験問題の印刷です。今でこそ、コピー機があり何枚でも

コピー出来ますが、昔はガリ用紙を輪転機印刷でした。

何百枚も印刷すると、途中で原紙が破れたり、黒くなっ

たりそれは大変な作業でした。でも、刷り終えた時の達

成感は格別で、うれしくてたまりませんでした。また、

成績表の計算は算盤を使い何十回となく計算し直しの連

続でした。今は、パソコンに打ち込みさえすれば、自動

的に計算されます。本当に時代の進化は素晴らしいと感

心するやら羨ましいやらです。（でも現在の仕事は、膨

大な量のデータ処理で大変だと思います）

忘れもしない失敗談もありました…ロボコンについて

です。平成元年か昭和63年のことだったと記憶しており

ますが、当時１枚のポスターが届きました。他の掲示物

と同様に掲示板に貼り付けておきました。しばらくして

当時の事務部長が出張先から電話で「鹿児島高専のロボ

コンはどうなっているのか？」と連絡をしてきました。

それなら、校内の掲示板にポスターを貼っていますよ、

と返事をしたところ…「何処の高専も学校を上げて取り

組んでいるのに、どうして報告しないんだ！」と大変な

剣幕で怒られたのです。以後、ロボコン様々で取り扱っ

たことはいうまでもありません…今では、高専ロボコン

を知らない人は少なくなりました。

まだまだ色々思い出話はつきませんが、最後に鹿児島

高専のますますのご発展と皆様方のご健勝を祈念して、

退職の挨拶とさせて頂きます。

冬来たりならば春遠からじ

技術室　　松元　悦郎

昭和41年４月、恩師から「明日履歴書を持って隼人の

高専に行け｣という連絡があった。翌日、隼人駅で汽車

を降り、たんぼ道を高専に向かった。着くと直ぐ校長室

に通され、初代校長の小原先生の面接を受けました。正

式には４月11日採用と言うことで私の高専生活が始まり

ました。

当時、志学寮の食堂を教職員も利用出来ました。ある

日、昼食を取ろうと電気工学科の南玄関を出たところ

「ヒュウヒュウ」という口笛が聞こえてきました。キョ

ロキョロすると、何と電気工学科棟の屋上から一回生の

女子が私を冷やかしているではありませんか。彼女らの

名誉のために名前はふせますがＭさんとＫさんでした。

これはとんでもないところに来たと思うことでした。

創立期の学生さん達で思い出すのは、彼らの勉強に対

する姿勢でした。現在、本校に奉職されているＮ先生の

お父様と下宿が同じでした。何時寝るのだろうかと思う

ほどよく勉強していました。五回生のＭ君は特に印象に

残っています。私の下宿で、毎週、土曜は徹夜、日曜日

は寮の門限まで勉強をしていました。実験・実習等に向

かう姿勢もしかり。実験器具はおろか実験室も整備され

ていなかった状態だったので、学生さんと寝食を共にし

作業台等「もの作り」に励みました。二回生のＤ君も忘

れられません。５年生の電気工学実験に高圧断路器の開

閉実験がありましたが、諸般の事情で実験は夏休みにし

ていました。Ｄ君は活線状態でスイッチを切ってしまい

断路器一式を破損させてしまい、当時の金で何十万円か

の損害を与えてしまいました。又、電線を体に巻いて

｢人体実験だ・実験だ｣と言って200Ｖをかけた猛者もい

ました。保護者が知ったら卒倒しそうなことを平気でし

ていました。以来40有余年、学生さんと教職員の皆様に

助けられ高専生活を過ごしてきました。その間、色々な

出来事がありました。特に印象に残っている事は、平成

12年４月、文部科学省指導による技術職員の組織化です。

現在３班制のよる全学科への諸支援、課外活動等、ワシ

ントン椰子枝払い機の開発等を通じての地域貢献、特許

取得等、従来の枠を越えた活動が出来る体制を整えまし

た。後輩に引き継ぎますが、皆様に一層期待される技術

室を目指してくれると思います。

最後になりましたが、皆様方のご健康とご多幸を、併

せて鹿児島工業高等専門学校が益々発展しますよう祈念

申し上げます。本当に有り難うございました。
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鹿児島高専を卒業して…

宮崎大学 工学部 材料物理工学科　　小川雄太郎

鹿児島高専を卒業して、1年経ちました。昨年の11月

ごろに高専だよりの原稿依頼を卒業時の担任の先生から

頂いたときは、本当に驚きました。卒業してまだ間もな

いのに“まさか自分に”と思いました。高専だよりは、

卒業して何年か経った先輩方が書くものだと思っていた

からです。私は卒業して大学に進んで頑張っているとこ

ろです。

卒業してみると鹿児島高専での5年間は短く思えまし

たが、よく考えると長いと思えることもあります。高専

での一番の印象は、高校生と違い、学生自身が自ら考え

て学校行事や課外活動などを行なえるところです。特に、

クラスマッチ、文化祭・体育祭の高専祭などいろいろな

活動を学生全体で運営できる非常に良い環境の学校で

す。また、私は普通の寮生でしたが、積極的に寮生会、

各班長が中心となっていて点呼、部屋替えなど寮のあら

ゆる面の運営を行なっていたのが印象に残っています。

さて、年中行事だけではありません。学生の使命でも

ある勉学があります。低学年のうちから専門教科、実

験・実習があり、高専は高い知識と技術力を低学年から

学ぶことが出来る学校です。また、会社に就職できるし、

さらに、専攻科あるいは大学進学でき、幅広い選択が出

来る。進路選択は非常に難しいですが、自分が納得いく

選択をしてください。私は、高専では電気工学科でした

が、大学では物理系の学科に所属していますが学ぶ基本

は変わらないと思います。確かにはじめて習う教科（分

野）もありますが…。

私も勉強の途中ですが、在校生の方も是非頑張って勉

強してください。また、今年度“偽装”がメディアで数

多く取り上げられ問題となっている中で、特に技術者は

『相手の立場で物事を考える』ことが大切だと思います。

最後になりますが、今後の鹿児島高専のますますのご

発展と、先生、職員、在校生の方々のご健康とご多幸を

祈念いたします。

社会人となって

森永製菓株式会社　　藤崎　　萌

こんにちは。急に執筆依頼を頂いたので、何を書こう

かと悩みましたが、私が社会人になって感じたことを簡

単に書こうと思います。

入社して初めに感じた事は、学生と社会人の違いです。

社会人は当たり前ですが、夏休み、冬休みはありません。

もちろん遅刻、さぼりというものもできません。しかし、

もっとも違うのは一人一人の行動や意識の違いです。自

分がその会社に入社してしまったら新入社員であろうが

その会社の顔というものになります。自分が何気にとっ

た行動一つが会社に大きく影響したりします。それに学

生の時はテストで赤点さえとらなければいいという考え

でしたが、社会人というものはただ頭がよければいいと

いうものではありません。もちろん、頭の回転が速いと

いうことは大きな武器になりますが、上下関係をはじめ

とする人間関係を上手く築き上げていく能力は必要で

す。そして、自分が成長するチャンスをとらえてそれを

生かしていく為に、毎日様々な事を考えていかなければ

なりません。

近況としては、製菓会社に入社した事もあり、今まで

以上に食べ物に興味を持つようになりました。コンビニ

やスーパーなどに行くと必ずと言っていいほど食品や菓

子の売り場に行きます。そして、他社の新発売のお菓子

など必ず食べたりチェックしたりします。そのために少

し？太ってしまったりしますが･･･。でも、お菓子は大

好きだし、目の前で自社製品が売れるととても嬉しくな

ります。時には怒られたりしてへこむ事もありますが、

自分がお菓子を好きで選んだ道なので、毎日がとても充

実しています。

最後に、後輩の皆さんも会社に入る時、会社を選ぶ時、

給料がいいからとか休みがたくさんあるからとかではな

く、自分が何をしたいのか？何が得意なのか？などで考

えてほしいと思います。自分が目標を持って入社し、仕

事を頑張ると、仕事後のビールは最高ですよ！！！簡単

ではありますが、これが社会人になった私からのメッセ

ージです。
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高専生活を振り返って

情報工学科17期生　　佃　　勇気

まずは、皆さん御卒業おめでとうございます。これか

ら専攻科や大学、そして社会に出て行くわけですが高専

卒業は大きな区切りになると思います。環境がガラリと

変わり色々と不安があるかと思いますが、高専で５年間

学んだことは決して無駄になりません。高専生活で体験

したこと全てが皆さんの財産となるでしょう。特に、印

象に残っているのが寮生活に高専祭。

大学寮や独身寮など寮は確かにありますが、高専寮の

あの独特の雰囲気は間違いなく、他には無いものです。

私も一年半弱、高専寮に住んでいました。当時は文句ば

っかり言っていました。夜になれば問答無用で電気は落

ちるし、風呂は混む。飯も決して美味いとは言えないし、

ＴＶもない。でも、常に友人が傍に居る。

高専祭も良い思い出です。私は、残念なことにバイク

で事故を起こし怪我をしてしまった関係で、一番楽しい

であろう４年の応援団には参加できなったのですが、代

わりに櫓組みと体育祭DVDの撮影をしました。当時は、

まったく余裕がなくドタバタしていたのを覚えていま

す。体育祭一週間ぐらい前に、友人が二人も『櫓が崩れ

る夢を見た』なんて不吉なことを言い、不安になったの

をよく覚えています。冗談のような本当の話。

卒業してからは、なかなか皆と会うことは出来なくな

りました。しかし、まったく変わってません。５月のゴ

ールデンウィークは鹿児島・大阪・東京それぞれで飲み

会やって、電話で話しました。８月に同窓会をして２４

人集まりました。殆どの人が徹夜で２次会。この原稿を

書いているのが１１月終わり頃なのですが、冬の同窓会

は３０人来る予定です。

思い出ばかり振り返っても面白くないので、最後に大

学編入する人へアドバイス。

大学は、高専と違い良くも悪くも自由です。時間も高

専時代からは考えられないぐらい余ります。遊ぶもバイ

トするも勉強するも自由。何か目標を持ってください。

なんでも良いです。じゃないと腐ります。手抜きしよう

と思えば、いくらでも手抜きできます。ただ、結果は全

て自分に返ってきます。これからの２年、楽しい２年に

なるか惰性で過ごす２年になるかは、本人次第です。

皆さんの行く道が楽しいものであることを祈っていま

す。

卒業して思うこと

東日本旅客鉄道株式会社　　松崎　麻美

早いもので卒業してから半年以上が過ぎました。私は

東日本旅客鉄道株式会社に入社し、現在東京支社の東京

土木技術センターというところに配属されています。土

木技術センターは日々の列車の安全運行と将来の列車の

安全運行を保障できるように土木構造物を維持・管理す

るという役割を担っています。なかでも東京土木技術セ

ンターは、東京２３区内の土木構造物を担当しており、

首都圏輸送に大きく関与しています。私は主に鉄道工事

の発注業務をしています。見積書とのにらめっこは肩が

凝ります。

私は就職するまで、土木というのは道路を作ったり橋

を架けたりとかなり大規模なものだと思っていました。

しかし、私が今やっている仕事は既存する土木構造物を

メンテナンスする保守土木と呼ばれるものです。小規模

なものだと階段のがたつきを直す工事や、土留壁に描か

れた落書きを消す工事など、大規模なものだと駅のホー

ムと電車の離れをできるだけ小さくする工事や、高架橋

の耐震補強工事などがあります。土木って幅が広いんだ

なぁと卒業してからしみじみ感じました。

卒業して思うことは、もっと勉強しておけばよかった

と思うことです。こんなことを書くと先生方が怒るかも

知れませんが、学生の頃は勉強なんて社会に出たら意味

がないと思っていました。しかし、仕事をする中でもっ

ときちんと勉強しておけばよかったと思うことがよくあ

ります。勉強したことは必ず役に立ちます。遊びも大事

ですが、しっかり勉強して社会に出ることをおすすめし

ます。

今は鹿児島を出て東京で生活しています。鹿児島を離

れるのは不安で、嫌になったら飛行機ですぐ帰れると言

い聞かせて上京しましたが、周りは優しい人ばかりで楽

しく過ごしています。時々鹿児島が恋しくなりますが、

東京も悪いところではないです。

社会人になってから、学生のときは楽しかったと懐か

しく思うことがあります。学生の皆さん、悔いのない学

生生活を送ってください。
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高専で学んだこと

三菱重工業　長崎研究所

材料溶接研究室　　田実　洋一

卒業してから早7年が経ち、社用にて久々に学校に戻

ってきました。校門をくぐってまず目に留まったのは、

専攻科専用校舎の存在です。それほど高い建物ではない

のですが、私が知っている古臭いイメージとは程遠いき

れいな建物がたっていました。また、校舎には、自動ド

アや照明の自動点灯センサが設置されており、教室に入

るとエアコン、プロジェクタ、スクリーン完備と、当時

とは比べものにならないほど授業環境が整備されていた

ことに驚かされました。

私は、高専卒業後、三菱重工業長崎研究所に入社し、

各種材料や製造技術に関する研究を行っております。会

社に入る前は、機械科出身の自分が材料に関する仕事な

どできるのだろうか？と非常に不安を感じておりました

が、入社8年目となり、何とか仕事にも慣れてきました。

今日私が、この仕事をさせて頂けるのも、高専生活を通

して、次の2つのことを学ぶことができたからだと思い

ます。

一つめは、計画を立てるということです。入学して初

めての中間テストでは、直前まで何もせず、徹夜で勉強

することでやったつもりになり、いざテストを受けてみ

ると、散々な結果だった、ということがありました。以

降、計画的に早めのテスト対策を行い、当日は、睡眠を

十分とって挑むようにすることで、結果もそこそこ？つ

いてきました。仕事も同じで、仕事に追われてしまうと、

色々な見落としが発生し、仕事が遅れることで、他人に

迷惑を掛けてしまいます。

もう一つは、人間関係の重要性です。高専時代は、勉

強だけでなく、部活や寮生活、応援団等を通して、多く

の仲間を持つことができました。会社に入ってからも、

高専時代に近いのりで、先輩、後輩、同期達と楽しくさ

せてもらっています。色々なところに仲間がいれば、仕

事で分からないことや困ったことがあっても相談しやす

く、アフター５もきっと楽しいものとなるはずです。

学生のみなさんは、高専生活を終え、いずれは就職さ

れることと思います。今しかできないことを経験し、失

敗を重ねることでたくさんのことを学び、自分なりの教

訓をもって頑張ってください。私も、高専の名に恥じな

いよう、頑張っていきます。

最後になりますが、今後の鹿児島高専のますますの発

展と、在校生、先生、職員の方々のご健康とご多幸を祈

念いたします。

話す力

電気電子工学科　第39期生（H18年卒）

（九州電力（株）福岡支店　久留米営業所　系統保全グループ）

今吉　敏也

高専生のみなさん、こんにちは。私は一昨年、鹿児島

高専を卒業し、九州電力へ入社しました。現在は配電と

いう、当社の技術職の中では最もお客さまと接する機会

の多い部門に所属しています。主な仕事の内容としては、

不良と判断された電柱・電線または変圧器を取り替えた

り、そのような不良な設備を見つけるための巡視をした

りしています。入社当時ははっきり言って“地味で単純

な仕事”そんなイメージでしたが、現場は一つとして同

じものはないため非常に経験値の要する仕事であり、特

にお客さま対応に苦労しています。私は元々、口が達者

な方ではなかったというのもあると思うのですが、会社

に入って一番“話す力”という能力は必要不可欠である

と感じています。先程も申し上げたとおり私の業務では

お客さまや関連会社の方と話す機会が多く、その中で最

も厄介なのが苦情の電話でした。電気があって当たり前

となってしまった現代、台風などの災害時であろうとも

電気を停めてしまえば苦情の嵐となります。それ以外で

も、「電柱が傾いている」「電線が垂れ下がっている」な

ど様々な苦情の申し出がきます。そんな時に冷静さを失

うことなく対応することができないと、苦情は返って膨

大し、収拾がつかないという事体を招いてしまうことも

あります。また、普段の会社生活においても会議のプレ

ゼンテーションだったり、上司への報告・説明だったり

と、とにかく口を動かす機会が非常に多いです。

“話す力”というものは急に身に付くものではなく、

やはり数多くの経験を積んで身に付いていくものですの

で、みなさんは学生時代の今から少しでもそういった事

を意識して学校生活を送ることで力は身に付き、将来必

ず自分の武器となってくれると思います。特に４、５年

生は卒研等のプレゼンテーションもあると思うのでチャ

ンスだと思って積極的に取り組んでみてはいかがでしょ

うか。
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―学生の皆さんへ―

電子制御工学科３期卒　　浜崎　　悟

学生の皆さん、こんにちは。毎日学業や部活動に一生

懸命に励んでらっしゃるでしょうか。

私は1998年に鹿児島高専を卒業し今年で社会人十年目

となりました。このたび学生の皆さんに紙面を通じてお

話する機会を頂きましたので、この十年で感じたことを

僭越ではございますがお話したいとおもいます。

この時期（十二月中旬にこの原稿を書いています）に

なると、四年生や専攻科一年の方たちは、そろそろ進学

か就職かを決めなければならない時期に来ているかと思

います。

ここで重要なことは、自分でしたい仕事（仕事に限ら

ず研究やスポーツでもかまいません）があるかどうかと

いうことです。特にしたい仕事がまだ見つかっていない

方は、できればそれを見つけるために進学することをお

勧めします。

なぜこのようなことを言うかといいますと、仕事に対

する姿勢が変わってくるからです。現実には自分の希望

した仕事につける人はなかなかいませんが、天職につけ

た人というのはどんな状況でも実に生き生きとことに打

ち込んでいます。またそういう仕事でないと長続きしま

せん。自分でやりたい仕事がある方はぜひその職につく

努力を惜しまず、頑張ってみてください。

また高専を出て職についたほとんどの方は技術者とし

て見られるかとおもいます。今まで教えられていた立場

から一転して、人に専門的なことを説明しなければなら

ない場面が多々起きてきます。

そこで学生のうちにやっておいたほうがいいことは、

日ごろからあらゆるジャンルの情報を集めることに心が

けてください。

人に説明するためにはまず自分が深く理解する必要が

あります。そのためには、前もって多くの情報を持って

いることが理解を深める上で重要となります。

また説明後、質問を受けた場合も多くの情報という引

き出しを持っていたほうが回答をスムーズに行えるよう

になります。

そして人に専門的なことを説明するときは、単純な事

柄に置き換えて説明できるように心がけてください。

これは会社という組織ではよくあるのですが上の人ほ

ど時間がないため下からの報告に対し簡潔にまとめるこ

とを求めてくるので、それに対応するためです。

最後にこれは私が勝手に思っていることなのですが以

下に述べさせていただきます。

技術者は一芸に秀でたものを持っている人を尊敬すべ

きだと常々思っています。そして私も技術者として人に

負けない技術を身につけたいと思っています。学生の皆

様もぜひ人に負けないものを手に入れてください。

グローバルに活躍する技術者になるために

九州工業大学大学院　情報工学研究科　　

情報システム専攻　　新原　竜馬

私は、現在九州工業大学大学院にて情報システムを専

攻しております。近況報告として、私が履修しているコ

ースであるICTアーキテクトコースでの経験とサークル

について簡単に紹介したいと思います。

ICTアーキテクトコースとはICT（情報通信技術）の

先導的技術者として社会に出て即戦力として働けるよう

養成するためのコースです。私は、このコースの事前研

修として特にIT分野で脚光を浴びるインドの大学へ3週

間滞在し、現地の学生と一緒に授業に参加し、IT分野の

レベルの高さを肌で感じることができました。インドの

学生はみな勤勉で、特に、45分で行われる短期集中型の

授業と、学生と先生の勉学への姿勢は印象的でした。ま

た、現地の友人とは現在もメールでやりとりをしていま

す。

また、後期には産業界でおこっている問題に対し、プ

ロジェクトメンバーとして企業のプロジェクトに参加す

るPBL(Project Based Learning)が行われております。

私は、北九州インテリジェントエリア実験という、北九

州市の商店街に現在の無線技術で無線メッシュ網を構築

することと、その特徴を生かした位置情報を用いたアプ

リケーションを市民に提供することを目的としたプロジ

ェクトに参加しています。現在は1月の実験に向けて事

前の準備、実験におわれていますが、得ることは多大で、

充実した毎日を送っています。

私は留学生の友人の協力を得て様々な国からの留学生

と英会話サークル「JAPANGLISH」を結成し、週に１

回２時間程度の英会話を楽しんでいます。さまざまな文

化、感性を持つ留学生とこの感受性が豊かな時期に接す

ることができるのは非常に有益なことであると考え、積

極的に活動しています。

このように、勉学、趣味ともに高専在学中と同様に充

実した日々を送っております。在学生のみなさんも、充

実した日々を送れるよう様々なところに目を向けグロー

バルに活躍できる技術者を目指してはどうでしょうか。
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鹿児島高専と後援会

後援会長　　川添　正剛

縁あって鹿児島高専に長男が入学してから５年が過ぎ

ようとしております。その間、後援会の理事として１年、

副会長２年、そして会長２年と鹿児島高専と後援会に係

わってきました。理事としての１年間は何も判らずただ

当時の竹山会長に引張られるだけで、自分には何ができ

るのかと思っておりました。

そんな中、後援会副会長や会長を仰せつかる事になり、

色々な方のご協力があってようやくその責務を果たすこ

とができそうです。

今年度は４月３日の後援会総会から始まり、理事会を

５回、都城高専後援会との交流会、１年生と３年生の授

業参観、校内清掃について学生会役員との話し合い、県

内５箇所での支部会開催、保護者懇談会、高専祭前の校

内の清掃活動(草刈り)、校長先生との意見交換会と行っ

てきました。

授業参観では、１年生、３年生は実施できましたが２

年生が学校側の都合により実施できませんでした。親元

を離れて集団で生活している子供達の様子を知る上で、

２年生の授業参観も大切な事です。今年は実施していた

だけるよう努力いたしますので、多くの保護者の出席を

お願いいたします。

高専祭に向けての校内の清掃活動(草刈り)は昨年度よ

り行ってきました。今年は約70名の保護者の方の参加が

あり、遠くは内之浦地区からも参加していただきました

事をお礼申し上げます。４時間の作業で日頃学校側も手

の行き届かない自転車小屋の裏など、隅々まで綺麗にな

り感謝されていました。お陰様で素晴らしい高専祭を行

うことができました。来年度も実施いたしますので多く

の保護者の参加をお願いいたします。

支部会は、都合により奄美地区だけが実施ができませ

んでした。支部会開催を心待ちにされていた奄美地区の

保護者の皆様に深くお詫びいたします。

他の５地区につきましては、中学校への学校説明会の

日時に合わせた開催となり、時間的に都合のつかなかっ

た方もいらっしゃたかと思いますが、主事の先生方が近

くまでこられて、色々な質問に答えてもらえる良い機会

ですので、来年度は今年以上に多くの方の参加をお願い

いたします。

後援会活動は、常務理事、副会長、理事、学校関係者

の理解と協力の基、運営しております。今年から副会長

も４名となり、後援会会員であれば誰でも参加できます。

鹿児島高専と後援会そして子供達のために何かしてみた

いと思っておられる方は、遠慮なく後援会室にご連絡く

ださいませ。

会長として２年もの間、後援会の運営にご理解とご協

力いただきました後援会員や鹿児島高専の関係者の皆様

に対しまして、心よりお礼申し上げます。

鹿児島高専と後援会がより良く発展する事を祈願して

おります。

鹿児島高専と後援会と「わたし」

後援会副会長　　花田　義隆

正確に何時頃から鹿児島高専という学校にサッカ－を

とおして関わってきたかハッキリしませんが、昭和54年

４月に県社会人連盟と県学生連盟が別組織となりそれぞ

れリ－グ戦が始まり、一人の審判員として鹿児島高専の

試合の審判をさせて貰っていましたが、全国高等専門学

校サッカ－選手権大会で７連覇した昭和59年の祝勝会

（現在のそれと比べると非常に「ささやかな」）で、部長

の山口先生と山崎監督と　松先生の先生方と小人数の父

母の会の皆様の中に参加させて頂いたことを昨日のこと

のように記憶しております。

当時28歳独身の自分は一級審判員を目指して修行中の

身でサッカ－馬鹿の毎日、学生リ－グの沢山の試合を通

じて修行させて貰いましたが数年後の一級審判員チャレ

ンジは不合格となり、気を取り直して県社会人連盟の仕

事に没頭した時期、山崎理事長に叱咤激励されご指導を

受けながら過ごしてきたサッカ－協会役員の時期、いつ

しか時が過ぎて我が長男を連れて、山崎監督に鹿児島高

専入学の報告と長男のサッカ－部への入部希望をお願い

した日、さらに自分の我が儘を通し県協会役員としての

辞表を山崎先生に手渡した日、その２年後には次男も無

事鹿児島高専入学を果たして、どっぷりと鹿児島高専サ

ッカ－部にはまった自分を、サッカ－馬鹿の私が自分の

息子たちに感謝している次第です。

後援会の仕事は　松先生が土木工学科の長男の担任を

してくださり、前述のような関係で後援会理事を引き受

けたことがキッカケでありました。後援会の果たすべき

役割が大変重要なものであることを分かったのも理事会

に参加させて貰えたからで、後援会会員の皆様にも是非

このことをご理解頂きご協力をお願いいたしながら、現

在後援会の予算規模も相当なものであり「公平・公正」

を大原則にできる限りのバックアップを図れるように努

力していかなければならないと考えております。また学

校側のご理解とご協力を得て、事業参観ツア－や後援会

支部会（各地域で開催）も順調に後援会事業として定着

しつつあり皆様方に感謝いたしているところでありま

す。

後援会の事業として一番目に付くところが各種競技大



－67－

会やロボットコンテスト、プログラミングコンテスト等

の対外行事活動費、TOEIC等の受験費用負担金で、ス

ポ－ツの振興及び教育振興でありますし、また校内事業

としての文化祭や体育祭に於いて後援会主催で学生課と

協力して清掃作業も行っているところです。今年度は体

育振興面でサッカ－部が全国大会40回大会のうち、20回

目の全国制覇を成し遂げたことが特筆されるべきであり

ましょう。学生諸君の頑張りはもちろんなのですが、指

導手当等一切無い中で指導・監督に当たられた先生方の

大変な情熱と、人には話せない苦労や心労を乗り越えて

こられたであろう並々ならぬご尽力のたまもの故、成し

遂げられたものと考えております。

真夏の大変暑い日差しの中で学生諸君と指導の先生方

と父母の会の皆様と、感激・感動・感涙したあの瞬間は

その場所に居合わせた者でないと分かりません。今回の

この20回優勝という記録は多分破られない金字塔であり

ますし、今後も次の新たな優勝に向かって限りない挑戦

を続けてくれると信じております。

後援会は、学生諸君の様々な活動に対して最大限のバ

ックアップをすることが最大の使命であると考えます。

外枠のある限られた予算ではありますが、補助金の支出

においては現状に即した見直しや更なる検討を加え、公

平・公正・公明にを貫き、今後とも努力して参りたいと

考えておりますので、皆様方のご理解とご協力を宜しく

お願いいたします。

支部会に参加して

後援会副会長　　吉満くるみ

支部会開催につきましては、多くの保護者の方々に学

校、寮生活等色々な状況を知って頂き、疑問、質問を直

接ぶつけて頂けるような場を作るということで、６支部

を立ち上げることが出来ました。本格的な支部会を開催

して２年目になりました。

大隈地区支部は、後藤副会長の頑張りによって４回目

の開催となり後任の支部世話役の方も決まり、定着しつ

つあります。鹿児島市地区支部は今年で２年目、他の支

部は初めてでした。

学校側より三主事、各学科長、本校ＯＢの方々に出席

して頂きました。

先生方からは、学習面、生活面、寮生活面等の現状況

報告を頂き、そして学科毎の進級、進学、就職状況等を

知ることが出来、我が子への参考になったのではないか

と思います。

ＯＢの方々からは、学校での勉強の大切さ、友達の大

事さ、社会人としての自覚等経験談を聞かせていただき

大変ためになりました。

保護者からは、寮生活のこと、進級、進学、就職状況

の事など多数の疑問、質問が出ました。

私は、５支部会に参加させて頂きました。各支部によ

り参加者数は異なりましたが、どの支部でも子供を思う

親の気持ちは、同じなのでは？と思いました。

各支部会会場にて、早くこのような会を開催してほし

かった、学校が遠いので近くで開催され良かったです、

次回も楽しみにしています等の声を保護者の方に掛けて

頂き、大変嬉しいでした。それに保護者の方々には、各

会場でのお手伝いをもらい大変有難う御座いました。

この会が何時までも続き、学校との距離が少しでも縮

めて行けたら良いと思います。これからも保護者の方々

のご支援、ご協力を宜しくお願い致します。
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飛躍する後援会

電気電子工学科５年　理事　　吉川　幸子

平成15年に入学した息子と共に始まった私の理事も、

もう卒業を迎えようとしています。長いようで短い５年

間でした。

入学当日、担任だった金岡先生に「ぜひ理事をお願い

します。」と声をかけていただいた時の事をつい先日の

事のように思い出します。

数年前にパートとして高専にお世話になった事、そし

て理事を選出される先生方の苦労も多少は理解していた

つもりでしたので、少しでも手助けになる事が出来れば

と思い理事をさせていただくこととなりました。

それまで高専で働いていた頃は保護者が学校に出向く機

会も少なく、先生方と思うようにコミュニケーションが

取りづらく子供たちがどのような学校生活、寮生活を送

っているのか分からなく心配だという声をよく耳にして

いました。

そして始めての理事会に出席し、後援会役員の方々が

一生懸命色んな事を検討・計画しておられるのにびっく

りしました。

まず、保護者の目を学校に向かせよう！関心を持たせ

よう！学校に来てもらおう！という取り組みでした。

ちょうどその頃、ロボコンの全国大会出場、高専大会、

鳥人間の初めての出場…など行事が多く後援会でも応援

の呼びかけ、後援会独自の行事の企画など活動的に行っ

ていたと思います。

きつかった先生、学生達との韓国岳登山・学生と一緒

に行った花壇の花植え、今思えば楽しい思い出です。

またその一方で学校側も保護者の方々の学食の試食

会、寮での一泊体験入寮、これから自立していく学生た

ちへの料理教室など様々な取り組みをしていただきまし

た。

最近になれば更にパワフルな理事さんたちにより後援

会活動も充実してきて、授業参観やクラス懇談会の開催、

そして待望の各支部会の立ち上げができ保護者の方々、

学校、先生方との意見交換の場として役立てていけるも

のと大変嬉しく思います。

進歩を続け、開かれた高専と共に歩んできた５年間、

わたしも微力ながら成長する事が出来たと思っていま

す。仕事もあり諸行事に参加出来ない事や至らない点も

多々あり後援会役員の皆様にご迷惑をかけたこともあっ

たと思います。

最後に鹿児島高専と後援会の今後ますます発展されま

す事とご健勝を祈願いたします。

本当にお世話になりました。

私が感じた鹿児島高専

電子制御工学科５年　理事　　芝　真由美

小学生の頃、テレビのコマーシャルで家庭へ出向き、

家電の修理をしていた電気屋さん。この店員さんに憧れ

高専を目指した息子が、晴れて電子制御科へ入学し、早

五年。来年度は既に専攻科への入学も決まり、着実に自

分の道を歩み始めているようです。

あの頃、主人や私にとって高専は未知の世界でした。

しかし、入学時に“自宅がすぐそば”という理由のみで

クラス理事を引受させて頂いた事。息子が入学と同時に

高専サッカー部に入部したこと。この二点で、私達は鹿

児島高専の環境・校風・伝統の素晴らしさを多いに味あ

わせて頂く事となりました。

さて、理事の私は常に傍観者の様でありましたが、こ

の五年間で後援会の学校における役割が、目覚ましく発

展した事が分かります。県内全支援部会の発足、授業参

観ツアーの実施、都城高専との交流、校内花植え等々、

常任理事の岩元さんを中心に、歴代の会長、副会長、そ

して理事の皆さま方の積極的な対話や行動が成し遂げた

結果ですね。本当に、皆様の底力には感動させられまし

た。そして、これからがまた、鹿児島高専の新たな伝統

になっていく事を大いに期待する今日この頃です。

さて、サッカー部に入った息子は、五年生最後のこの

夏、全国大会Ｖ20を達成したその歓喜の中無事卒部させ

て頂く事ができました。思えば初めての夏の寮合宿、一

年生部員達は皆、薄汚れた顔に、雑巾の様な練習着をま

とい、それでも目をキラキラさせて、先輩たちの身の回

りの世話をしていました。親としては「エッそこまです

んの？勉強は？！！」と、驚きの日々でしたが、これこ

そが高専サッカー部の伝統である事を知り、また子供達

もそれを理解し、魅力を感じ、日々精進している事を知

りました。この時代、しかも高専の部活動でこの様な熱

い指導をされる先生がいらっしゃるのだと、良い意味で

ビックリ！！文武両道的な指導者がいらっしゃる事も、

この高専のある部分バンカラな校風を、思わせる大元と

なっているのかもしれませんね。

とにかく、中学を卒業したばかりの子供達を、生徒で

はなく学生と呼び、校則等で縛り付けるのではなく、あ

る程度開放感の中で一人の人格ある人間として、自主性

や自立を促す高専の指導方法には、私たち夫婦も共感す

る事が沢山有ります。時代はどんどん変化していますが、

これからもこの校風、伝統を引き継いで頂き、この隼人

の地で素晴らしい、人間らしい学生が沢山巣立つ事を願

っております。
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後援会理事を振り返って

情報工学科５年　理事　　折田　　守

高専に息子がお世話になり早５年が過ぎようとしてい

ます。背伸びして入学出来たお陰で進級判定のたびに親

は胃の痛くなる日々を過ごしてきました。後は、無事卒

業出来ることを祈るだけです。

後援会理事は、１年から５年まで持ち上がりが普通で

すが、私の場合は前任者の都合で２年より理事を担当す

る事になり現在に至ってます。只学校に近いだけの理由

なのでしょうが、岩元常務理事の言葉巧みな電話攻撃で

引き受けたのが、後援会理事の始まりでした。

今思えば一般の保護者より後援会理事を通じて学校の

情報や後援会活動情報をより多く知ることが出来たこと

に感謝しています。

理事会位しか参加できない状態でしたが、今年は最後

の学年でもある為、都城高専後援会との交流会や高専祭

前の奉仕作業などに参加させてもらいました。やはり草

刈作業が一番大変だったように思います。高専は広すぎ

ると実感した一日でした。数十台の草刈機でも３時間で

終わらないのにはびっくりでした。来年は、今年以上の

保護者の参加協力をぜひお願いします。はるばる内之浦

から駆け付けて下さった保護者もありました。参加いた

だいた保護者の方々に感謝するとともに来年の参加者増

員に期待します。

また今年より全ての地区を対象に後援会支部会活動が

始まりました。中々学校からの情報が入らなく不安をお

持ちの保護者の方々もおられると思いますのでぜひ該当

する支部会へ足を運び、学校や後援会活動の情報を聞き

また様々な意見交換をお願いします。

今後支部会が、新しい後援会活動として定着し発展し

ていく事を祈念します。

最後に話が飛びますが、毎年体育祭で有る伝統の応援

合戦には毎年感動しています。遠方でまだ見たことのな

い保護者の方がいれば、一度は見に来てください。損は

しません。学生も大変苦労して練習を重ね本番に臨んで

います。今年も感動をありがとう。

対話は大切

土木工学科４年　理事　理事　　別府　直子

理事を引き受けて4年も過ぎ、5年目になろうとしてい

ます。

“何もわからない1年の理事なので”という言葉はと

っくに使えないのですが、いつまでたっても、わけがわ

からず周りになんとかついて活動している状態です。そ

れでもこの4年間で後援会は、大きく変わっているなと

感じます。都城高専との交流、授業参観や支部会の実施、

など今までなかったことを創め、学校と後援会の対話も、

段々されるようになったようです。「こういう試みは初

めてです」と言う言葉を、幾度か聞いたように思います。

ですが、なかなか進まない事案もあります。それが意外

なことに『連絡網』です。後援会が保護者に連絡を取る

ときは郵便を使います。勿論郵送が必要なものもあるの

ですが、連絡網があれば後援会費をわざわざ使わなくて

すみます。そして何より、保護者間の会話が生まれます。

毎日、仕事や家事に追われる中、まだまだ親と一緒に

行動する事が多く、いろんなことを話してくれる下の子

（小学1年生）に対し、息子は一緒に暮らしていても、家

にいる時間も少なく、なかなかゆっくり話すことが出来

なくなりました。学校の様子などはこちらが具体的に聞

かない限り、本人から話すことはなくなってしまいまし

た。

それぞれ家庭の事情が違い、感じることや考えも違う

のは当たり前です。それでも同じなのは子供を思う親の

心だと、後援会の活動を通じて改めて感じることができ

ました。小学校はPTAや授業参観、学校の行事が頻繁に

あるので、親同士の交流もあり、子育ての悩み相談や情

報交換の場が少なくありません。中学、高校となるにつ

れて、そういうわけにはいきません。でも、必要ないわ

けではありません。将来を決める大切な時期でもあるの

で、いろんな事情をよく知っている先生に相談するのが

一番です。が、気軽に話せるのはやはり同じ立場の親同

士です。保護者懇談会で、ほとんど初対面のような状態

でも、意外と話が弾むのは、やはり立場が同じで、抱え

ている悩みが同じだからだと思います。

後援会の活動は形だけのものではありません。子を思

う親が集まって、毎日子供たちが通う学校の環境を、よ

り良く整えるために活動しています。学校との対話はも

ちろん大切ですが、後援会と保護者の間も一方通行にな

らないように、連絡網作成は必要だと、改めて思ってい

ます。
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